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「男を処刑しろ」

　地球唯一の男である俺、桐き生りゆうアサトの手からフォークが落ちた。

　西暦三〇一二年、平日の昼休み。学園の食堂で担任から突然こんな事を言われればフォークのひとつも落としたくなる。

「そのように、中東の中立国群が要求しているのだが」

　担任の佐さ久く間まサオリ教官の話を最後まで聞き、俺は表情をゆるめた。

「びっくりしたぁ。あたしはてっきり先生がアサトを殺すつもりかと思いましたよ」

　俺の気持ちを代弁したのは、食後のケーキを食べる桐生マイカだ。

　俺が冷凍カプセルで寝ている間に生まれた妹の四〇世代先の孫。つまり遠い姪めいで子孫だ。

　大きな瞳ひとみが可愛かわいらしい美少女で、気の強そうな顔は表情が絶えない。加えてスタイルも良い。髪は僅わずかに青みがかり、日本人女性の理想美と言われる濡羽色なのだから、彼女の辞書に『おしとやか』の『お』の字でもあればモテモテだろう。

「ですが中立国群はアサトをなんだと思っているのですか？　彼は我らの英雄ですよ？」

　やれやれ、と頭を振るのはクラスの委員長を務める桜さくら庭ばエリコ。

　マイカの庶民的な美しさとは違い、学園一と称され、高たか嶺ねの花を思わせる美び貌ぼうや勝利者特有の自信に溢あふれた雰囲気を持つ。背が高く、スラリとした足やキュッとくびれた腰から連想されるのは、さながらファッション雑誌のモデルだ。そしてマイカよりもさらに豊かな胸は爆乳と言って差し支えない。程良く大きなヒップも合わさり、『完かん璧ぺき超人』の四文も字じを背景に浮かべる。

「教官、その中立国群とはなんでしょうか？」

　俺の問いに教官は腕を組んだ。そして授業でもするような口調で淡たん々たんと説明を始める。

「中立国群とは中東の主な宗教の一つであるラーバ教を信仰する国々の事だ。世界大戦には参加せず中立国としての立場を貫いている。だが困った事にラーバ教には、この世の流れは全すべて神のご意思でこれに反する全ての事柄は背信行為、そしてラーバ教徒は世界を正しく監督する義務を負う、という教えがあるらしい」

「だからってなんでアサトが死ななきゃいけないんですか？」

「教官、それはもしや」

　文句を言うマイカとは違い、エリコは察しがついたらしい。教官も神妙な面持ちになる。

「そうだ。ラーバ教では男が絶滅したのは神のご意思、つまりこの世は女だけであるべきと解釈している。だから日本で蘇そ生せいした男の存在は神に反するものだと主張しているのだ」

「そんなの言いがかりじゃないですか！　それにアサトはラーバ教徒じゃないし、命がけであたし達を守ったアサトを殺すのが正しい世界だなんておかしいです！」

　立ち上がり、真っ先に反論したのはマイカだ。

「同感です。菜食主義の宗教が他宗教に肉を食べるなと言うようなものではないですか」

　一見冷静なエリコも、その声には遺憾の念がこもっている。佐さ久く間ま教官は溜息を漏もらす。

「お前らの言う事はもっともだがアサトは次元が違う。肉を食べるのは文化であり習慣だが、我々は男がいない時代を五〇〇年も過ごしてきたのだ。日本でもアサトの事は議論になっているし、学園には日々、山のような取材依頼が来ている。それに中東は世界的に見ても信仰心が強い。神の為ために他国に干渉するのは今に始まった事ではないだろう」

「確かに、宗教上の問題がない日本でもテレビや新聞にアサトの事が載らない日はありません。まして外国ともなれば」

　得心がいったようにエリコが頷うなずくと、教官は続ける。

「ともかくだ。そうした理由で中立国群の国々が日本政府にアサトを処刑し、遺体を公開するよう正式な要請をしてきている。そんな要求を政府が呑のむとは思えないが、それを避けるためにも今後、貴様自身に何かしらの要請が下りる可能性があるだろう」

「はい！」

　俺は強気に敬礼をするが、心中は穏やかではない。

　俺は千年前、射撃訓練中の事故で植物状態になった。そして冷凍睡眠から目覚め、大切な人全すべてが死に絶えた未来世界に絶望した。

　でも、かつて第三次世界大戦で戦った俺は、十次大戦をする今の日本を守る為ために戦い、この時代で生きる事を決めた。

　最初は差別的だったクラスメイトも今では（異常なほど）好意的に接してくれる。

　なのに、男は存在そのものが罪と言われて、俺の胸に隙すき間ま風かぜが通りぬける。

　しかし、この程度で挫くじけるわけにはいかない。

　今の時代は男がいないのが当たり前。彼女達たちからすれば俺は異星人同然なのだから仕方ない、と自分に言い聞かせた。

「ご安心を、必要ならばどのような命令でも遂行してみせます！」

　俺は笑顔で力強く言う。佐さ久く間ま教官も敬礼を返す。

「うむ、期待しているぞ、桐き生りゆうアサト一等兵」

　視線を交わし合う俺と教官に、マイカが不満そうに口を挟む。

「ちょっとアサト分かってるの？　あんた今、処刑要請されてるのよ」

「大丈夫だって。『アサトを殺せ』なんて千年前から言われているし、挨あい拶さつみたいなもんだよ。ただ敵兵や敵軍からの要請がこの時代で国からになっただけだ。それに前にも言っただろ？　お前の家族は最強だぞ」

　俺の陽気な口調に、マイカ達は渋々黙る。だが、教官だけは『敵軍からの要請』という言葉に反応し、訝しむような視線を俺に向けている。

「俺はこの時代で生きるって決めたんだ。だったらとことん生き延びてやるさ。元から敵国全員相手に戦っているんだ。今更いくつ増えたって変わらないよ」

　俺が歯を見せて親指を立てると、マイカとエリコも表情を緩めてくれる。食堂にいた周囲の女の子達も一斉に立ち上がった。

「そうだよアサトくん。アサトくんはみんなのヒーローなんだから死んじゃダメだよ！」

「わたし達にできる事があったらなんでも言ってね♪」

「もしも中立国群が攻めてきたら一緒に逃げよう♪　そしてあたしと愛の巣を」

「あんたはドサクサに紛れて何言ってんの！」

「とにかくアサト君愛してるー♪」

　熱烈過ぎるラブコールに俺が苦笑いを浮かべると、マイカが俺の袖そでをそっとにぎる。

「この前の学園襲撃事件。アサトは当然の事をしただけだって言ってるけど、あたし達はそうは思わない。アサトは知らないかもしれないけどさ」

　袖をつかむマイカの手が、俺の手に重ねられた。

「みんな、アサトの事大好きなんだからね」

　マイカと、そしてみんなの可愛かわいい笑顔に俺は癒いやされる。しかし、マイカに最強を自負して、自分が最強ではない事を思い出す。俺より強い、真の最強はあの人なのだから。










第一話　男は邪悪だから処刑しなさい



「さて、もうすぐゴールデンウィークだが、予定は決まっているのかい？」

　中立国群の話を聞いた日の放課後。俺達たちはエリコの住む一等寮室のリビングにいる。

　防ぼう衛えい学がく園えんは珍しい寮制度を取っており、二人部べ屋やだが家賃がタダの二等寮、家賃を払わなければならないが一人部べ屋やの一等寮がある。

　俺はマイカと住む二人部屋の二等寮で未来の住宅環境の良さは知っている。だがエリコの部屋の内装は高級マンションそのものだ。エリコってやっぱエリートなんだな、と思う。

「ゴールデンウィーク？　そうだな……」

「決まってるわよ！」

　エリコの含みのある問いに、マイカがすかさず口を挟む。

「アサトは家ヽ族ヽであるあヽたヽしヽとヽ過ごす事がもう決まっているの！　だからクラスメイトの委員長さんは引っ込んでなさい！」

「え？　そんな話聞いてなゴブッ！」

　マイカの中指一本拳こぶしが俺の喉のど笛ぶえを打ち抜いた。

「ふふん、だがその中に私が混ざってはいけない道理は無いだろう？」

「家ヽ族ヽ水ヽ入ヽらヽずヽを邪魔しないでって言ってるの！」

　エリコは、目を吊つり上あげるマイカを無視して俺に向き直る。

「そうだアサト、沖縄ならもう海開きしている。都内の人工浜辺もいいが、やはりこういうのは天然が一番。君の水着は私が選ぼう」

　テーブルの向こうから前のめりになり、エリコが誘うような視線で顔を覗のぞきこんでくる。

　男用の水着なんてないだろ、と言い返したいのに、水着と言われた俺はどうしても自分ではなくエリコの水着を想像してしまう。

　自然と視線が落ちて、学園中の女子生徒を魅了する爆乳に釘くぎづけになる。学園の制服は胸元が大きく開いているため、エリコの爆乳が作る大きく深い谷間が丸見えだ。

　男が絶滅した時代とはいえ、女子ですら思わず見入ってしまう豊かな胸は、男である俺にとって戦車砲級の威力である。

「アサト、海にはあたしと行きましょ！」

　隣に座るマイカが抱きついてきた。俺の腕に押し付けられる胸が柔らかく押し潰つぶれる。そのハリと弾力溢あふれる感触に意識がトロけそうだ。

　本当に、佐さ久く間ま教官も含めて俺の周りは素敵な胸の女性が多くて困る。

「そういえばアサト、君は以前どんなゴールデンウィークを過ごしていたんだい？」

「前のゴールデンウィークか？　そうだなぁ……」

　胸の感触に意識を持っていかれまいと、俺はすぐさま脳内で千年前の五月初頭を思い起こす。その間にエリコは目を細める。

「去年行った沖縄の海は良かった。白い砂浜に青い空。光る太陽」

　俺が思い出すのはマッチョな死体で埋め尽くされた赤い大地に黒煙に染まった空。爆発の瞬間に放たれる榴りゆう弾だんの熱い光と衝撃波。

「そしてビーチバレーやウォータースポーツで煌きらめく汗。飛び交う乙女たちの笑い声と輝く笑顔。あらたな出会いに胸躍らせる甘い期待」

　俺の頭に浮かぶのは戦場に飛び散るむさくるしい熱き汗と血潮と怒号と躍動する筋肉。飛び交う弾丸と号泣。敵を殺すと武者震いし魂が血沸き肉躍る死んだ男達たちへの益荒男ますらお賛歌のワッショイ男祭り。

「沖縄の海上レストランはこの辺では食べられない珍しい料理が揃そろっていてね、普段は味わえない御ご馳ち走そうにしたつづみを打った。最高の連休だったよ」

　俺が覚えているのは極限の飢えと渇きに毒草や泥水に口を付け昇天デツドエンドする仲間達。『俺、この戦争が終わったら結婚するんだ』と言っていた奴やつを含め、仲間の多くが三さん途ずの川かわを渡っていった。

　じ、地雷過ぎる……。俺の顔から体温が一瞬で奪われた。

「どうしたアサト、もしかして千年前はゴールデンウィークが無かったのかい？」

　俺はさわやかな笑顔と裏返った声で、

「うーうん、俺はずっと軍事訓練だったかなぁ……」

「そうか、ではこの時代では楽しい思い出を作ろうではないか」

「ハハ、ウン、ソウデスネ…………」

　この俺、桐き生りゆうアサトの地雷撤去能力は分隊でもナンバースリーである。

　俺のＬＬＧライフ・リンク・ギアが鳴ったのはその時だった。

　デフォルト設定のままの、単純な電子音に俺が画面を開くとメールが一通届いていた。

「悪い、佐さ久く間ま教官に呼び出された。職員室行かないと」

　マイカの口元がぴくっと動く。

「アサト職員室の場所まだ覚えてないでしょ、迷わないようあたしが案内してあげるわ！」

「待てマイカ君、ここは委員長である私が！」

「委員長だから何よ！　アサトはあたしの家族なんだからね！」

「だからお孫君は黙ってろ！　君のおじい様の面倒は私が見る。これはクラス委員長である私の役目だ!!」

　二人がリング中央で力比べをするレスラーのように両手を組み合わせた。

「いや、編入の時一度教官に連れて行かれて覚えた。じゃあ俺行ってくるから」

「「えぇっ!?」」

　すっとんきょうな声をあげる二人をしり目に、俺は玄関へ向かう。

「「そ、そんなぁ……」」

　と、何な故ぜか力なくうなだれる二人。一体なぜだろうと俺は首を傾かしげた。

　　　◆

　職員室のドアをノックしてから一歩進み、ドアが左右に割れて開くと俺は声を大にする。

「一等兵、二年二組!!　桐き生りゆうアサト一等兵、入ります!!」

　職員室中を震わせる大声に誰もが何事だと見やる。俺は直立不動の姿勢を〇・一度も狂わさずに敬礼をキメ、視線で佐さ久く間ま教官を探した。

　めずらしく驚いた表情で固まり、こちらを見ている教官の存在を確認。そして俺はさらに一歩進んで入室する。

「桐生アサト一等兵は佐久間サオリ大尉に用件があり参りました!!」

　俺はまた敬礼をしてから、歩く時に振る握にぎり拳こぶしは前は二〇度、後ろは一五度、合計三五度の間を保ちながら曲がる時は鋭い足さばきで直角に曲がり、職員室奥中央の机に向かう。

　机の前で止まる直前、俺はいすに座り唖あ然ぜんとしている二人の女性の襟元に視線を送った。机に役職名は表示されているが、たまたま副校長の席に教頭が座っている可能性もある。

　頭を下げる相手はあくまで襟章や徽き章しようで判断するべきだ。俺は二人の襟章からより階級の高い方の女性の前まで歩いてから止まり再び敬礼。それから佐久間教官の前まで行進歩行をしてから直立不動の姿勢で敬礼をする。

















「桐き生りゆうアサト一等兵!!　ただいま参りました!!　どのようなご用件でしょうか!!」

　止まった時間がようやく動き出した。

「きさま、それはなんなんだ？」

　教官にはめずらしい、ちょっと間の抜けた声だった。

「生徒だけで入室する場合の規則ですが、現代の入室フローチャートは違うのですか？」

「そんなものは無い！　普通にノックして入ったらまっすぐ来い。わかったか！」

　一般人ならば恐れおののき悲鳴の一つも上げるであろう怒鳴り声。やはり佐さ久く間ま教官はいい。軍事学校の教官はこうでなくては。

　時代のせいか、この学園の他ほかの教官達たちは優し過ぎるように感じる。

「了解致しました！」

「……それとだな、貴様はまだ学生なんだ。敬語でさえあれば口調や態度はもっと普通でいい、直立不動の姿勢もするな」

「了解し、じゃなくてわかりました」

「やれやれ、少しは年相応になって欲しいものだ」

　教官は溜息をつくが、俺のいた国こく防ぼう学がく園えんの生徒は皆こんな感じである。

「それで貴様を呼びだしたのは他でもない。先程政府が行った緊急会議で貴様のアラウビア行きが決まった」

「アラウビア？　中東の国ですか？」

「うむ、貴様が寝ている間に建国された国で、中立国群の中でもリーダー格の国だ」

「でもどうして俺が。まっ、まさかアラウビアで処刑するのですか？」

　軽く動揺する俺に、教官は胸の下で腕を組み説明する。

「そうではない。向こうから使者が来ていたらしく、話によると、アラウビアの主権者、ファラ姫は人柄に優れ慈悲深い方で今回の処刑要請にも反対だったらしい。そこで貴様を国内に招待し、共に軍事演習を行い滞在期間中に問題を起こさなければ、その事を男が邪悪では無い証拠として中立国群を治めてくれるとの事だ」

「ああ、そういうことですか」

　俺はホッと胸を撫なで下おろす。そして教官が腕を組んだ事で強調されるその豊か過ぎる胸に、ちょっとだけ意識を奪われる。

　胸元の開いた学園の制服と違い、教官は胸をきっちり隠している。だが、軍服を大きく押し上げ自己主張する胸の魅力は軍服越しでも強烈だ。

「それで日取りだが、アラウビア以外の中立国群内で民衆が日々暴動を起こしているらしくてな。暴動鎮圧の為ためにも近いうちに行く事になりそうだ」

「了解ですが、主権者が姫という事は王制の国ですか？　なら姫ではなく女王では？」

　教官の胸から視線をはずした俺の問いに、教官は息をつく。

「実のところを言うと、アラウビアの政治情勢は今、非常に面倒な事になっているのだ」

「面倒？」

「うむ、ファラ女史が姫なのは戴たい冠かん式しきをしていないからだ。女王である母が病に倒れ、ファラ姫が跡を継ぐ事は決まっているが、アラウビアでは戴冠式が出来る時期が決まっている。とはいえ緊急事態だからな、今はファラ姫が女王代行を務めているらしい」

「となると、戴冠式前に中立国群を上手く治められれば新女王のいい宣伝になりますね」

「もしかするとそれが本命かもしれん。そういうわけだ。日程が決まりしだいすぐ連絡する。もう下がっていいぞ」

「はい」

　俺の命がかかった軍事演習に新女王からの召喚や戴冠式。千年前の俺からは考えられないようなスケールの話だが、男のいない千年後の世界に来といて今更か、と俺は納得した。

　　　◆

　敬礼をしてから、今度は普通に歩いてアサトは退室した。サオリは鏡に映る、不満そうな自身の顔を見て呟つぶやく。

「自国の軍事学校を救った、軍事的にも生物学的にも重要な人物をラーバ教の勢力圏に送り込むなど、政府は何を考えている？」

　そう言って、サオリは馬ば鹿からしくなった。

「私は何を言っているんだ。考えるまでもなく……保身の事しかないだろうな」

　ＬＬＧの電話帳から《小こ宮みやカナデ》を選ぶと、すぐ投影ウィンドウにカナデの顔が映る。

「カナデ、例のモノは完成しているな？」

『もちろんだよ♪　サオリちゃんのためにわたし頑張ったんだからー♪』

「よし、今すぐそちらに向かうから準備をしてくれ」

　サオリは敬礼をするアサトを思い出すと、語気が強まる。

「私の生徒アサトは、私が守る」

　その眼まな差ざしに、カナデは満足そうに笑った。

　　　◆

　俺は職員室から出ると、小さく息をついた。

「やれやれ、学園で差別が無くなったと思ったら今度は外国か。いや、日本の中でも学園の外じゃどうなるか……」

　前途多難とはこの事だ。でも何にせよこの前の戦いのおかげで生活の中心である学園の中は男である事を理由に差別される心配は無い。そう胸を撫なで下おろした。すると、

「アサト君はっけん♪　しかも邪魔なマイカがいないわ！」

「これはチャンスよ。神様が与えてくれたチャンスよ！」

「アサトくーん♪」

　廊下の奥から、目をハートにした女子の一団が猛スピードで走ってきた。

　その勢いには肉食獣めいたものを感じる。

「は、はは、そういえばまだ差別あったっけ……ベクトル逆だけど……」

　ひきつる顔で俺は駆けだす。

　この前の戦いのおかげで、確かに俺を野人や害獣呼ばわりする生徒はいなくなったが、代わりにこの有り様である。

　今では女子達たちに追いかけ回されラブ光線の集中砲火を浴びる毎日だ。

　エリコが皆に自重するよう呼び掛け、また、マイカが『あんたら調子良すぎなのよ！』と怒鳴り皆をドン引きさせなければ俺の学園生活は破は綻たんしていただろう。

「アサトくんだ！」

「向こうからも仲間が来てるわ♪」

「はさみうちで捕獲よみんな♪」

　階段を上り逃げたが、階が変わっても廊下の前方から女子達が迫る。

　横道は無い。右側に並ぶドアはいずれも捕食者の巣ほかのクラスであって安全地帯あききようしつではない。

「なら選択肢は一つ！」

　窓からダイブした。ここは五階、高さは一〇メートル以上だが問題ない。

　地面を覆うタイルに両足のつま先から着地。倒れながら転がり受け身を取って立ち上がる。五点接地落下法。一〇メートルの高さから落ちても無傷のチートスキルである。

「きゃーアサト君が！　救急車って、ええぇ!?」

「アサト君生きてるってか全然普通に走っちゃってるよ!?」

「ははははは、俺の仲間には二〇メートルから落ちても無傷の奴やつがいたぜ！」

　女子達の悲鳴を背に走る中、俺はかつての仲間であるエロリストモンキー猿さる渡わたり門もん司じに思いをはせ、結局あいつ彼女できたのかなぁ……、などと考える暇も無かった。

『アサトくーん♡』

　振り返ると、浮遊ボードの中でも最近若者に人気のバーディー３０１２、丸くコンパクトなフォルムで場所を取らず最大高度八メートル、最高速度は三五キロ、お値段はなんと驚きのサンキュッパ、三万九八〇〇円。高校の入学祝いで親に買ってもらう生徒が多いらしい（マイカ情報）。それに乗った女子達が追って来る。

　その数五機。きっとＬＬＧにプールしておいた量子情報を再構築したに違いない。だが、

「負・け・て・たまるかぁああああああああああああああ!!」

　浮遊ボードだかなんか知らんが逃げきってやる、と俺はいよいよ全速力で逃亡を開始。みるみる女子達を引き離していく。

　俺への接触規制は緩和されたが、まだ部屋へ私用で訪ねるのは禁止されている。寮へ戻ればこっちのものだと俺は急いだ。

「どうだ、俺の足について来れるもんなら……」

「あたし達のカスタムバーディーなめないでよ。バーディーは別売りパーツをつければ」

「最高時速が五〇キロまで上がるんだから」

　襲い掛かるビハインドプレッシャーに悲鳴を上げ、俺は走りながら心の声を口にする。

「千年前に帰りたぁああああああああい!!」

　　　◆

　女子達たちから逃げ回り疲れたその日の夜。俺はマイカと交代で入ったシャワーから上がり、マイカの買ってきたニワトリ柄の寝巻に着替えていた（マイカのはヒヨコ柄）。すると、リビングからマイカの上機嫌な声が漏れてくる。

　俺は中立国群から処刑要請をされ、女子達から追い回されテンションが落ちていた為ため、何か面白い事でもあったのかと興味を引かれ足を運ぶ。そして後悔した。

　開きっぱなしのリビングのドアをくぐると、ベッドに寝転んだまま楽しそうにパタパタと上下するマイカの足が見えて、首を回すと俺は反射的に叫んでしまう。

「お前なんつー格好してんだよ!?」

「おうわぁっ！！？　アサっ、アサトォー!?」

　マイカはベッドの上で、ＬＬＧの画面を楽しげに操作していた。

　ウキウキしながら見ているのは街の案内情報。

　何枚も展開された空間投影画面にはそれぞれ、デートスポットやオススメの店、今上映されている映画などが載っている。だが、今の俺にそんなモノを細かくチェックする余裕は万分の一秒もない。

　何せ今のマイカは何な故ぜかバスタオル一枚。つま先から伸びる脚線美をたどれば、かなりきわどい部分まで見えているし、角度的に俺の方を向いているヒップラインが俺の男心を刺激してくる。

　状況を見るにシャワーから上がるとそのままＬＬＧでネットサーフィンを始めたというところだろうか。

「うう、うるさいわね！　別にいいでしょ自分の部屋なんだから！」

　自分の非は決して認めない女子、マイカが顔を茹うで上げながら勢いよく立ち上がる。

「それにちゃんとバスタオル巻いて」

　タオルが重力に屈した。

「すとぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっぷ！！！」

　俺はマイカのおっぱいめがけて音速で両手を突き出す。

　繰り返す。

　俺はマイカのおっぱいめがけて音速で両手を突き出す。

　そしてバスタオルが通り過ぎた巨乳をわしづかんだ。俺の大きな手にすら余る柔肉が指と指の隙すき間まから溢あふれ、手の平中央でグミのような感触がツンと自己主張する。

「「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐッッ!?」」

　重力に抗あらがえない無力な布切れがベッドに落ちた時、体がカーッと熱くなって、首から頭のてっぺんまでは炙あぶられたように感じる。

　マイカは昔から体育会系女子同様ノータオル派で、風ふ呂ろ場ばや室内なら裸を見られても平気で、女子同士でふざけて胸を触り合った事もあるらしい。

　だが、今は顔を首スジから耳までリンゴのように赤くして、揉もまれる自分の胸を見下ろし硬直している。

　俺の視線が、顔を硬直させたままぴくぴくと痙けい攣れんするマイカの体をなぞり、腰から下まで下がると、

「見るなぁあああああああああああああああああ！！！」

　両手で頭を固定。喉のどに右ひざ蹴りの一発を放ち、俺を沈めた。

　マイカは奥歯を噛かみ締しめ、背を向けながら慌てて拾ったバスタオルで体を隠す。

「もぉ、えっちなんだから……ねぇ、アサトさぁ、ゴールデンウィーク中訓練ないよね？」

　俺が喉を押さえて倒れていると、頭上からマイカがそう聞いてきた。

「うごぉ……佐さ久く間ま教官は無いって言ってたぞ」

















「そう、なら許してあげる」

　マイカは強い口調で言ってから今度は、

「あの鬼教官もいいとこあるじゃん」

　と満足そうに言うのだった。

「ったく、早く着替えないお前が悪……ッッ」

「え？」

　俺の悶もん絶ぜつ声に、背を向けていたマイカは首を回し気付いたらしい。自分がバスタオルを体の前ヽにヽだヽけヽ押し当てていた事に。

　つまり、お尻が…………

「いやぁああああああああああああああああ！！！」

　飛び上がったマイカの両カカトが顔面を直撃。俺の後頭部は床にめり込んだ。

　　　◆

「よし、ではこれで本日の訓練を終わる」

「ありがとうございました！」

　次の日の放課後。海上エリアの地下訓練場で佐さ久く間ま教官との軍事甲かつ冑ちゆうのマンツーマン特訓を終え、俺は教官に頭を下げる。

　先月、俺は敵五国軍事連合の一つでヨーロッパ最強の軍事国家、アルタニアのエースパイロットであるマーベルに辛勝したものの、あれはスサノオの性能に助けられながらの地上戦だった事が大きい。

　軍事甲冑は巨大ロボではなくパワードスーツ。既に戦闘技能を習得している俺に地上戦は問題無く、教官とも互角に戦える。

　だがブースターを使った三次元機動、つまり飛行技能だけはまだ未熟で学ぶ部分が多い。事実、マーベルとの戦いも空中戦では防御で手いっぱいだった。あのまま空中戦が続けば、負けていたのは俺だったろう。

　他にも軍事甲冑の細かい機能など覚える事はたくさんある。

　訓練が終わったばかりだが、俺は早くも明日の訓練の事を考えてしまっていた。すると、

「待てアサト」

　スサノオを格納庫へ戻そうと振り返った俺を、教官が呼び止める。

「貴様に話がある。これから部屋に行ってもいいか？」

　　　◆

「というのがアラウビアの現状だ。わかったかマイカ？」

「ま、まぁなんとなく」

　俺らの部屋に来た教官は、マイカにも女王不在というアラウビアの現状、そして次期女王であるファラ姫が俺の処刑要請を取り下げる為ため、近いうちに俺をアラウビアに呼ぶという事を説明してくれた。

　マイカは話が大き過ぎてちょっと驚いている様子だが、すぐに表情を明るくする。

「でも良かったじゃないアサト。これに成功すれば処刑要請が無くなるんでしょ？」

「らしいな」

「よかったー、明日からせっかくのゴールデンウィークなのにこんなもやもやした状態じゃ楽しめないもんね♪」

　そこまで心配してくれるマイカに俺は感動してしまう。やっぱりマイカが家族で良かった。こんないい子孫を残してくれるなんて流石さすが俺の妹。千年越しの兄孝行のおかげで俺は今幸せだ。

「それで先程軍事演習の日程が決まってな、というわけでアサト」

　部屋の扉が開いたのは、その時だった。

「アサトー、昨日話したゴールデンウィークの予定なんだが私と一緒に海へ」

「貴様は明日からの五日間、アラウビア王国へ出張だ」

　いつになく上機嫌で羽が生えたように部屋へ飛びこんで来たエリコの目から光が、髪から艶つやが、肌からうるおいが消えてその場に崩れ落ちる。

　教官へきっちり敬礼をする俺の横で、マイカも真っ白に燃え尽きて口から精気が抜け出し、生きる屍かばねと化していた。

「さささ佐さ久く間ま教官！　それはどういうことでしょうか!?」

「桜さくら庭ばか、ちょうどいい。アサトは明日からのゴールデンウィーク中、軍事演習をしにアラウビアに行く事が決まった」

　エリコはいつもの余裕を完全に失う。

「何な故ぜそんな急に!?　明日からはゴールデンウィークなのですよ！」

「姫の戴たい冠かん式しきが四日後の五月五日だからな。演習を通じて『男』問題に決着をつけ戴冠式前に問題を解消する為ため、向こうの強い希望で急きょ決まったらしい」

　ガラガラと何かが崩れる音がしてエリコが石化した。

「言っておくがゴールデンウィークに予定があったのなら来なくても構わんぞ。同じ班だがお前は自由参加だ。アラウビアには私とカナデ、それにアヽサヽトヽとヽマヽイヽカヽだけで」

「行きます!!」

　エリコは力の限り、腹の底からそう叫んだ。

「よし、では明日の一ヒト五ゴ〇マル〇マル時、海上エリアのＡ―３駐機場に集合しろ。アサト以外の遅れた者は置いていく」

「俺が遅れたらどうなるんですか？」

「安心しろ、明日は私が貴様をエアポートに強制連行する」

「なんですかそのＶＩＰぶりは!?」

「貴様の事だ、どうせエアポートの場所を覚えていないだろう？」

　マイカがよろよろと立ち上がりながら手を挙げる。

「あの先生、それならあたしが案内し」

「毎朝アサトに起こして貰もらわなければ授業に遅刻する奴やつがそれを言うのか？　この場で貴様に発言権は無い」

　教官が放つ殺人的な迫力にマイカは折れた。

「話はそれだけだ。では今日は早めに寝ておけ」

「了解致しました！」

　俺の上機嫌な敬礼に返礼し、教官は出て行く。

「さぁて、これで処刑要請が取り消される目め処ども立ったし、なんか順調だな、なぁマイカ？」

　今回の事を喜んでくれていたはずのマイカは、体育座りでヒザに顔を埋めていた。

「……そうね……アサトとのゴールデンウィーク」

「え、ちょっ、急にどうしたマイカ……エ、エリコは喜んでくれるだろ？」

　五体を床に投げ出し、死んだ魚の目でエリコはうわごとのように呟つぶやく。

「……そうだな……アサトとふたりで海……ぶつぶつ」

　二人の身に何が起こったか分からず、俺は一人混乱するのだった。

「急にどうしたんだよふたりともー！」










第二話　男は邪悪罪の容疑者である



　純白の要よう塞さいが舞い降り、俺は言葉を失った。

　一五〇〇時現在。俺らは全員制服姿で海上エリア、Ａ―３駐機場に集合している。

　周囲にはそれこそアニメやゲームで見るような巨大航空機が並び、当然のように全すべて垂直離着陸機ＶＴＯＬ。しかも浮遊装置の力か、ほぼ無音で浮かび、どこかへ飛び立つ。だが、俺らの目の前に降り立った機体は航空機というより『空飛ぶ戦艦』である。

　見上げる機体はゴツく、二十一世紀の旅客機のイメージとは似ても似つかない。

　特に左右の尾翼の下に三門ずつ搭載された砲身が、その機体の武骨さを際立たせている。

「これが日本国政府専用戦闘輸送機、シロスザクだ」

「写真でしか見た事が無かったが、流石さすがに圧巻だね」

　エリコも驚いたように見上げる。するとシロスザクの側面装甲が開き、軍事甲かつ冑ちゆうを着た女性達たちが巨大なコンテナを運びいれていく。

「あれは何ですか？　それに貨物は量子化すればよいのでは」

「スサノオや私の移動ラボよ。中立国群は入国時に兵器の量子化はしない取り決めだから」

　俺の問いに答えたのは小こ宮みやカナデ所長だ。

「アラウビアを疑うわけじゃないけどスサノオは日本の最新鋭機だからね、整備や修理、それに使う機器全すべてが私の管轄なんだから」

　えへん、と控えめな胸を張る小こ宮みや所長。ちなみに一人だけ白衣である。

「それにしてもコンテナ多過ぎるような……」

「何をしているアサト、早く乗れ」

「あっ、はい」

　教官に促されてタラップを上り機内に入ると、流石さすがは『政府専用機』と納得させられた。

　機内には赤絨じゆう毯たんが敷かれ、通路は機内とは思えない程広く、天井も高い。

　壁に映る地図には貴賓室や事務室、会議室の表示がある。『政府専用機』には千年前に一度乗ったが、その豪華ぶりは変わらない。

　機内の客席は一つ一つが大きくソファのようだ。間隔も広く取られている。

　全員が席に座るとお決まりの機内アナウンスの後に離陸。エレベーターで上がる程度の圧力も感じずに窓の外の景色が遠ざかっていく。けれど、これら庶民には縁のない状況にマイカは終始無反応で、俺の右隣でぶつぶつと文句を言っている。

「うぅ……アサトとのゴールデンウィークぅ……」

　高二のゴールデンウィークが潰つぶれれば当然かと思い「俺のせいで悪いなマイカ、帰ったらなんかおごるよ」と謝罪するが、何な故ぜかマイカはムッとして目を吊つり上あげる。

「何のんきに構えてんのよ！　軍事演習よ軍事演習！　万が一の事考えたら！　…………」

　マイカの目じりが下がり、顔に影が差した。

　マイカは子供の頃ころ、母を失っている。俺が処刑されたらマイカはまた家族を失い、一人になってしまう。俺にその気が無くても、俺の何気ない行動がラーバ教の価値観上問題があって、それで邪悪な存在と認定されてしまう可能性はゼロではないのだ。だから、

「√計算もできない奴やつが難しい事考えるなよ」

「それぐらいできるわよバカ！　っつ！」

　俺のこめかみを殴ったマイカが右拳こぶしを押さえ声を噛かみ殺ころした。

「最強の俺を傷つけたきゃグルカ兵御ご用よう達たしのククリナイフでも持ってこいっつうの」

「あんたどんだけ強いのよ……」

「爺じいちゃんいない今の時代なら世界最強だな。それはお前が誰よりも知ってるだろ？」

　ヨーロッパ最強の軍事大国アルタニア。そのエースパイロットで無敗の戦乙女ことマーベルを倒した俺に言われ、マイカは『うん』と頷うなずき落ち着きを取り戻した。

「貴様らの痴ち話わ喧げん嘩かはどうでもいいが、城での祝賀会中ぐらいは行儀よくするんだぞ」

「ちちち痴話喧嘩ってそんな!?　え？　祝賀会？　ってあたし達出られるんですか？」

　完全に落ち着きを失い、裁判の被告人が出席していいの？　とでも言いたげな表情のマイカ。教官は頷く。

「ファラ姫様は今回のアサト処刑要請に否定的な穏健派。今回の召喚もアサトの身の潔白を証明し、処刑するよう主張する過激派を治めるためにファラ姫自身が提案してきたことだからな。戴たい冠かん式しき前の祝賀会もファラ姫から是非参加して欲しいと要請があった」

「じゃあ今回の審査は合格したも同然ですね。おいマイカ、なんか心配しなくても」

「お姫様のお城でパーティー……アサトと……」

　マイカはそわそわしながらうつむき、またぶつぶつと何かを言い始める。

「おいマイカ急にどうした？　エリコ、なんかマイカが」

　左隣の席ではエリコが。

「くっ、こんな事ならドレスを持ってくればよかった。今ＬＬＧの中にあるモノでどうにか。まずはマイカを出し抜きそれからアサトと」

　どうやらこちらも取り込み中らしい。マイカとエリコはうつむき、そして時々嬉うれしそうに笑っている。何な故ぜだろう。俺の野性の勘が逃げろと言っている。

「それとアサト。貴様は本日付で上等兵に昇格する事になった。城ではそのつもりでな」

「ひと足早い三年生だね。まあ学園を救った功績を考えれば当然だろう」

「よかったじゃんアサト。おめでとう。なんか軍事演習も問題ないみたいだし、万々歳ね」

　エリコとマイカはご機嫌顔で祝福してくれるが、俺は「はぁ、どうも」などと気の無い返事をする。俺からすれば学生の身で出世する事が異例過ぎて実感がない。

「じゃあみんなー、これから翻訳機配るわね」

　突然席を立ち、みんなの前に立つ所長の手の平には眼鏡のツルのようなものがあった。

「アラウビア王国はアラビア語の国でこれ無いとお姫様が何言ってるのかわからないからちゃんとつけてね」

　一人一つずつ配りながら、所長は説明を続ける。

「逆に向こうの翻訳機は外国語を全部アラビア語に翻訳するよう設定しているはずだから言葉の心配はいらないわ。はいアサト君」

「いや、俺アラビア語喋しやべれるからいりません」

「はぁ!?　なんでしゃべれんのよ!?　あんた日本人でしょ!?」

　マイカが爆発。沈んだり笑ったり怒ったり本当に忙しい娘だ。

「現地の言葉分からないと遭難した時困るからな。四カ国語が必修科目だったんだよ」

「そんなに喋れんの!?　あんた頭良すぎでしょ！」

「頭いいわけじゃないよ。ただ間違ったり日本語喋るたびに教官が木刀でぶっ叩たたいてくるから自然と覚えるんだよ」

「す、すごい覚え方ね……」

　さしもの小こ宮みや所長も口元を引きつらせている。

「みんな血のションベン出しながら死に物狂いで勉強してたなぁ」

　天井に遠い視線をなげる俺の姿に、マイカも口角が痙けい攣れんしてしまう。

「わ、私も英語なら喋しやべれるがアラビア語はちょっと……ね」

　流石さすがに定期テストで満点しか取った事のないエリコも『負けた』と目が語っていた。

　ポーン、と音がしてアナウンスが流れる。

『間もなく、当機は中東エリアに入ります』

「早いですね、じゃあちょっと久しぶりの中東を」

　窓から離れた部屋中央の席に座っていた俺は立ち上がり、おもむろに窓へ近づく。

「あんた中東行った事あったの？」

「ああ、今でも覚えてるよ。空気乾燥してて砂漠多いし、町は日本よりずっと貧しくてさびれてた。けどそこに住む人ひと達たちはみんな神様の教えを守りながら誇りを持って……」

　眼下の光景に声が止まる。

　何事かとマイカも窓に近寄る。全面ガラス張りの超高層ビルや見た目のデザイン性を重視した建築様式の巨大ビルが乱立し、その隙すき間まを空中道路が縫うように走っている街並を見下ろした。俺は棒読みで聞く。

「……マイカ、ここ、ドバイか？」

「違うよ」

　きょとん顔のマイカに、俺は肩を落とした。

「うんそうだな、ここ千年後だもんな……」

「アサト君、アラウビアに着く前にスサノオの事で相談があるからちょっと来て」

「ん、はい」

　気を取り直し、俺は「ちょっと行ってくる」とマイカに言ってその場を離れる。小こ宮みや所長について行き、機内の整備室へ入る。

「はーい、これが改良版の『フツシミ』と『ハバキリ』だよー♪」

　小宮所長が台の上に並ぶ巨大な高周波刀ヴアイブロ・ブレード、そして電離分子剣プラズマ・ソードのグリップを両手でジャジャーン、と指す。

「前回のアルタニア戦の時のデータを元にフォルムや重さを調節して、さらに出力をアップしておいたわ、これでますます無敵ね」

「ありがとうございます」

　俺は改良された自分の専用武装をまじまじと眺め、不謹慎だがその威力を試したくなる。

「と・こ・ろ・で・アサトきゅん♪」

　急に小宮所長が俺の腕に抱きつき、胸を押しつけてきた。

　所長の胸は少々控えめながらもしっかりと存在を主張してくる。その感触にイケナイ気持ちになってしまう。普段、マイカやエリコの胸で鍛えているつもりだったが、おっぱいの魅力を克服するのは一生無理かもしれない。

「え、えっと、なんでしょうか……小こ宮みや所長？」

「アサトきゅんてぇ……」

　所長の目が怪しく光る。

「女の子殺すの怖いでしょ」

　そのあまりに冷静で、けど優しい声に、俺の熱が一瞬で消え去った。

「調べたよ。先月アサト君が撃墜した敵機の七割以上が軍事甲かつ冑ちゆうじゃなくて自律兵器。あえて派手に暴れて自律兵器を駆逐して、一部の兵士をあっさり殺して相手に恐怖心を植え付ける。そして逃げる兵の背中は撃たない。マーベルもわざと逃がしたんだよね？」

　息を呑のみ、声が震えないようにして俺は答える。

「そっちの方が効率がいいだけです。俺の使命はみんなを守る事。逃げる敵を殺す余裕があるなら、向かってくる敵を殺します。人間が乗った軍事甲冑は殺さなくても恐怖で逃げます。なら恐怖心の無い自律兵器を壊して威嚇、それでも向かって来る敵だけを殺せば、短時間で最大の防衛効果が得られます」

「最後のあの時、君のライフルの照準はマーベルのブースターに合わさっていたわよ」

　幹部軍人なら殺さず撃ち落として、捕虜にしたほうがいい、と言おうとして、

「戦ってる時は殺そうと思った、のよね？」

「はい、ですがマーベルは最後に戦意を失い逃げようと」

「じゃあなんでアレを使わなかったの？」

　言葉を失い青ざめる俺に、所長は淡々と告げる。

「スサノオ専用武装、最強の高周波刀『フツシミ』と電離分子剣『ハバキリ』、そしてその二つを連結させて作りだす世界最強の威力を誇るプラズマ・ブレード、『オロチノアラマサ』。マーベルを追い詰めた最後の一撃で君は『フツシミ』を使い彼女のわき腹を斬きり裂さいた。でもあそこでアラマサを使っていれば確実にマーベルを殺せたはず。なのに君は前回の戦いで、ただの一度もアラマサを使わなかった……それはどうして？」

「それは……」

　返答できず、歯は噛がみする俺を、所長が優しく包みこんだ。

　いや、体格が違い過ぎて包みこむなんて大げさだ。俺の正面から抱きつく所長は、俺を大きく見上げ、柔和な笑みを浮かべる。

「辛つらい時は誰かに甘えていいんだよ。アサトくん、まだ子供なんだから」

　アサトくんいいこいいこ。と言われながら、俺は頭をなでられ涙るい腺せんが熱くなった。

　　　◆

　流石さすがに未来の飛行機は速く、一ヒト五ゴ〇マル〇マル時に出発したシロスザクは一ヒト六ロク〇マル〇マル時前に中東アラウビア王国に到着。

　アラウビア王宮の敷地内にある軍事基地の駐機場に着陸した。

　教官の後ろについて外に出る、と同時に浴びせられるシャッター音と銃口の数に俺は目を奪われた。眼下には数えきれない程の人だかり。地球唯一の男なら当然かと思うが大半が軍人である。

『こちら特別駐機場。今オトコが到着しました』

　空を見上げれば、武装した小型機が八機、空中で静止している。戦車級の砲身や銀色に光るガトリングをやはりこちらに向けていた。

　気丈に周囲を睨にらむマイカが、不安そうに俺の制服の背中をきゅっとつかんでくる。

「大丈夫だ、俺は軍事演習の取り下げ手続きをしにきただけだ」

　マイカの頭をなでる。いつもなら怒りながら殴ってくるところだが、マイカはそっと身を寄せるだけだ。教官が先頭に立ち、俺を守るように周囲へ目配せをする。

　だが何千という殺気立つ群衆ならぬ軍衆の元へ下りると、たちまち二人の軍人が佐さ久く間ま教官の後ろとマイカの前に滑り込んで俺を挟み込む。

「オトコを確保！　ただちに拘束する！」

　俺の手に鍵かぎ穴あなの無い、リモコン式の手錠がかけられる。連結部は鎖ではなく、金属関節のヒンジ式で、その頑丈さは折紙つきだ。

「「アサト！」」

　必死に手を伸ばすマイカとエリコを兵が押さえ付ける。教官だけが目を細めたまま趨すう勢せいを推し量るように視線を動かしていた。しかし、

「マイカとエリコを離せ！」

　俺が力んだ瞬間、力任せに引き千切った手錠を見て、軍衆が凍りつく。シャッターを切る事も忘れた報道陣の前で俺は、気まずそうに笑った。

　手錠は関節部が千切れ、今ではオシャレ？　な腕輪状態だ。

『甲かつ冑ちゆう兵!!』

　誰かの叫びで二体の軍事甲冑が駆け込み、それぞれが俺の腕を確保する。人間の筋力など足下にも及ばぬトン単位の力を誇る軍事甲冑の両手が俺の前腕と上腕をがっちり掴つかんだ。

「って、何すんだよ！」

　さしもの俺もこれは引きはがせないが、甲冑に襲われたらどうしても反射的に抵抗してしまう。当然抜け出せないが腕に力を込める。

　クリアモードにした軍事甲冑のパイロット達たちがぎょっとした顔で俺を押さえこみ、すぐに俺は抵抗をやめた。

「これはどういう事だ!?　我々はファラ姫の招きに与った客人。それともこれがアラウビアの歓迎方法か!?　主の顔に泥を塗るような事をするな！」

　教官は毅き然ぜんと言い放つ。すると目の前に、戦闘服ではなく制服を着た女性が現れた。

「私はアラウビア軍元帥、カーノーンだ」

　元帥。軍の最高責任者に就く程の人物でありながら、彼女には白髪やシワは見えない。

　俺はこの時代の資料を思い出す。三十一世紀の現在は老化の遅延アンチエイジング技術が驚くほど進んでおり、外見的老化は過去のものらしい。それでも瞳ひとみや声には壮年の迫力が感じられた。

　元帥という階級に俺だけでなく佐さ久く間ま教官も表情をあらため、礼儀正しく敬礼をした。

　他国であろうと、軍における階級は絶対だ。

「佐久間サオリ大尉、君は何か勘違いをしていないか？　姫様が貴様らを召喚する際にどのような文面を送ったかは知らないが、そこの野人は処刑すべきか判断を待つ身だ。神に仇あだ成す邪悪なる悪魔を自由の身で姫様に会わせる馬鹿はいない」

　カーノーン元帥の重く、凄すごみを含んだ声。だが佐久間大尉は怯ひるまない。

「お言葉ですが元帥殿。桐き生りゆうアサト上等兵は自身の善良さを証明するため、此こ度たびの召喚に応じたのです。このような扱いはお許しください」

「黙れ！　行くぞお前ら」

　踵きびすを返し足を進めるカーノーン元帥に、俺を拘束した軍事甲かつ冑ちゆうや兵士達たちがついていく。

　マイカ達は黙って従い、拘束こそされないが兵たちの目はマイカ達にも光っていた。

「健けん吾ごなら持ち上がったのに……」

　　　◆

　アサトが漏らした、軍事甲冑の集音能力でないと聞こえない程度の呟つぶやきで背筋を凍らせたのは、アサトを拘束している軍事甲冑兵二人だけだった。

　男の腕をつかみ、抵抗された時の確かな予感と境界を越えるギリギリの無重力感。

　──腕力で機体が浮く。持ち上げられる。

　二人の兵は、それを実現しうる存在がいたのかと身を震わせた。

　　　◆

　俺らはすぐ近くの駐機場施設内へ移動し、検問所のような場所を通り抜けた。

　途中、緑の光線を当てられて、それだけで本人認証が終わったらしい。俺らは王宮へと向かい歩く事一〇分。王宮の雰囲気を壊さないようデザインされたエレベーターに乗り、謁見の間まで通される。

　金で派手な装飾を施された重々しい扉が自動で開き、俺はその荘厳さに圧倒された。

　空かと思う程高いドーム状の天井に描かれた美しい絵画の数々。壁や柱にまで彫られた緻ち密みつな彫刻。入り口から階段状になった王座まで延びるのは単純な赤絨じゆう毯たんではなく、赤地に細かな刺し繍しゆうで色彩豊かな模様を施した贅ぜい沢たく感たっぷりのシロモノだ。

　柱や壁は薄いチョコレートクリームのような色で一見すると地味だが、その細かな装飾のおかげで落ち着いた重厚感溢あふれる印象を与えてくれる。

　壁際には警護用の軍人達が背筋を伸ばして胸を張り、俺を見るなりライフルを構えた。

「ずいぶんな歓迎だな」

　俺が目を細め視線を落とすと、元帥が「姫様！」と叫ぶ。

　姫？　と俺は目の前の人に焦点を合わせる。落とした視線の先で、水色の薄いベールを被った小学校高学年くらいの少女が目を輝かせてこちらを見上げていた。

　そのベールと首から下を覆うドレスは金と銀の煌きらびやかな刺し繍しゆうがされていて、少女が高貴な身分である事を物語っている。

「姫様、危ないのでお下がりください！」

「カーノーンは下がりなさい」

　少女に言われてもカーノーンは食い下がる。

「ですが姫様、この者は神の教えに背く邪悪な存在」

「それを審議するためにわたしは彼を招いたのです。そもそもこれは何ですか!?　いつ、誰がこのような命令をしたのか言ってみなさい！」

　少女は可愛かわいらしい顔で精いっぱいの威厳を表そうとしながら元帥を叱しかりつける。

「これは命令です。あなたたち、その人の腕を離しなさい」

　二機の軍事甲かつ冑ちゆうは俺を離すと、姫の前に姿勢を正して申し訳なさそうに顔を伏せた。

「カーノーン元帥。この人は何か問題を起こしたのですか？　誰かを傷つけましたか？」

「いえ、ですがこの者は手錠を引き千切り暴れようとしました。真に潔白ならばその必要は無い筈はずです！」

　少女は俺の手首に金属の輪を見み咎とがめると、目を丸くする。

「すぐにはずしてあげなさい！　みんなも銃を下ろして！」

「大丈夫です。もうこの通り千切れてますから」

　姫のあまりの怒りように、俺はつい反射的に両手首の鉄かな輪わをそれぞれ握力で千切り、突き出した。

　姫がぽかん、と口を開けたまま動かない。マイカが渋い顔をする。

「アサト……あんた……」

「……えーっと、これ頼む」

　マイカの手に手錠だったものを預け、俺は慌てて姫の前で直立不動の姿勢を取った。

「姫様。わ、わたくしは防ぼう衛えい学がく園えん二年二組所属の桐き生りゆうアサ」

「すごーい！」

　姫様の声に俺は驚き、自己紹介を遮られてしまった。

「自己紹介が遅れましたね。わたしはこのアラウビア王国の次期女王、ファラと申します」

　両手を合わせて軽くおじぎをする少女。その笑顔に俺の胸がドキリとする。

　一言で言えば、ファラは絶世の美少女だった。

　まだ年若い可愛らしさを残しつつも絹のような長い黒髪に大きな瞳ひとみ。顔のパーツはどれも並のアイドルが足下にも及ばない程綺き麗れいに整い、ドレスの隙すき間まから見える褐色の肌とスレンダーなボディが異国のエキゾチックな雰囲気を醸し出している。

　何よりも、今までとはうってかわり、表情をあらためた彼女には一国のお姫様としての品が感じられた。

「どうかされましたか？」

　小首を傾かしげるファラ。俺は我に返る。

「いえ、なんでもありません。私は日本防ぼう衛えい学がく園えん二年二組所属、桐き生りゆうアサト上等兵です」

「御尊顔に拝謁賜り光栄です。私はアサト上等兵の担任を務める佐さ久く間まサオリ大尉と申します。こちらは順にアサトと同じ班の桐生マイカ一等兵、桜さくら庭ばエリコ一等兵です」

「桐生？」

「この者はアサト上等兵の遠い子孫です」

「なるほど。それにしてもアサトは本当に大きいのですね。それに手も」

　ファラは王族特有の品が一転、幼い子供のようにそわそわと落ち着きがなくなる。それから常人の倍は大きく、厚く、太い俺の手に注目する。

「触ってもいいですか？」

「姫様！」

　声を上げるカーノーンを無視して、俺はほほ笑む。

「わたくしなどの手で良ければ、いくらでも」

　ファラは差し出した手を握り、揉もみ始める。

「硬い……どうしたらこのような手に。それとも男の人は皆このような手なのですか？」

　信じられないモノを見るような目で飽きもせず手を凝視するファラ。俺はお姫様を怖がらせないよう、できるだけ優しい声で説明する。

「男が皆このような手をしているわけではありません。私は軍人なので、訓練や任務を行う間にこうなりました」

「それは、どのような？」

　俺は、つぶらな瞳ひとみの魅力にドキドキしながら答える。

「鉄粒の入ったサンドバッグや金属の塊をいつまでも殴り、叩たたき続けるのです。あとは作戦行動中に素手で木や崖がけを登りましたし、戦場で武器が無くなると素手で戦ったので」

　エリコ達を含め、周囲に動揺が走った。

「素手で!?　相手は武器を持っているのではないのですか!?　それにそんな硬い物をぶったら手が壊れてしまいます！」

「仲間を守る為ためならばどんなに劣勢でも命を懸けて戦わなければなりません。それに何度も手を壊すからこそ、怪け我がが治った時には前よりも強い手ができます。そうやって何度も壊しては治しているうちに、鋼よりも強い体ができるのです」

　顔に狼ろう狽ばいの色を見せるカーノーン達たちをよそに、ファラは問い続ける。

「戦士なのですね。では、元々はわたしのような手だったのですか？」

「姫様のように美しくはないですが、子供の頃ころはこんなに汚くはありませんでした」

「汚いなんてとんでもない！　凄くかっこいいと思います。これぞ歴戦の勇士の証あかしです」

　それに、と間を置き、ファラは俺の両手を握り込む。

「とても、温かい手です」

「姫様、お控えください！」

　カーノーンが口を挟む。

「カーノーン元帥、部下達たちを連れて下がりなさい、これは命令です。アサト達の応接は到着後、わたしの親衛隊に移るはずですよ」

　やや語気の強い声だった。

　カーノーン元帥は唇を結ぶと頭を下げ、部下達と共に謁見の間から姿を消した。

「部下の数々の非礼を詫わびます。どうぞお許しを」

「そんな、頭を上げてください。姫様が私なんかに」

　慌てる俺に頭を上げ、ファラは視線を泳がせた。その視線は何度も俺の肩を通り過ぎる。

「えーっと、それは嬉うれしい限りですがその、あの……」

　この反応を俺は知っている。ただ、それはもっと小さな女の子の反応で、けれどファラはもっと大きくて、それにお姫様で、もし間違っていたら失礼では済まない。

「男性って初めて見たのですが、本当に大きくて……ランプの魔人みたいです」

　と俺の肩に向かって言った。

　俺は千年前の二つ名と似た評価単語に確信を得て、右肩を指差す。

「乗られますか？」

「！！？　ぜ、是非！」

　カーノーンがこの場にいれば激怒していただろう。ファラがカーノーンを下がらせたのは、きっとこれを見越しての事に違いない。

　さすがに肩幅だけでは足りないので右ひじを水平に上げて上腕も使う。俺がしゃがむと、ファラはその肩に腰を降ろした。落ちないよう俺の頭に軽くもたれかかる。

　すると、少し恥ずかしくなってきた。

　今更だが、スレンダーと言っても、今まで肩に乗せてきた俺の親しん戚せきの幼女達よりはいささか発育したファラのお尻が右肩と腕に、胸が頭に押し付けられる。

　普段マイカで鍛えていなければ、きっと色々大変なことになっていただろう。

「いい眺めです。このまま玉座まで運んでいただけますか？」

「はい、姫様」

　俺は姫にほほ笑み返して歩みを進める。

「マイカ君、今羨うらやましいとか思わなかったかい？」

「だ、誰がっ」

　背後でエリコとマイカが何かを言っているが聞いているヒマは無い、と歩く俺。

「ところでアサトは翻訳機をつけていないようですが」

「自分はアラビア語を話せますから」

「機械ではなく直接自分の口で話せるなんて素敵ですね」

　俺は「ありがとうございます」と返事をして、玉座の近くまで行くとファラを降ろす。

「とても楽しかったですよアサト。ではもう一つお願いを聞いていただけますか？」

「はい、なんでしょうか？」

　肩車でもおんぶでも腕ぶら下がりでもなんでも来い、と俺は心の準備をする。

「実はわたしの親衛隊達たちがあなたと手合わせをしたいらしくて」

「え？」

　マイカ達も玉座の近くまで来ると、その玉座の左右に立つ二人のうち、一人が前に出る。

「なんでも男はかつて世界を統べた最強の戦闘民族だとか。ならば我々と是非手合わせを」

　魂が凍るような美女だった。

　フトモモまで伸びた長い艶つややかな髪や切れ長で黒真珠のように美しい瞳ひとみ。筋の通った鼻と形の良い唇とシャープなアゴのライン。エリコ程ではないが背も高く、スラリと長い手足をしていて、水着のように露出度の高い服が女性的な体のラインを際立たせている。

















　顔は無表情で冷たい印象を受けるものの、月の女神のような美び貌ぼうと、氷のような声音も相まって、彼女は最高のクールビューティーだった。

「……分かりました。最初はどちらと戦いましょう？」

「では、まずは隊長である我が力をお見せしよう」

　最初に口を開いた、凍るような美女が俺の前に立つ。

「もっとも、城中にいる親衛隊の中でも貴殿とまともに戦える者は我われとそこのアイシャぐらいだろう」

　未いまだ玉座の横に立つ、アイシャと呼ばれたもう一人の親衛隊メンバーを見る。何な故ぜか不機嫌そうな顔で俺を睨にらんでくる。

　俺が何か気に障るような事したかな、と思っていると、隊長さんが構えを取った。

「では姫様、予定通りこの場で始めますので」

　隊長さんの指示でファラは階段を登り玉座に座る。

　マイカ達たちもアイシャ同様玉座の横に並んだ。俺と隊長さんは玉座に座るファラの眼下で睨みあう形となり、その様子にファラは嬉うれしそうに笑う。

「ではアサト。ナイラは王国最強の戦士でもあるので気をつけてくださいね」

「はぁっ!?　あんたそういうことは先に」

　エリコに口を閉ざされマイカは黙る。

　相手は一国のお姫様、下手な事を言うと首が飛ぶ。

「親衛隊隊長ナイラ、参る」

　ナイラさんの瞬間の踏み込みで互いの距離が無くなる。その勢いを活いかした鋭い突きを放ってきて、よけると追撃の上段蹴りを浴びせてきた。

　そのまま俺らは息もつかせぬ超高速戦闘を始める。いくつもの拳こぶしと蹴けりを交わしながら、一撃一撃が必殺の威力を持ったその強さに俺は感心した。

　ナイラさんの重い蹴り。

　これを耐えて俺は逆に横っ腹を殴ろうとする。

　それをナイラさんは自ら引いてかわすと素早く体勢を変えて俺の顔を叩たたく。

　これは視界を奪うため、速いが威力は無い。

　本命の重く、鋭いヒザ蹴りが正確に俺のみぞおちを狙ねらっていた。

　俺は体を半身にひねることでヒザ蹴りをかすめる程度に抑え、空振りしたナイラさんの足を払い、背中を押して床に倒す。

　しかし受け身を取ったナイラさんはバネのように跳ねあがり、バック転を繰り返して距離を取った。

　ナイラさんは力も速さも、そして技もある。

　何か一つに秀でているのではない。戦闘に必要な全てが高く、全てを織り交ぜ、全てを出し切っている。

　エリコと同じパーフェクトファイター型。しかも経験値はエリコよりナイラさんの方が上だろう……だが。

「ハァッ！」

「遅い！」

　俺は突き出されようとしたナイラさんの拳こぶしを手で押さえる。続けて振りあげようとした足のすねを足の裏で押さえ、ナイラさんがバックステップで距離を取ろうとしたところで肩をつかみ身柄を押さえた。

　人間の反射反応すら超える俺の瞬発力をもってすれば造作も無い。

「ならば！」

　ナイラさんは俺の腕をつかむと投げようとして、俺は逆にナイラさんの体を回した。

　比ひ喩ゆではない。本当に言葉のまま、その場で側転でもさせるようにぐるりと回し、上下を失ったナイラさんをそのまま一回転させてまた元の状態に立たせてあげる。

　不思議な事はしていない。ただ相手のヘソを軸に重心を操って回す。単純な物理法だ。

　何が起こったかわからない。といった様子のナイラさんへ一言。

「ご要望とあらば、筋力もお見せしますよ」

　軽く右手を上げると、俺が金属製の手錠を握力で引き千切ったのを思い出したのだろう。ナイラさんは息を呑のんでから、諦あきらめたように目を閉じた。

「驚いたぞ、まさかここまで強いとはな。パワーもスピードも、そしてテクニックでさえ貴殿が上だった。さすがは武士もののふ。だが」

　ナイラさんの片目が開く。

「戦いに必要な要素はもう一つあるとは思わないか？」

「？」

「代われアイシャ、お前の出番だ」

　ナイラさんの指示で入れ替わった少女、アイシャに目をやる。少女、間違いなく少女である。

　姫様の親衛隊のはずだが、その姿は俺より年下にしか見えないくらい可愛かわいらしかった。

「よくも隊長に恥かかせたな日本人！　てめぇはアタシがぶっつぶす！」

　隊長への忠誠心は結構だが、アイシャは俺がナイラさんと戦う前から不機嫌そうだった。

　やたらと睨にらんでくる奴やつがいるな程度にしか思っていなかったが、今となってはその痛いほどの敵意がびしばしと伝わってくる。

　アイシャは小柄で長めのウェーブヘアーを両端で縛った可愛い女の子だ。

　けれどその可愛い目と眉まゆを吊つり上あげて、ずっと俺を睨みつけている。フーッ、と怒る猫が頭に浮かんでちょっと和んだ。

「今てめぇ何考えた！　絶対アタシの事馬ば鹿かにしたろ！　そうだろ！」

「え？　俺の頭ん中筒抜けなの？　俺の脳内にプライバシーは無いの？」

「あームカツク！　死ねぇ！」

　真正面から向かって来たアイシャをサイドステップでかわす。

「なっ!?　かわすんじゃねえ！」

　俺は次から次へと繰り出されるアイシャの攻撃を次々とかわす。アイシャを値踏みするが、ナイラさんの言っている意味が分からなかった。

　速いと言えば速いけどナイラさん以下。攻撃も大ぶりでテクニカルファイターというわけでもなさそうだ。小柄だし筋力もナイラさん以下だろう。

　経験値。この年でそれはないだろう。

　動体視力。俺の動きに翻ほん弄ろうされているこの少女が？　ありえない。

　それでもかわすのが異様に上手いのかもしれない、と俺は強めのボディブロウを放つ。でもアイシャは少しもかわすそぶりを見せない。

　脳内でタキシードを着たもう一人の俺が『女の子を殴るなんて紳士の風上にもおけないぞこのＤＶ野郎！』と騒ぎ立てる。

　俺は瞬時に拳こぶしを開くとアイシャの服をつかみ、頭上へ投げ飛ばした。

　するとアイシャは俺めがけて落ちながらキックを落としてくる。

「つぶれろっ！」

　アイシャのストンピングキックを俺はするっとかわす。かわされたアイシャはすぐに飛びかかってきた。

「無茶苦茶な子だな……つうより」

　ひらりとかわすと勢い余って転ぶアイシャ。

　だが思い切り顔面を床に叩たたき付つけたにも拘かかわらず一瞬で跳ね起きてまた襲い掛かる。

　アイシャを退かせるためにあえて遅い拳を打つ。だがアイシャは避けず俺の拳につかみかかるとニヤリと笑う。

「取ったぁ！」

　俺の左腕をつかみ、引き寄せ、顔面に噛みかかるアイシャ。

「バイティングは戦場格闘技じゃ基礎だけど、なるほどね」

　アイシャがつかんだままの腕を利用して、俺はバックステップをしながらアイシャを引き倒し、そのまま背中に座って両腕を後ろ手に吊り上げた。

「がっ、こら離しやがれてめぇ!!」

　暴れるアイシャに馬乗りになったまま、ナイラさんへ視線を投げる。

「この子は最強の根性。肉体的に言えば最強のタフネスを持っているって事ですか？」

「正解だ」

　ナイラさんの顔に微笑が浮かぶ。

「先程から優しい戦い方ばかりしていたのでな。死なない限り戦い続けるアイシャなら勝てると思ったのだが」

「いくらタフでも動けなくしてしまえば無力化はできます。俺の勝ちにしてくれますか？」

「いいだろう」

「隊長！」

「口を慎め。アサトがいつでもお前の両腕をへし折れるのが分からないのか？」

「腕が折れたら足で、足が折れたら噛かみついてでも戦います！」

「親善試合で相手に噛みつくな。とにかくお前の負けだ。おとなしく退け」

「う～」

　アイシャは煮え切らない様子だが、渋々暴れるのをやめた。俺が背中から降りると鋭い目で睨にらんでくる。しかし俺に背を向けると肩を落とし玉座の横、ではなくナイラさんの元へ歩く姿が雨に濡ぬれた猫みたいだ。俺は保護欲を刺激されアイシャをなでまわしたくなったが、当人はナイラさんに頭をなでられ嬉うれしそうに目を細めている。

「すごいですアサト！」

　俺が和んでいると急に感激の声を上げ、ファラが玉座から下りてきて俺に飛び付いた。

「すごい！　すごすぎますアサト！　ナイラはもちろん、アイシャも我が王国が誇る精鋭だったんですよ！　それをこうも簡単に倒してしまうなんてあなたは武神ですか!?」

















「いや、私は男ですし、大人が子供に勝つのと変わりませんよ」

　それに俺より爺じいちゃんのほうが、と言おうとするが。

「素直に喜べアサト。貴殿は我らより強い。それは事実だ。そうだろアイシャ？」

　ナイラさんの背中に隠れるアイシャは答えず、頬ほおをふくらませてそっぽを向いた。

「やれやれ……すまんなアサト」

　王国最強という肩書を持つにも拘かかわらず、ナイラさんはクールな表情を崩さず続ける。

「人と戦っている気がしなかったぞ。流石さすがは最強の戦闘民族、完敗だ。男が女に勝って当然と言うなら認めよう、男の強さをな」

　ナイラさんはそう主張してくれて皆頷うなずくが、俺だけは納得しきれなかった。

　この時代に来てからずっと続いている胸の靄もや。敵も味方も戦う相手は女性しかいないという状況下。だがそれを変に思わないこの時代の人々。ジェネレーションギャップはしばらく続きそうだ。

「では客室に案内しますね、みなさんどうぞこちらへ」

「客室？　牢ろう獄ごくの間違いでは？」

　嫌味をたっぷりと含んだ声が、俺の心臓を絡め取る。

　いつのまにか観客は一人増えて、柱の横には高校生くらいの赤いドレス姿の少女が立っていた。見た目こそ美しく、美少女と言って差し支えない。だが、人を見下した視線をこちらに向け、知的な眼鏡も彼女がかけると悪だくみを考える陰謀家にしか見えない。

「……ジャーミア教王大臣。確かあなたは来ないはずでは？」

　今までと違う、張りつめたファラの空気。俺もこの二人の関係が良好でない事、『牢獄』という単語から男の存在を良く思っていない事を察した。

　だが今回の招きは最高権力者であるファラが行ったはずだ。アラウビア政府は一枚岩ではないという事か。いや、この空気は……

「ええ、姫様の言うとおり、男などという劣等生物と同じ部屋の空気を吸うなど御免こうむりたいところですが、処刑する罪人の顔ぐらいは確認しようかと思いまして」

「アサトはまだ邪悪な存在だと決まったわけではありません」

「では犯罪者予備群とでも言いましょうか？　しかし各国の首脳が男の処刑を求めているというのに、全ラーバ教二億の信徒達たちになんとお詫わびすればいいのやら」

「わたし達はそのラーバ教を束ねる長。だからこそ事の真偽を確かめるべきなのです。行きましょう、ナイラ」

「はいっ」

　ナイラさんを先頭にファラと俺達が続き、最後尾にはアイシャが歩いた。親衛隊二人で俺達を前後から挟む形を取る。

　あくまでファラは俺らを客人として扱ってくれている証あかしだ。

「ふん、女を孕はらませるためだけに生まれた突然変異ミユータントが」

　退室する際にジャーミアが吐いた一言が、俺には悲しかった。

　　　◆

「こちらが貴方あなたがたの部屋です」

　手合わせ以後、やや口調が丁寧になったナイラさん。そして俺達たちは、本殿から南東に八〇〇メートル離れたところに建てられたという屋敷の一室に案内された。その豪ごう奢しやさはテレビで見た富豪の邸宅そのままだ。

　ここはリビングなのか、壁にはさらにドアがあって、ナイラさんが説明を始める。

「ドアはそれぞれ寝室に繋つながっています。浴場はこちらの扉ですが屋敷内には大浴場がございますので、後でご案内致します。また、部屋のメモリーにはありとあらゆる家具の量子情報が入っております。必要であれば自由に再構築して頂いてかまいません」

　言いながら、ナイラさんが部屋の壁に埋め込まれた小さなタイル状の物に軽く触れると、空間に投影ウィンドウラデイウス・ノヴアが展開。様々な種類、大きさのイスやテーブル、食器や紅茶の茶葉などが表示されている。

「すいません。本当はこの三日月館をまるごと貸し切りたかったのですけど、今の時期は他のお客さまもいらっしゃるから……」

　謝るファラに佐さ久く間ま教官がすばやく反応する。

「いえ、姫様が我々のような者に気を遣わないでください。そのお心遣いだけで十分です」

　相手が一国の姫ともなれば、戦場の悪魔サオリも振る舞いが上品である。

「すいません、軍事甲かつ冑ちゆうはどこに？」

　小こ宮みや所長の質問にナイラさんがＬＬＧを操作した。

「整備施設は一階になります。部下が案内しますので荷物もそちらへ」

　ＬＬＧの画面を展開し呼びかけると、廊下から誰かの足音が聞こえる。

「お呼びでしょうか、ナイラ隊長」

「うむ、小宮所長を整備室へ頼む。では外の者が案内しますので」

「じゃあサオリちゃん、私はちょっと行ってくるね」

「わかった」

　所長が退室するとナイラさんはＬＬＧの画面を閉じ、俺達に軽く頭を下げる。

「ではみなさん、この部屋は好きに使ってください。アサト殿の軍事演習は明後日になりますが、今後の詳しい予定は追って連絡しますので」

「了解しました」

「それにしても、さきほどは気を悪くさせてしまいましたね」

　佐久間教官が敬礼をすると、またファラは謝罪をする。

「頭を上げてください。何度も言うようですが一国の姫が我々一軍人に頭を下げるなど」

「自分も気にしておりません」

　俺もフォローするがファラは申し訳なさそうに眉まゆを下げる。

「けれど……」

「姫様が頭を下げる事ではありません。ですが、一つだけ確認してよろしいでしょうか？」

　俺の問いに、ファラは「なんでしょう？」と聞き返す。

「自分を、この国で男を処刑する事に賛成するのはジャーミア教王以外に誰がいますか？」

　ファラの表情が固まり、それからゆっくりとうつむいた。

「…………少し、わたしの話を聞いてくれますか？」

　それを聞いたナイラさんが、部屋のメモリーから量子化された紅茶セットを再構築した。

　　　◆

「今、我がアラウビア王国の政治情勢は良好とは言えません」

　大理石のテーブルに人数分のティーカップが置かれる中、俺達たちは本革製のソファに腰を降ろしてファラの話を聴いた。

「そもそも、アラウビアは王制とは言っても絶対王制というわけではありません。政治は女王と八大臣で決めるのです。軍事の最高責任者カーノーン元帥と、先程のわたしの姉でありラーバ教の最高指導者であるジャーミア教王も大臣の一人です」

『教王』という肩書から想像はしていたが、俺は先程の少女がラーバ教のトップという事に少し驚く。宗教団体のトップともなれば、もっと高齢の人が担っているイメージがあったが、ジャーミア教王は十代の少女にしか見えなかった。

　けれど、ファラの姉と聞いて俺は納得した。

「ジャーミア教王は姉上なのですか？」

「はい、ラーバ教最高指導者である教王は王族が担う決まりですから……彼女とは、幼い頃ころは仲が良かったんです。なのに教王だった祖母が引退してジャーミアが跡を継ぎ三年、女王である母が次期女王は次女のわたしにすると言ってから……」

　ファラが語らなくとも、その先は想像できた。

「そして女王である母が病に倒れると、元々強い発言力のあった教王であるジャーミア大臣が他の七大臣達を全員味方に引き込んでしまったのです」

　姉であるジャーミアを、あくまで名前と肩書で呼ぶファラ。それは姫という立場だからなのか、それともファラ自身、彼女を姉と呼ぶのが辛つらいからなのかは俺にはわからない。

「ということは……」

「はい、わたしが何を言おうが八大臣全員の反対があれば逆らう事はできません。今アラウビアはジャーミア政権が支配し、実質上の国家元首はジャーミア教王と言ってもいいでしょう。わたしはただの、お飾りなんです」

「ですが、私わたし達たちを招いたのは姫では？」

「それは理屈をごねてなんとか。あちらも最低限の正当性が無ければ体裁を保てません。聖典に書かれている事を我々が拡大解釈し罪も無い人を殺す事こそが神への冒ぼう涜とくであり、男の存在が悪か否かを審議する必要性がある。これに反対の者は正当な理由を述べなさい。こう言えばジャーミア達も反対できない、とナイラが」

　ファラとナイラさんの視線が交わる。ナイラさんは紅茶を淹れ終えテーブルを囲むソファのうち、空いているところへ座ったところだ。

　ナイラさんは静かに目を閉じて紅茶を飲んだ。

「私はお心を痛める姫様をお救いできればと思ったまでです。それにこれ以上中立国群が騒げば日本と敵対する国が出る可能性もあります。国連側ならまだしも、イラハスタンのような国が所属する五国軍事連合側にラーバ教国が味方するなどあってはなりません」

　今世界は、国際連合と五国軍事連合とに分かれ、第十次世界大戦中である。

　日本政府が俺を送り込んだのも、国連と五連のどちらにも味方しない中立国群が敵五国軍事連合側につくのを恐れてだろう。

　そこで俺は、ナイラさんの言葉が一つ気になった。

「ナイラさんはイラハスタンが嫌いなのですか？」

「えぇ、あの軍には酷ひどい目に遭わされましたので」

「ナイラ…………!?　貴方はもしや！」

　佐さ久く間ま教官が、水に打たれたように声を上げた。

「ご存じのようですね。そう、私は国際連合と敵対する五国軍事連合の一つ、中東のイラハスタン軍人、神罰の執行者ナイラ大佐です」

　ナイラさんの自己紹介で俺達に戦せん慄りつが走る。

　二つ名を持つということは、それだけ優れた軍人である証拠。それが何な故ぜ？

「中東最強の軍事国家、イラハスタンのエースパイロット……二年前から名を聞かないとは思っていたが、国を違えていたとは」

　佐久間教官の語気に、わずかな戦闘時のソレが混じる。

「エースパイロットなど恐れ多い。それに昔の話ですよ。私も、そしてアイシャも」

　俺達の視線が一斉に集まった。

「んっ、なんだよ、なんか文句あるのかよ？」

「ナイラとアイシャはイラハスタン人なんですよ」

「アイシャは私の部下で、共に高機動機乗りワルキユーレ、専用機乗りブリユンヒルデとしてイラハスタン軍で活躍していました……ですが功を焦った我が上官が無謀な作戦を立て、私の部隊は壊滅。唯一の生き残りである私とアイシャは砂漠をさまよい、死を覚悟しました」

　ナイラさんが目を細め、記憶を共有するアイシャも押し黙り、目を伏せる。

「ですがそこを姫様と女王陛下御一行に助けていただいただけでなく、我々の事情を知った陛下と姫は私とアイシャをこのアラウビアへ亡命させて下さったのです！」

　感極まった声から、どれほどファラに感謝しているか、ひしひしと伝わってくる。

「その時に私もアイシャも決めたのです。祖国を忘れよう、ここが我らの新しい祖国でありこの人ひと達たちこそが我らの新たな主だと。故に姫の親衛隊を結成致しました」

「親衛隊はナイラさんが結成されたのですか？」

　俺は外部から入って来た新参者が親衛隊隊長を務めている事への驚きを解消しそうになって、だがそれでも何な故ぜ結成できたのかと不思議がる。

「はい、何故私のような新参者がとお思いでしょうが、これも陛下と姫様のおかげです。元から王族警護専門の役職はありましたが、次期女王となられるファラ様個人を守る部隊が必要だと主張しました。するとお二人は私の意見を採用するだけでなく、その隊長を私にと推薦してくれたのです」

「何を言っているの？　全部ナイラの実力じゃない。軍事学校から才能のある生徒を集めて鍛えたり、軍事大国イラハスタンの防衛ノウハウで城内の警備態勢を整えてくれたり。だからみんなナイラを信頼しているんだよ」

「それでもです」

　先程からナイラさんの語気が強い。

　見た目だけでなく、声質や物静かな喋しやべり方からクールな人だと思っていたが、ファラの事を語るだけで途端に感情が表れる。

「亡命はさせていただきましたが、私は所しよ詮せん余よ所そ者もの。そして戦争参加国の軍人という負い目がありました」

　とんでもないことをハッキリと言う人である。

「ですがこれからの人生に大きな不安を抱える私を姫様は信頼し、身辺警護という身に余る大役を与えて下さりました。それが亡命中の身である私にどれ程の光であったことか。姫様は私の神です」

　ついにはその場にヒザを折り、ひざまずいてしまうナイラさん。良くも悪くも、本当に忠誠心の高い人である。

「もうナイラってば、本当にいつも大げさなんだから」

　いつもこんな感じなんですか？　と聞きたいが今は黙っておく。

　ファラに手を握られ、幸せそうにしているナイラさんに言えるはずもない。

「ほらナイラ、もう座って」

　ファラはナイラさんを元のソファに座らせ、そして自分はその右隣に座った……

「そ、そういえば姫、先程アイシャさんもイラハスタン兵と仰おつしやっていましたが、今アイシャさんはおいくつですか？」

「アイシャは誕生日がくれば一七歳です。学年で言うとアサトと同じですね。年や階級なんて気にせず、友人のように接してください」

「たぶんの話だけどな」

「たぶん？」

　本人がいきなり否定的なことを言って、俺が思わず聞き返すとアイシャは立ちあがる。

「アタシは戦争孤児のスラム育ちだからな、親も誕生日もわかんねえよ。ナイラ隊長が軍に拾ってくれた時の検査で九歳ぐらいって分かったのが八年前だ」

　こいつも少年、いや少女兵か……と俺はかつて仲間達たちと駆けた戦場が脳裏に蘇よみがえる。そして立ったアイシャが腰を下ろしたのは、ナイラさんの左隣だった……体を密着させている。

　こうして見ると、三人が仲の良い姉妹に見えてつい和んでしまう。

　慣れているのか、二人に挟まれるナイラさんはアイシャの頭を自然な手つきでなでながら再び口を開いた。

「故に、私は姫に母上様の意志を継いで頂きたいのです。アサト殿の件を上手く収め、国民の支持を得られれば実権をジャーミアから取り返せる可能性もあるかと」

「そうだぜファラ！　ジャーミアの野郎から国奪い返そうぜ」

　ナイラさんに続くアイシャの激励にファラが目を丸くする。

「ア、アイシャ、そんな言い方したらまるでアサト達を利用しているみたいじゃない」

「アタシらが処刑要請取り下げるよう計らってやるんだからお互い様だろ？」

「でも」

「気にしないでください姫。姫も自分も救われるならそれに越したことはありません。こういうのを日本では一石二鳥と言うんですよ」

「一石二鳥……ならいいのですが」

　するとエリコも尻しり馬うまに乗る。

「アサト本人もこのように言っておりますのでお気になさらず。それよりも姫、こちらの絵に描かれているお美しい方は誰でしょう？」

「母です」

「し、失礼致しました」

　王族相手に緊張していたのか、初めて口を開いたエリコとしては話題を変える意図で部屋の壁にかけられた肖像画を指したのだろうが、それが現在病床の人と知って慌てて謝罪する。エリコって本当に残念な子だなぁ、と俺は思った。

「この屋敷の全ての部屋には女王陛下の肖像が飾られていますので、姫の戴たい冠かん式しきが終わり次第、全ての肖像をファラ姫様に替えます」

「もおナイラ、恥ずかしいからお母さんのままでいいよ」

「そういうわけには参りません」

「それにわたし、お母さんみたく美人じゃないし」

　それだけの美少女ぶりで美人でないとはどこの文化圏だ、と聞きたい。

　謙けん遜そんで言っているのか天然なのか、悩むところである。

　だがファラの反応で俺はあえて聞く。

「姫様は母君がお好きなのですね」

「ア、アサト」

「はい、大好きです♪」

　止めようとするエリコに反して、ファラは表情を緩める。

「お母さんは本当に美人で優しくて温かくて、いつも国民の事を考えていて、わたしの理想の姿です。いつもお母さんみたいになれたらって、そう思っています。そういえばアサトのお母さんはどのような人でしたか？」

「俺の……？」

　姫様相手に思わず素になってしまう。

　俺の母さんは死んでいる。千年前の人なのだから当然だ……だが俺は眠っていた間の記憶は無いのに、まるで千年の空白をさかのぼるような感覚で母さんを思い出す。

「自分の母も綺き麗れいで、優しい人でした。ちょっと過保護なくらいでしたが」

　自分が守りたかった人……

「時々うっとうしく感じる事もありましたけど、自分はそんな母が大好きでした」

　そして今俺は、母さんが発明した兵器、『軍事甲かつ冑ちゆう』に守られている。

「実は事故で植物状態になった私を冷凍保存してくれたのは母なんです」

　喋しやべる程に握力が無くなり、落としてしまう前にティーカップを置いた。

「そうなるとこうして姫と会えるのは母のおかげですね」

　俺はソルジャースマイルを見せる。すると、ファラも次期女王という肩書を感じさせない、年相応の可愛かわいらしい表情を見せてくれた。

「アサトもお母さんの事が大好きなのですね。あなたとは良いお友達になれそうです」

　そう言うとファラは、今度は恥じいるように頬ほおを染める。

「みなさん、よければ家臣達たちのいないところでは普通に接してくれませんか？　わたし、あまりかしこまった態度をされるの好きじゃないんです。できれば友人のようにしてもらえると嬉うれしいです」

「そんな、姫様相手に」

「あ、じゃあそうさせてもらいますね」

「おいマイカ」

　一応は敬語だが、かなりフランクな口調のマイカに俺は渋面を作る。

「本人がいいって言ってるんだからいいじゃない。でも大臣達って許せないわね。だってようするに正当な後継者の姫様さしおいて反逆者側についた裏切り者って事ですよね？」

「いえ、それは結局、わたしにジャーミア程の実力がなかったという事ですし」

「恨んでないんですか？」

「はい、それに彼女達たちも皆、わたしの大切な国民の一人ですから」

　ファラの笑顔に、マイカはなにも言えずに押し黙る。

「姫様、そろそろ」

「あ、ごめんねナイラ。じゃあわたしはこれで、夜になったら祝賀会がありますので」

「そういえばあたし達この格好のままでいいんですか？」

　俺はマイカの耳元で囁ささやく。

「学生服は正装だから冠婚葬祭全部いいんだよ」

　マイカが恥ずかしそうに赤面した。

「皆さんは兵隊さんですから、どうぞそのままの格好で来てください。ですが」

　と前置き、ファラは笑顔で、

「お客様用のドレスなら二千着、電子ドレスで良ければ五万着の用意があります。もちろん色違いは数に含めませんし電子ドレスなら細かい部分は自由にカスタムできますよ」

「「じゃ、じゃあ」」

「いえ、我々軍人に煌きらびやかなドレスなど勿もつ体たい無い。この格好のまま出席させて頂きます」

　教官の一言で輝くマイカとエリコの顔から光が消えた。

「おいマイカ、その電子ドレスってなんだよ？」

「ん、そういえばアサトの時代って物理ドレスしかないんだっけ？」

　暗い顔から一転、マイカは気を取り直して俺に説明してくれる。

「ようするにドレスの立体映像ね。って言ってもちゃんと触れるし、見た目には普通の服と変わらないわ。まぁ逆に見た目だけだから完全な装飾目的じゃないと使われないわね。例えば電子ドレスのパイロットスーツを着ても防弾性も防火性も無いわ」

「え？　それの下って……」

　おそるおそる聞くと、

「下着よ」

「おかしいだろ！」

　きょとん顔で返すマイカに、俺は姫様の前なのに思わず素でツッコんでしまった。

「立体映像ってそれ下着で外うろついているようなもんじゃないか！」

「何言ってんのよ。別に半透明じゃないし触れるし風にもなびくし、普通の人はほとんど気付かないわよ。着るのが楽だからって服どころか下着まで電子ドレスで済ませる人だって珍しくないんだから」

「全裸で外歩いてんのか!?」

「いやだからちゃんと電子ドレス着てるってば」

「でも立体映像だぞ!?　実際は無いんだぞ!?　触れるなら実体はあるかもだけどボディペインティングと大して変わらないぞ！」

「失礼ね、言っとくけど電子ドレスもれっきとした服の種類の一つよ。専用のダウンロードショップだってあるんだから。そりゃまぁ本物買えるならそれに越した事はないけど、デザインが同じでも電子ドレスなら本物の半額以下で買えるし。勝負服だけ本物であとは電子ドレスしか持ってない子とかもいるわよ」

　そこでナイラさんに咳せき払ばらいをされて、俺は我に返る。

「では、お取り込み中のようですし、我々はこれで」

「あ、はい、ありがとうございました」

　ナイラさんの言葉でファラとアイシャも立ち上がり、部屋を出て行った。

　　　◆

　アサト達たちの目と耳の無い廊下で、ファラの表情が曇る。

「わたしは、彼を利用しているのですよね」

「その話は先程終わりました。姫様が気にする事ではありません」

「そうそう、ファラはジャーミアのクソ野郎から実権取り戻す事だけ考えればいいんだよ」

「でも……」

「姫様は優しいですね、本当に……」

　ナイラさんは、自分を責めるように肩を落とすファラの頭をなで、優しく抱きしめた。

　　　◆

「では私はカナデのところへ行って来る。アサト、お前は寝ていろ。あれだけ戦った上に明後日は軍事演習を控えているんだ。体は休めておけ」

　教官は姫の前で醜態を晒さらした俺を、マウントポジションで鬼のように殴り倒してから紅茶を飲み終え退室した。俺もソファに座って紅茶をひとくち飲む。

「って、あんたあんだけ殴られて平気なの？」

「私の数えた限り三ケタに達していたが」

「ん？　ああ、結構いいパンチだったな。おかげで身も心も引き締まったぜ」

「「その程度!?」」

「おいおい二次大戦中の折せつ檻かんなんて凶器攻撃が基本だぞ。この程度で音を上げてたら爺じいちゃんに申し訳が立たないぜ」

「「じ、じいちゃん？」」

　間の抜けた顔で尋ねるマイカとエリコに俺は答える。

「ああ、俺の爺ちゃん二次大戦中鉄パイプでメッタ打ちにされても眉まゆ一つ動かさなかったらしいから」

「孫が孫ならおじいちゃんもおじいちゃんね……」

「君の超人ぶりには今更ながら頭が下がるよ……」

「そうか？」

　実感の無い俺に「そうよ」と言ってマイカが肩にもたれかかってくる。

「本当に、あんた強過ぎよ。さっきナイラやアイシャと戦った時も凄すごかったわよ、もう最強じゃない」

「まぁ、仮にもこの私と互角に戦う程の実力者だからな」

　あくまで自分を下にしないあたりがエリコらしい。

「そんなに騒ぐ程じゃないよ……それに、俺なんてただの器用貧乏だし」

　申し訳なさそうに言うと、俺は多くを語らず、その場を離れて寝室へ向かった。

「じゃあ俺ちょっと寝るから一人にしてくれな」

「え、ちょっとアサト」

　マイカ達たちの呼び止めをドアで遮断する。

「ふぅ…………」

　ヒーローを見るようなマイカとファラの瞳ひとみを思い出して、俺はドアに額をつけた。

「最強か……だったら……いいのにな……」

　二〇畳以上ありそうな広い部屋に並ぶ豪ごう奢しやな調度品の数々を横切り、厚いカーテンを閉める。そのまま俺は部屋の中央に鎮座するキングサイズの天てん蓋がい付きベッドに身を沈めた。

「怜れ央お……門もん司じ……広ひろ見み…………母さん」

　　　◆

「ぐぁっ！」

　天てん道どう小こ鉄てつの一撃で朝あさ徒とは悶もん絶ぜつした。銃剣の銃床ストツク、発射時に肩に当てる後部パーツがみぞおちにめり込み呼吸が止まる。

　それでも朝徒の闘志までは止められない。息が止まったまま朝徒は銃剣を突き出す。

　銃剣道は本来剣道同様防具をつけ、木製の模擬銃剣で戦うが、国こく防ぼう学がく園えん特殊部隊コースの彼らはそんなお優しい坊ちゃんチャンバラはしない。

　迷彩柄の戦闘服に鉄帽を被り本物の64式小銃を使い、模擬用は銃剣の先端部分だけだ。

　だが先が丸いゴム製の刃でもその突きの破壊力は激痛を与えるには充分だ。

　小鉄は朝徒の連続突きを全すべて最小限の動きでかわし、一瞬の回転技で朝徒の銃剣を搦め捕る。朝徒の手から銃剣が飛んだ。

「私の勝ち……ではないようだね、流石さすがだ」

　小鉄はキリっとした鉄面と一緒に銃剣の先を朝徒の首に突きつける。だが、朝徒もまた、右の上段蹴りを小鉄のこめかみで寸止めしている。

「いや、ここが戦場なら銃を取られた俺の負けだ。自慢にもならないよ」

　すぐ横で朝あさ徒との小銃ががしゃりと落ちた。

　本来なら上官から鉄てつ拳けんの五、六発はもらうところだが、これは銃剣の訓練用にしている故障小銃。床や地面に落としても例外的に殴られない。

「てめえ銃落としてんじゃねえぞ！」

　五ご里り伍ご長ちように蹴けり飛とばされた。

「グホッ……ご、五里教官、これは銃剣訓練用のです」

「声が小さぁああああい!!」

　起き上がる朝徒へ重いボディブロウ、それを腹筋で受け止め難を逃れる。

「そして俺は生徒が銃を落とすと蹴る癖がついてるんだ！　許せ、これは命令だ!!」

　そう言って立ち去る五里伍長。理不尽だが生徒に異論反論言論苦情黙秘の自由と弁護士を呼ぶ権利は無く軍が求めるのは従順さのみだ……が、

「だが……いい腹筋だった。今後もダイヤモンド腹目指して精進しろよ!!」

「はい!!」

　朝徒が敬礼をすると道場の扉は閉まった。

　放課後の現在、国こく防ぼう学がく園えんの敷地内に建てられた道場内には銃剣や剣道他、軍隊格闘技の訓練に励む者が多い。格闘技部以外の生徒は全員特殊部隊コースの生徒達たちだ。

「ちっ、朝徒の野郎でも駄目かよ、やっぱ銃剣術は小こ鉄てつかぁ」

　金髪黒眼の少年、凪なぎ本もと怜れ央お。彼に続き、右目に眼帯をした男子、柿かき崎ざき錬れん二じが残念そうに拳こぶしを震わせる。

「ぐっ、我の右手が封印されていなければ」

「変わらねえよ」

　錬二に鋭くツッコむ猿さる渡わたり門もん司じ。二人とも小鉄に惨敗したばかりだ。

「あんだけ大見み得えきってかっこ悪」

　短髪三白眼の男子、須す鎌がま雄ゆう一いち郎ろう相手に朝徒の血管が浮く。

「そういうお前は負けただろ。引き分けに持ち込んだ俺の勝ちだな」

「あぁん？　空間との調和もできないガキが馬鹿か殺すぞ？」

「上等だ、爺じいちゃん直伝の殺人術試してやろうか？」

　コンマ一秒で朝徒と雄一郎の拳が激突。

　殺意を孕はらみ、必殺の殺人拳と脚、肘ひじや膝ひざが何十何百と衝突し合い、互いの骨肉を削る。

　自分達とは次元違いの戦いに、道場の誰もが唖あ然ぜんとしてしまう。

　練習試合とは思えない、実戦以上の殺し合いに、優しき巨人宗そう堂どう健けん吾ごが慌てる。

「やめるのだ二人ともぉ!!」

　二四〇センチの身長にゴリラ体型。その太い筋肉の束でできた丸太のような腕が迫る。

「おっと」

　空間と調和できる雄ゆう一いち郎ろうは死角からの攻撃にも反応して緊急回避を取る。だが自身や相手としか調和できない朝あさ徒とはかわせず、足の裏で健けん吾ごの腕を受け止めると自ら背後へ跳躍。

　八〇キロの体が人形のように吹っ飛び、道場の壁に激突した。

「あ、あさとぉおおおおおおおおおお!!」

「あ、朝徒だいじょうぶ！！？」

　巨人が叫ぶ中、小お野の寺でら広ひろ見みが慌ててチョコチョコ駆け寄る。

「しっかり朝徒！　傷は深いよ！」

「いやお前がしっかりしろよ。それに体重差で吹っ飛んだだけだって」

　ちゃんとツッコんでくれる朝徒に見た目は小学生、射撃の腕前は超一流で将来の夢は男らしくなる事の小柄な男子、広見が安あん堵どする。

「良かった、朝徒に何かあったらぼく、どうしようかと」

　本当に、見ていると頭をなでたくなる同級生である。小柄で童顔過ぎるせいか、どうも可愛かわいい後輩としか見れない。

「えへへ」

　そしてなでる度にこうして目を細め、笑ってくれる。

「でもこれで小こ鉄てつの一人勝ちだな。よし全員一〇〇円出せ」

　小鉄が勝ち抜き戦で全員と戦い、一度でも負ければ小鉄が全員に一〇〇円アイスをおごる予定だったのだがこのざまだ。

「あーあ、僕の一〇〇円」

「ガチャポン一回できたのに残念であります」

　チャラ男、浅あさ野の達たつ也やとオタク、大だい丸まる太ふと志しが愚痴を漏らす。

「うむ、確かに頂ちよう戴だいした。ではみんなは一人の為ために、そして──」

　小鉄は全員分の百円玉を握りしめるとどこかへ歩きだす。

　さっそく学内のコンビニにでも行くかと思うといきなり、

「一人はみんなの為に！」

　募金箱に投入した。

『あああああああああああああああああああああああっ！！？』

「世界が平和になりますように」

「って、なにやっとんじゃあ!?」

「またそれかよ!?」

「だからお前勝つとつまんねぇんだよ！」

　朝徒、怜れ央お、門もん司じ、他が次々に文句を言うが小鉄は毅き然ぜんと言い張る。

「何を言っているんだ君達たち。この募金箱は今起こっている第三次世界大戦で生まれた戦争孤児達のために学園側が設置したのだぞ。なればこそ、私がアイスなどという嗜し好こう品ひんで自らの快楽追求のために金品を使わずこうする事こそが真の正義！　つまりは人の道!!」

「健けん吾ご、お前もああしたか？」

　朝あさ徒との問いに、自己犠牲巨人宗そう堂どう健吾は声を曇らせる。

「いや、自分は買ったアイスを弟や妹達たちに食べさせるがあれは流石さすがに……」

「でもそこが小こ鉄てつのいいところなんだけどね」

　小お野の寺でら広ひろ見み、素直すぎる少年である。

「それよりみんな、銃剣は戦場ＣＱＣの基本なのにだらしない。こうなったら今日は徹底的に銃剣訓練だ!!」

『おー！』

　朝徒達はじゃんけんでそれぞれペアを作り、痛快そうにニヤリと笑って誰もが声を張り上げた。

「眼めと金的以外はどこを打っても文句は言わない!!」

「相手が転べばラッキーチャンス!!」

「たとえ心臓ぶち抜かれても負けを認めなきゃ試合続行!!」

「そしてぇ!!」

『ナメた真似した奴やつぁぶっ殺す！！！』

　誰が開始の合図をするわけでもなく男達は吼ほえ、四三〇〇グラムの鉄の塊をぶつけ合う。

　この闘争を止められるのは当事者達だけだった。

　　　◆

「あれが男か、なんてデカさだ」

「愚かな蛮族らしい姿だな、神に仇あだ成す敵め」

　時刻は夜の七時。広大なホールはすでに多くの参列者で賑にぎわっていた。

　この宮殿は、数百年の歴史はあるが、ハイテク設備を趣ある内装で覆い、多機能的かつ荘厳な空間を作り出していた。

　壁画は実は本物そっくりのスクリーンで、その時の気分やパーティーのコンセプトに合わせて違う色の壁や壁画、風景を映し出すなどその最たるものだ。

　それでも、中東の落ち着きつつもどこか躍動感ある音楽を流すのは機械ではなく本物の演奏隊だ。

　千年後の未来でも、演奏はロボットではなく人が行うのが一番ということなのだろう、メロディに感情が込められている。

　楽器はどれも見た事のない物ばかりだが、様々な形の弦楽器が目立った。

「すっごーい」

　声を上げたのはマイカだ。文明開化後に西洋文化が流れ込み、和洋折衷の国となった日本では見慣れない中東独特の雰囲気から溢あふれる新鮮味に、俺だけでなく、マイカもきょろきょろとせわしなく周囲を見渡している。

　さすがは王族のパーティーと言ったところか。エリコも感心したように辺りを眺める。俺としてもこれで周囲から浴びせられる好奇の眼まな差ざしと陰口が無ければ最高の気分だった。

「アサト、あいつら殴っちゃだめ？」

「自重しろっての。みんなもあんなの無視してパーティー楽しもうぜ」

「アサト君て大人ねぇ」

「そうでもないですよ。それにしても白衣じゃない小こ宮みや所長って新鮮ですね」

　そう漏らすと、白スーツ姿の所長は上機嫌に絡んでくる。

「もう、アサト君てばそろそろカナデって呼んでよぉ」

「え、いやでもそんな大尉殿を呼び捨てなんて」

「じゃあ大尉命令です。私の事はカナデちゃんと呼びなさい」

　キリッとした目で俺を指差す所長。酷ひどい命令もあったものだ。

「えっとじゃ……カナ……デ……所長」

「むぅ、まぁ今はちゃん付けは許してあげるわ」

「あまりアサトを困らせるなカナデ、お前は何か食ってろ」

　宮廷料理が盛られた皿で埋まったテーブル群のうちの一つを指差す佐さ久く間ま教官。それに反応したのはカナデ所長ではなく俺だ。

「じゃあ遠慮なく食べさせてもらいます」

「やれやれ、何皿空にすることやら」

　教官が首を振って呆あきれると、メイドの一人が俺達たちに声をかける。

「飲み物はいかがですか？」

「いや俺ら未成年だから」

「ノンアルコールだよ、ラーバ教は飲酒禁止だからね」

　そう言って、エリコは受け取ったグラスの一つを突き出してくる。

「じゃあ食前酒がわりに一杯」

　グラスを一気に飲み干すと、初めての味だったが舌に合った。

「美味いな、じゃあ料理を」

　アラウビアの料理は見た事のない物ばかりだがサラダ料理や生地料理、魚料理、そして肉料理が多かった。

　サラダの中にもミートボールが入っているし、スライスされた生地料理の中からは具材の穀類と一緒に焼けた肉が顔を出している。生地料理はピザやパイのようなものばかりでパンのようにふかふかした物がないのも特徴だ。

「これは何の肉かな？」

「羊だな。中東は豚喰う習慣ないし、いや、あれはイスラム教だけか。エリコは羊食べるの初めてか？」

「ないわけではないが……アサト、その三皿は全部君が？」

「え？　そうだけど」

　エリコの指は空っぽの皿を指して震える。俺が声をかけられたのはその時だ。

「アサト、これおいしいわよ」

　上機嫌な声に振り向くと、マイカが俺を見上げていた。

　マイカは皿に盛りつけて来たパイ料理を俺に見せる。フォークでひとつ刺し僅わずかに頬ほおを染めてから、

「食べて」

　と、差し出してくれた。

　ちょっとためらうような、マイカらしくない、乙女の恥じらいを含んだ顔とこの状況に、俺は転校初日のことを思い出してしまう。

「い、いいのか？」

　あの時、俺らはみんなのいる玄関前でクレープを『あーん』して、マイカは周囲の目に気付き、羞しゆう恥ちのあまり悲鳴をあげてしまった。

　今だってパーティー会場の人々が男である俺をジロジロ見ている。それに、いくら家族とはいえ俺もマイカも人前で『あーん』をするには大き過ぎる年だ。

「いいわよ別に。ほら、あーんして」

　赤面した上目づかい、その最強コンボのせいで妙に甘酸っぱい空気が流れてしまう。

　そのなんとも言えない雰囲気に耐えきれなくなり、俺は早く食べようと口を開け──別のフォークに阻まれた。

「アサト、私が食べたこれも美味だぞ」

　エリコが期待するような眼まな差ざしで羊の肉を突き出す。マイカが噛かみついた。

「ちょっとエリコ邪魔しないでよ！」

「どちらの料理を食べるかはアサトが決める事だ。君に言われる筋合いはない」

「むっ……アサト、アサトはあたしの選んできたの食べるよね？」

「いやアサト、それよりも私が持ってきたこちらを食べてくれるだろう？」

「えと、あの……」

「「ねぇアサト」」

　二人の美少女が頬を紅潮させ、俺を見つめながら身を寄せるように迫る。

「あたしと」

「私の」

「「どっちを食べるの？」」

　俺の脳天に雷が落ちた。思春期特有のたくましい妄想力が暴走する。脳内のマイカとエリコが体に巻くバスタオルを脱ぎ、俺は二人の料理を同時に食べ、噛かまずに飲み込んだ。

「ど、どっちもおいしいぞぉ……」

「だいじょうぶアサト？」

「震えているよ？」

「ぜ、全然平気だし」

　虚勢を張り、誰か助けて、と願う俺。そこへ、

「アサト殿、こちらにおられましたか」

　背後からの声に振り向くと、俺の顔がさらに熱くなる。

「ナ、ナイラさん、その格好は」

　思い切り動揺しながら、俺の視線はナイラさんのドレス姿に釘くぎづけになってしまう。

　パーティードレスにベリーダンサーの衣装を取りこんだような、セクシーかつ煌きらびやかなドレスは月の女神を思わせるような色合いで落ち着きながらも、ナイラさんの肉感的なボディラインを損なわず、彼女のもつ女性としての魅力を引き出し切っていた。

「今日の為ために姫様が用意してくれたのだが、我われには派手でしたかな？」

　はっきり言うと、アラウビアのドレスはどれもセクシー過ぎて目のやり場に困る。

　かつて、中東世界は宗教上の問題から男性を誘惑しないよう、女性は素肌を決してみせず、皆一様に黒いマントやベールで体を隠していた。

　だが、男の絶滅した今それは終わった。彼女達たちは男の目を気にせずファッション性と露出性を持ったドレスで自身の肌と装飾とボディライン、女として持てる全ての魅力を合わせて互いの美を競い合っていた。

　しかし、学園ではお目にかかれない、彼女達の健康的な褐色の肌が俺を誘ってくるが、男である俺の陰口を叩たたいているため変な気分にはならない。

　でも俺に好意的に接してくれて、この会場でトップレベルの美しさとスタイルを持つナイラさんのドレス姿を、こんな間近で見せられては平静さを保てるはずがない。

「そ、そんな事ありません。凄すごく似合っています」

「それは嬉うれしいですな、姫様も喜ぶ」

　ナイラさんの豊かな胸が作る褐色の谷間が俺を誘惑してきて、誤魔化すように笑う。

「はは、そ、そうですね」

「ちょっとアサト」

　ぐいっと肩を引っ張られる。回れ右をさせられた俺の前に、目を吊つり上あげるマイカとエリコが立っていた。

　二人とも不機嫌そうに可愛かわいい顔で俺を睨にらんでくる。

「何よアサト、ナイラばっかり。あたし達のドレス姿には何もないわけ？」

「君に見て欲しくて一生懸命選んだのに酷ひどいじゃないか」

「いや、それはさぁ……」

　ずっと、あえて視線を逸そらし意識の外に追い出していたが、本当に認めたくないが、実のところを言うと、マイカとエリコは今ドレス姿だ。

　あれから、結局二人はせっかくのパーティーなのだからとナイラさんの勧めでドレスアップした。したのだが、ただ当然ながらそれはアラウビアのドレスで、正直、いろいろと凄すごい事になっている。

　そう、俺が二人のドレスに一言も触れない理由は単純。二人が凄過ぎるからだ。

　エリコのドレスはウエストから二枚の布が伸びて胸を通り、首の後ろで結んだだけのもので、お腹なかや背中や二の腕は当然、胸の谷間やわき腹まで丸見えだった。

　ただでさえ頼り無い布地が、エリコの豊満過ぎる胸のせいでいまにもハチ切れてしまいそうだ。

　胸の谷間ならば学園の制服やパイロットスーツでも見ているがこのドレスはもう一つ、横乳まで丸見えだった。

「ちょっとエリコ、あんたそのドレス露出多いんじゃない？」

「ふっ、持てる武器全すべてを使うのは当然じゃないか？　貧乳のマイカくん？」

「小さく無いわよ！　く～、あたしだって大きいのにあんたのせいでぇ～」

　くやしがるマイカは豊かな胸をチューブトップ一枚だけで隠し、谷間や胸の上部がよく見える。可愛かわいらしいおへそは丸だしで、ウエストの細さが良く分かった。

　下はショートドレスでスカート丈が短く左足はヒザまで、右足はフトモモまで見えてしまっている。

　マイカの綺き麗れいな足も気になるが、それ以上に、マイカの青みがかった髪に添えられた鮮やかな青い花の髪飾りが似合いすぎて反則だった。

　こんな凄いの見せられたらぎゅっとしたくなってしまう。

　思い切り抱きしめて、そのままベッドに倒れ込みたくなってしまう。

　しっかりしろ俺！　と自分に活を入れるが、その程度でどうにかできるほどマイカとエリコの魅力はヤワではない。

「ねぇアサト」

「なぁアサト」

　身長差のせいで上目づかいに尋ねる二人。大きな瞳ひとみの先には大きな胸の谷間が待っていて、それがぐいぐいと近寄ってくる。

　自分で自分の心臓の音が聞こえる。耳まで火照って顔が熱い。

　腰に力が入らなくてうしろによろめくと、背中に柔らかくて、けれど弾力のあるモノが押し当てられた。

「大丈夫ですかアサト殿？　緊張しているならば我われがエスコートしてさしあげよう」

「ナナナ、ナイラさん!?」

　倒れそうになった俺を、その胸で抱きとめてくれたナイラさんは涼しげな笑みで俺と視線を交わらせ、手に手を取った。

「アサト殿にはアラウビアの音楽と料理を堪たん能のうしていただきたい。明後日の軍事演習で貴殿の潔白は証明されるだろうし、姫様の戴たい冠かん式しきの前祝いに、どうぞこちらへ」

　右腕を取られてナイラさんの巨乳が押し当てられ、俺の脳内でＭ67手榴弾アツプル・グレネードが爆発した。

　引き寄せられた腕を、自分からさらに押しつけようとして──俺はとどまる。

　確かにナイラさんの胸はとても素晴らしくて素敵だ。でも、ナイラさん程度の巨乳なんてエリコの爆乳と比べたら──

「なら私もお供します。なぁいいだろアサト？」

　エリコが左腕を引き、二つのメロンが俺の腕を挟み込んできた。

　俺の脳内で火薬庫が爆発する。

　さっき説明した通り、エリコは驚くほど大きな胸に薄い縦布一枚を当てただけ。そんな胸で挟み込むものだから、冗談抜きで、柔らかい生乳の感触が俺の腕を覆う。

　その上エリコは俺の腕に抱きついてきて、エリコの両腕は豊かに実った丸い果実を俺の腕ごと左右から圧迫した。

　潰つぶれ、形を変えるほど押しつけられ、だが張りと弾力に溢あふれる神秘の女肉は元の形に戻ろうと抗あらがい、その全てを俺の腕が受け止める。

　全神経が左腕に集中した。制服というバリアーがなければ心臓が止まっていたかもしれない。

　何度も自分に、これはただの脂肪、と言い聞かせるが、千年前の仲間達たちの声が聞こえる。

『女の子の胸には脂肪じゃなくて夢が詰まってるんだよ』ｂｙ浅あさ野の達たつ也や

『おっぱいのあの揺れと曲線に屈しない男はいない！　だっておれらはオトコだから！』

　ｂｙ血の涙を流しながら猿さる渡わたり門もん司じ

『おっぱいが嫌いな男なんていない！　それが神の定めた宇宙の法則だ！』

　ｂｙ柿かき崎ざき錬れん二じ

『男は黙って爆乳一筋』ｂｙ凪なぎ本もと怜れ央お

『ねぇねぇアサトっておっきなおっぱい好きなの？　おっぱい星人さんなの？』

　ｂｙ小お野の寺でら広ひろ見み

「ちょっとアサト何べたべたしてんのよ！　行くならあたしも行くわよ」

　背後からトドメの一撃。

　背中に抱きついてきたマイカの、凶悪な二つのふくらみが俺を谷底へと突き落とす。

　三人の魅惑的なドレス姿と胸の感触になけなしの理性を失い、俺が良く無いハッスルをしそうになった瞬間。

「楽しんでくれていますかアサト？」

「可愛かわいいです姫様！」

　小柄で可愛らしい年下の女の子、ファラがお姫様用の豪ごう奢しやなドレス姿で現れた。彼女は天からの救いである。

　俺は三人を振りほどき、ファラに駆け寄る。

「その大きな瞳ひとみ、小さな手、姫様は本当に可愛いです。可愛さだヽけヽしヽかヽ伝わってきません。お願いですからどうぞしばらく私の視界から外れないでください！」

「へ？　は、はい、わかりました、けど……その、あぅ……」

　お姫様が今まで聞いてきたお世辞でもご機嫌とりでもない、俺の紳士的かつ溢あふれんばかりの熱意に満ちた本心の叫びに、ファラは褐色から赤茶色になった顔を両手で覆い、うつむいてしまう。

「本当に姫様は可愛らしいです！　今はもう姫様以外の何も見たくありません!!」

　俺が心からの叫びを上げた瞬間、殺意の波動に両肩を抉えぐられた。

　ギリギリ、と音が聞こえそうな錆さびついた動作で振り向いた。そこには、左右の肩を締めあげるマイカとエリコが、鬼や龍りゆうも逃げ出すような恐ろしい顔で笑っていた。

「あの……おふたりさん？」

「アサトぉ、あんた随分と楽しそうじゃない？」

　右肩にマイカの指が喰くい込む。

「君がそこまで可愛いもの好きだったとは知らなかったよ」

　左肩にエリコの爪つめが喰い込む。

「「先生、ちょっと花を摘つみに行ってきますから、アサト借りますね」」

　と言って大きな小鹿をひきずる二人。

「摘み取られる!?（命が）」

　二頭の狼おおかみたちに引きずられながら小鹿は抵抗せずに運命を悟るのだった。

「おい日本人！」

　ドレス姿のアイシャがホールのドアから慌てて走って来てドナドナは止まる。

「おぉ可愛いな、似合ってるぞ」

「う、うっせーな！　ファラがどうしてもって言うから着てるだけなんだからな！」

「似合っているぞアイシャ」

「ほんとですか隊長！　うれしいなぁ♪」

「うわぁ、俺の時と態度ちげぇ……」

「って、んなことよりもうすぐジャーミアの野郎が」

　ホールのドアが開く。アイシャに続き、紫色のドレスを着たジャーミアが現れた。

「これは防ぼう衛えい学がく園えんの皆さん、お揃そろいで」

　ジャーミアは人を見下したような目で俺達たちを眺め、視線で嘲ちよう笑しようしてくる。

「これはこれはジャーミア様」

「見て、ジャーミア教王だわ」

「ご機嫌麗しゅうございますジャーミア様」

　ファラと違い、ジャーミアの登場に周囲の人々は色めき立ち、ご機嫌をうかがうように声をかけていく。

「本日は姫様の戴たい冠かん前祝賀会にご参集頂き、皆様には感謝と、そして謝罪をしなくてはなりません」

　謝罪、という言葉に動揺する聴衆の前でジャーミアは静かに語る。

「今こ宵よいの神聖な宴に獣を紛れ込ませてしまったお詫わびは迅速な応対を以もって誠意の証あかしとさせて頂きます」

　その言葉に合わせ、ホールに三体の軍事甲かつ冑ちゆうとメイド達が入室して俺を捕まえる。

　抵抗できるはずもなく、俺が捕まっている間にメイド達はホールの壁際にテーブルを用意。続いて四人がかりで巨大な皿を運び込みテーブルに載せた。

　そして美術品の周囲を囲うようなロープ付きの金属ポールをその周りにぐるりと配置していく。

　俺はロープで区切られた中に放りこまれる。特設テーブルの皿を見上げ、皿に載った物に目を丸くした。

「これは……？」

「貴様の餌えさ、ラクダの丸焼きだ。ありがたく思え」

「ジャーミア教王、これはどういうことですか!?」

　憤慨するファラ。しかしジャーミアは譲らない。

「それはこちらの台詞せりふです姫様。あのように邪悪で下げ賤せんな輩を招くなど、次期女王の自覚がおありですか？　邪悪な男に視界を汚され皆がどれほど気分を害したか、これは背信行為とも取れますよ？」

「そんな、わたしはただ」

　ファラの言葉を待たず人々が『そうだそうだ』と騒ぎ、頷うなずき、ジャーミアを支持した。

「彼が邪悪だとはまだ決まっていません！　だからこそ審議するためにわたしはアサトを呼んだのです！」

「これはこれは、このジャーミア、姫様が男を処刑するべく考えた口実と思っておりましたが、買い被りでしたか？」

　そのあまりに悪意に満ちた声音に、俺は自然と右手に力が入った。

　全すべてわざとだ。

　本当にそのつもりがあれば、事前に俺だけ別室で食事を摂とらせたはず。

　それをあえてファラの意向どおりに事を運び、周囲の注目を集めたところで動く。ファラの顔を潰すためにだ。

　この場におけるジャーミアは、若く未熟な姫の失態をフォローする有能な大臣、というポジションに座り、ファラを牽けん制せいしていた。これがこの女のやり口なのだろう。

「てんめジャーミア！」

「アイシャ！」

　拳こぶしを振り上げかけたアイシャの足が止まる。

　ファラの真しん摯しな眼まな差ざしに舌うちをして、アイシャは腕を降ろすが拳はほどかずナイラさんの側に戻った。

　アイシャのおかげで助かった。俺は囲いの中で密かに安あん堵どする。

　この場で怒髪天を衝くのは何もアイシャだけではない。

　ナイラさん達他の親衛隊や佐さ久く間ま教官はもちろん、エリコも相手が一国の大臣でなければ何かしらの反応を見せていただろう。中でもマイカは額に血管を浮かばせ、拳を作り重心が前に移動しかけていた。

　アイシャが殴りかからなければ、マイカの命が無かったかもしれない。

　他国の人間が教王に襲い掛かったとなれば、撃ち殺されても文句は言えないだろう。

　俺はこのホールに配備された警護隊の手に握られたライフルや、軍事甲かつ冑ちゆうを意識せずにはいられなかった。

　高まる場の緊張。ファラの味方は俺らと少数の親衛隊だけ。四し面めん楚そ歌かも同然のこの状況を打開し、これ以上ジャーミアを勢いづかせないようにするためには、

「ジャーミア様。私にこのように立派な御ご馳ち走そうを用意していただき感謝の極みです」

　俺はわざとらしく紳士的に、ていねいな口調と振る舞いで恭しく頭を下げた。首の落とされたラクダの丸焼きに向き直り手を合わせ、

「神よ、今日この日の糧に感謝致します」

　神に仇あだ成す邪悪な存在、という設定を無視し神に感謝した。フォークとナイフを使い、次々にラクダの肉を切り取り、食べる。

　もくもくと、問題を起こさず、自分を糾弾するジャーミアに文句も言わず、国の姫と神に感謝しながら料理の味を褒めるのも忘れない。

「あぁ、麗しいファラ姫様の祝賀会でこんなにもおいしい料理が食べられるなんて、今日は良い日です」

　振り返り、

「ジャーミア様、私のような一兵士への気遣いと御恩は決して忘れません」

　そしてお約束のソルジャースマイルである。

　辛つらそうな顔をした兵士に『もう大丈夫ですよ』などと言われて誰が安心できよう。

　日本軍人たるもの弱き者の前では元気に明るく笑顔を絶やすな。それが千年前の教えだ。

　ジャーミアが憎らしげに歯を食いしばったのを確認。俺はラクダの丸焼きをまた食べ始める。

　この場の主役は俺アサト。姫のフォローをする大臣イベントは終了済み。ここでさらにジャーミアがファラを責めるのは蛇足でしかない。

「で、では皆様、引き続き祝賀会をお楽しみください」

　悔しげなジャーミアの言葉で集まった人々は散り、俺の腹が満たされた頃ころに祝賀会はお開きとなった。

　　　◆

「本当にすいませんでした！」

「いえ、ですからそんな、姫様が頭を下げないでください」

　祝賀会が終わると、俺達たちの部屋でまたファラはジャーミアの態度を謝罪するのだった。

「姫様、そろそろ」

「うん、じゃあアサト、とにかくジャーミアには気をつけてくださいね」

「お気づかい感謝します」

　ぺこりと頭を下げてファラとナイラさんが退室する。教官は黙っているが、マイカとエリコがソファを叩たたいた。

「あーもーなんなのよあいつら！」

「アサトが男だからなんだと言うんだ！」

　俺は『お前も俺の事ミュータントとか最初言ってたよな？』というエリコへの言葉は呑のみこんであげた。

「宗教問題なんてこんなもんだよ。人種差別もな」

　宗教上の理由で差別を受けているにも拘かかわらず、淡泊な俺にマイカ達は視線を向ける。

「元からの価値観が違うんだ。事実に関係無く、無条件で聖典の教えを正しいと信じて疑わない。だから、ジャーミア教王も実権を握ろうっていう支配欲は本物でも、俺を処刑しろっていうのに悪気はないのかもしれない」

「人を殺せってのが悪気ないわけないでしょ！！？」

　拳こぶしを作り感情的に叫ぶマイカ。俺はあくまで冷静さを失わない。

「じゃあ上官が敵兵を殺せってのは悪意があるのか？」

「……それは」

　マイカは拳を開き、言葉に詰まる。

「質問を変えよう。マイカはトリカブト食べるか？」

「あんな毒物食べるわけないでしょ！　何バカな事言ってんのよ！」

　柳りゆう眉びを逆立てるマイカに俺は問い返す。

「なんでトリカブトが毒だなんて言うんだ？」

　ぽかん、と口を開け、

「は？　そんなの常識でしょ？　誰だって知ってるわよ」

　と首を傾かしげるマイカ。本当に感情の起伏が激しくて見てておもしろい。

「ラーバ教も同じなんじゃないか？　あの人ひと達たちは男を知らない。けど、あの人達にとっては男は邪悪な存在。それは彼女らにとっての常識、検証するまでもなく事実として認知されている」

　俺の理屈にマイカは困ってしまうが、エリコはあごに指を添えて反論する。

「だがアサト、トリカブトが毒というのは図鑑に書かれた事実だ。ただの言いがかりとは分けて考えるべきだろう？」

　やや得意げな顔のエリコだが、俺は腕を組み息を漏らす。

「本に書いてあっただけで、エリコ自身が実験してみたわけじゃないだろ？　学校で習うこともだ。ラーバ教は先生が教祖になっただけ。無宗教家でも自分で見たり実験したわけじゃないのに、先生が言っている事や本に書いてある事を信じるように、ラーバ教徒にとって教祖の言葉や聖典に書いてある事はその人にとっての事実なんだ」

「……それもそうだな」

　マイカやエリコと違い、肯定的な感想を言う教官は『だが』と前置きをして、語気を強める。

「私は他人や本の言葉を鵜う呑のみにする者は馬鹿だと思っている。だってそうだろう？　工場で刷った聖典と芸能人のゴシップ記事にどれ程の違いがある？　神でもない教祖という肩書を持つ人間の喋しやべる事がトーク番組のコメンテーターの言葉とどれほど違う？」

　饒じよう舌ぜつに語る教官の語気はさらに強まり、ソファに座る姿が一種の風格すら放つ。

「書物は著者の代弁者であり人の言う事は半分程度に聞いておけ、自分の価値観は自分で決めろ。私の姉がいつも言っていた言葉だ」

「はい」

　俺が教官の言葉に同意した時、俺のＬＬＧが不意に鳴る。画面を展開するとカナデ所長からのメールが入っていた。

「カナデ所長に呼ばれました。私は整備室へ行ってきます」

「一人で行けるのか？」

「もうすぐこっちにアイシャが来るとありましたが」

　三度のノック音の後に、

「おいアサト、迎えに来てやったぞ」

　とアイシャが乱暴にドアを開けた。

「お前親衛隊なのに姫の近くにいなくていいのか？」

　俺の問いに、アイシャは偉そうに形の良い胸を張り、鼻を鳴らす。

「まぁ一応アタシ以外にも親衛隊はいっぱいいるしな。それに滞在中はお前らを守るよう言われてんだよ。今はファラ親衛隊兼アサト護衛隊ってとこだな。ありがたく思えよ」

「はいはい、じゃあ行こうぜ」

「おう、ちゃんとついて来いよ」

　　　◆

「でっけー風ふ呂ろだなぁ」

　目の前の光景に俺は素直な感想を漏らす。

　結局カナデ所長の用事はスサノオの最終調整で、すぐに終わった。

　そこへメイドが大浴場へ行くよう勧めてきて、連れてこられたというわけだ。

「学園の大浴場も広いけど王宮のは一味違うな」

　厳密には王宮内の来賓用邸宅の浴場だ。俺は本殿の浴場はさらに凄すごいのだろうかと思いながら、シャワーで軽く体を流すといくつかある湯船の中から手近なものに入る。

　お風呂は熱めの方が好きな俺にとって、少々ものたりない肌に優しい温度だったが、湯船を満たす心地ここちよい香りにリラックスしてしまう。

「できればゆっくりしていたいけど、あんまり長く浸つかっているとマイカ達たちが来るかもしれないし、長居はできないかな」

　その時、背後から可愛かわいらしい声が俺の不意をついた。

「アサトですよね？」

「はえ!?」

　振り向き目に飛び込むのは大理石の床を歩く全裸の美少女。という情報に一瞬心臓が高鳴ったが、その可愛らしい体をマイカやエリコなどの危険な体と比較。しばらく逡しゆん巡じゆんしたのちに俺は平静さを取り戻す。

「姫様、何な故ぜここへ？」

「アサトが大浴場へ行ったと聞いて、来ちゃいました」

　フェアリーボイスの持ち主はこの城の姫にして次期女王のファラだった。

　少女と言っても腰回りは僅わずかにくびれているし、ささやかながら胸もちゃんと膨らんでいる。だが、俺は心の中で必死に叫ぶ。俺はロリコンではない!!　と。

「あの、入ってもいいですか？」

「ど、どうぞ、むしろ私が上がりますから」

「ま、まってくださいアサト」

　一国の姫様と一介の学生に過ぎない俺が湯を一緒にできるはずもない。俺は湯船の縁に手をかけるが、ファラは慌てて俺の肩をつかむ。

「わたしはアサトと一緒にはいりたくて来たんです……そ、それともわたしと一緒は……嫌でしたか？」

　寂しそうに尋ねるファラ。そんな顔で頼まれ断れるのは人としての心をどこかに置き忘れて来たブリキ人形ぐらいのものだろう。

「め、めっそうもありません。どうぞ」

「はい、ありがとうございます。でもアサト」

　嬉うれしそうに笑ってから湯船に肩まで浸つかると、ファラは俺を見上げる。

「さっきも言いましたが、あまりかしこまっちゃダメですよ♪」

　ややくだけた言い方で俺をたしなめるファラ。教官や所長もだが、この時代はどうも上下関係の意識が薄い気がする。

「ふふ、それにしてもアサトはカッコイイですね」

「そうですか？」

「そうですよ、ほら」

　ファラは俺の太い腕に抱きつき、子供らしくはしゃぐ。お姫様のドレスを着ていないせいか、ファラが王族である事を忘れてしまいそうだ。

　ちなみに日本文化の裸の付き合い、とはパッと見で身分の解わからない裸同士なら平等に腹を割って話し合えるから、らしい。

「こんな事もできますよ」

















　俺が腕を上げると、小さなファラは簡単に持ち上がる。ファラはますますはしゃいだ。

　その姿は二十一世紀では問題無いが、この時代においてはあまりに不自然で、俺はファラを湯船に戻してあげると素直な疑問を口にした。

「姫様、どうして姫は俺に優しくしてくれるんですか？　俺は、男なのに……」

　ファラはアラウビアのお姫様で、彼女もラーバ教の教えに染まっているはずだ。

　なのに、ファラは子供である事を考慮しても、俺に好意的過ぎる。

「……嫌いなんです……差別とか、偏見とか」

　ファラは声のトーンを落とし、けれど柔和な声で語る。

「だから、会った事もないアサトを憎むなんてできません。むしろ大好きになりました」

　ナイラとアイシャをあっさりと自国に受け入れたファラらしい意見を言って、彼女は嬉うれしそうに俺を見上げる。

「学園を救った件は聞いています。それにナイラやアイシャを傷つけずに負かして。アサトは大きくて、強くて、でも優しくて、勇者様みたいで、好きにならずにいられません」

　ファラが俺の体に刻まれた傷きず痕あとをなで、思わず顔がほころんでしまう。

「お姫様に勇者と言われるなんて、男おとこ冥みよう利りにつきますね」

「そうなのですか？」

「えぇ、男の子はみんな勇者に憧あこがれるものですよ。俺の時代の少年向け漫画やゲーム、まぁ庶民の娯楽物語ですが、とらわれのお姫様を助ける勇者なんて定番中の定番ですし、悪の手から姫を救う勇者は男の憧れです」

「ではやはり、アサトは勇者を目指していたのですね」

　期待を込めた眼まな差ざしだった。俺は千年前の戦場を思い出し、罪悪感を笑顔で隠す。

「はい、俺は子供の頃ころからずっと勇者を目指していヽまヽしヽたヽ」

　けどすぐに自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「まぁ今はお姫様に助けられているんですけどね。今回の軍事演習は本当に感謝しています。姫様がいなければ俺は今頃どうなっていたか」

「そんなことはありません！　むしろ助けられているのはわたしです！」

　その熱い声に、俺は息を呑のむ。

「わたしは……わたしはアサトを利用しているんです。中立国群のリーダーとして、騒ぐ各国の民衆達たちの怒りを治める為ために。そしてデモ行進や暴動を鎮圧する事で支持を得て……ジャーミアから実権を取り戻せればと……ごめんなさい」

　うつむき、さっきまでの元気が嘘うそのように、ファラは力無く喋しやべる。

「本当に情けない話です。せっかくお母さんがわたしを女王に選んでくれたのに、わたしはジャーミアに実権を奪われて……」

　涙混じりの声が途切れて、俺は静かに聞いた。

「陛下の病状は……」

「意識不明の重態です……お母さんは月に一度、時間を作って孤児院や病院を訪問して回っていたんですけど、その時に感染した変異性のウィルスで……」

　ファラの目に涙が溜たまり、溢あふれた。

「お医者様はちゃんと治るけど、ウィルスに侵された神経の再生に時間がかかるから、意識を取り戻すのはいつになるかわからないって……でも、意識を失う前に皆の前で言ってくれたんです。自分が倒れたら次の女王はファラだって、なのにわたしは……」

　流れた一粒の涙。俺はそれを指ですくい取り、ファラの前で口にくわえた。

　驚いて俺を仰ぎ見るファラを安心させようと、俺は歯を見せ笑う。

「今ファラの涙は俺が食べた。ファラの涙は俺のものだ。だから、もう泣くな」

　きょとんとするファラに、俺はまずったか、と自問する。だがファラはお湯をすくって顔を洗うと、目に溜まる涙を洗い流して笑った。

「はい♪」

　その元気な声に俺は大満足で、にかりと笑う。

「それに、わたしだって泣いてるだけじゃありません。これでもちゃんと目標があるんですよ」

「目標？」

「えぇ、確かにお母さんの意識がいつ戻るかはわかりません。でもいつかは戻ります。だから、いつの日かお母さんが目を覚ました時に、立派な女王になった姿を見せて安心させてあげたいです。だから！」

　ファラは俺の手を握ると湯船の中で立ち上がり、真剣なまなざしで俺と向き合う。

「アサト、わたしを助けて下さい。わたしに力を貸して下さい。おねがいします！」

　どんな人でも首を縦に振りたくなるほど真しん摯しで健けな気げな姿だが、俺の心はそんな姿を見る前から決まっている。

「じゃあファラ、代わりに俺からもお願いだ」

　俺の左手を握るファラの小さな手に右手を重ね、俺は頼む。

「どうか私に、姫様を救わせて下さい。そして、私の勇者になるって夢を叶かなえてください」

　俺の言葉が信じられないのか、ファラは唖あ然ぜんとしていたが、その目からはさっきとは違う涙が溢れていた。

「はい、わたしを助けて下さい、勇者様♪」

　ファラの小さく可愛かわいらしい唇が、俺の頬ほおに押し当てられた。

「ファファ、ファラ!?」

「親愛の証あかしです♪」

　満開の笑みで言われて、俺は何も言えなくなってしまった。










第三話　おい男！　お前みたいな温室育ちに何がわかる!?



「宗そう堂どう健けん吾ご！」

「はい！」

「凪なぎ本もと怜れ央お」

「はい！」

　いかつい軍服で若い身を包み、汚れを知らぬ手に自動小銃アサルト・ライフルを握った少年達たちは上官に名を呼ばれるごとに声を張り上げ、敬礼をしていく。

「分隊長、桐き生りゆう朝あさ徒と！」

「はい!!」

「よし乗れ！」

　学園の生徒や教師、そして家族達が見守る中、国が用意したトラックの荷台に乗り、朝徒達は見送りの人々に笑顔で手を振った。

　中には旗まで作って自分達の活躍と帰還を願ってくれる人までいて、だがその中で、ただ一人不満そうな幼おさな馴な染じみの少女に気付くと朝徒はトラックから身を乗り出す。

「心配しなくても俺は死なないよ。さくっと片付けて爺じいちゃんみたいな英雄になってやるさ、連中に日本の土は踏ませらんないからな」

「うるさいわね。ただ殴る相手がいなくてつまんないだけよ！　いいからさっさと行って帰ってきなさい！」

　真っ赤な顔で拳こぶしを振りあげる少女に、朝徒は白い歯を見せて笑った。

「おう！」

　走り出したトラックから人々の姿が見えなくなっても少年達の顔からは笑顔が消えず、自動小銃を握りながら彼らは誓い合った。俺達で日本を守るぞ、と……

　そして海を渡り、彼らの夢は実現する。そう、日本を……守れてしまっていた……

　とある町で、一人の上等兵が叫ぶ。

「大変です中尉！　敵は三番通りへ向かっています！　すぐに増援部隊を！」

　部下の進言に、だが中尉は顔色を変えない。

「問題無い」

「ですがあそこに投入した戦力はたったの一個分隊で」

「だからだよ。あそこにいるのは英雄の孫、一人軍隊ワンマン・アーミー、桐生の部隊だ」

　その頃ころ、三番通りは死体の山だった。

　朝徒の目には、今銃口から弾丸が放たれればどこを通るかが全すべて見えている。

　その延長線上に身を置かなければ、何百何千の銃口を向けられようが恐れる事は無い。

　反して、朝あさ徒との両手に握られた二丁の９mm拳けん銃じゆうは百発百中。次々吐き出される弾丸は一つ残らず男達たちの額や鼻づらを撃ち抜き命を喰くらう。

　人の気配がする建物の中には手て榴りゆう弾だんを投げ入れ血肉をぶちまけた。

　ある程度まとまった数の人間を見れば自動小銃を連射モードにして皆殺し。

　朝徒を目撃し、銃を構え、狙ねらいをつけて……そんなグズが生き残れるはずがない。

　集団の一人でも朝徒に気付いた時にはもう、全員血の海に沈んでいる。

　特殊作戦分隊群、第一一分隊。大量殺さつ戮りくに特化した日本史上最強の少年兵あくま達をまとめ率いる悪魔の王は目に映る全ての人型を呼吸をするように駆逐していく。

　一軒の大きな建物の中に入ると、弾が減ってきたので片っ端から銃剣と拳こぶしで潰つぶした。

　敵の喉のどや心臓を貫き、頭を叩たたき割わり、爆弾が投げ込まれれば敵の死体を盾にして防いだ。そして死体を盾にしたまま素早く敵の脳天を撃ち抜いた。

　朝徒が直接殺した人間は今日だけで三ケタに上る。手榴弾などで殺したのも含めればもう一〇〇人は増えるだろう。

　日本を守るために敵兵を殺すのはいい。連中は日本に攻め込む悪だ。殺して何が悪い。

　どんな理由があっても人殺しをしてはいけないなんて甘い事を考えた事はない。

　罪の意識は無い。ここは戦場で自分は兵士、むしろ当然の事だとすら思っている。

　そう、日本を守る為ために、仲間を守る為に、朝徒は今日、大量の民ヽ間ヽ人ヽを虐殺した。

「終わったか？」

　仲間達の足音に振り返り尋ねると、分隊のメンバーは全員無傷で揃そろっていた。

　朝徒が敵中央を殲せん滅めつし、道を作り、仲間が後ろに続く。いつもの光景だ。

　常に先頭に立つ分隊長にして切り込み隊長に、副分隊長の凪なぎ本もと怜れ央おが告げる。

「一階と二階の制圧は終わったぜ、これでこの通りは全部だろ」

「にしても今回も凄すごかったよねぇ朝徒。流石さすがは英雄の孫っつうか、僕らの出番ないじゃん」

　仲間の一人、浅あさ野の達たつ也やの言葉で朝徒は息をつくと銃口を下ろし、足下に転がる私服姿の死体達を見下ろした。唇の隙すき間まから声が漏れる。

「抵抗しなきゃ……死なずに済んだのにな」

　現代の国際法で、戦争であっても民間人を殺すのは禁じられているが、戦意のある者はゲリラ扱いとなり別だ。

　町中で武器を生産し、町そのものが巨大な武器工場となっていたこの町の駐屯兵達は片付けた。だが、逃げた敵軍に代わり、今度は町中の人々が自分達で作った武器を手に襲い掛かって来たのだ。

　国から『卑劣で卑ひ怯きような鬼畜日本人は国際法を破り、罪も無い民間人を殺して回っている』と嘘うその情報を吹きこまれている人々は、やられる前にやってやれと奮起し、次々に殺しにかかってきて、そして全員殺された。

　壁際に鏡を見つけ、そこに映る死人のような顔を見て朝あさ徒とは呟つぶやいた。

「これが……人殺しえいゆうの面つらか」

　朝徒の目指した英雄……勇者は果たしてこんな顔をしていただろうか？

「ちがうよな、じいちゃん……」

　　　◆

　次の日、五月三日の午前。俺らはアイシャに城内を案内してもらっているのだが。

「っで、各大臣達たちの執務室がずらーっと並んで」

　長い廊下を指で差すと、不意にアイシャはあさっての方を指差す。

「あ、窓の外にあるの、あれ図書館な」

　かと思えば急に立ち止まり、

「あーそこの階段おりて右曲がって突き当たり左に曲がったら謁見の間に続くから」

「なんて雑でテキトーでいい加減な案内だ」

　ちなみにカナデ所長は整備室にこもり中。佐さ久く間ま教官はアラウビアの軍事最高責任者であるカーノーン元帥と小会議室で大人の話があるらしく、ここにはいない。

「ちょっと見て男よ」

「嫌ぁ、なんで城内にいるのよ、さっさと死刑になればいいのに」

　城内にいればこんな言葉はどこでも聞けた。地球唯一の男という珍しさもあり、通り過ぎる人たちの好奇と嫌悪の視線と陰口がやむことは無く、神経の図太い人に至っては、

「ふぅ、なんか空気が悪いわね。窓が開いているのになんでこんなケダモノ臭いのかしら」

「早く部屋に戻りましょう。私頭痛がしてきましたわ」

　そして近くの衛兵は俺を見るなり銃口と侮ぶ蔑べつの目を向けるのだ。

「ッ、あいつら……」

「やめろマイカ」

　マイカはエリコに言われても拳こぶしを震わせる。その姿が嬉うれしくて、俺はつい頭をなでた。

「ありがとな、マイカ」

「……なんでお礼言うのよ」

「俺の為ために怒ってくれたんだろ？　そういうの俺、嬉しいんだ」

　途端に、マイカはリンゴのように顔を赤くして、

「頭なでるなって痛っ！」

　マイカのボディブロウが俺を直撃。マイカは自分の拳を押さえて顔をしかめた。

「悪い、思わず腹筋固めちまった」

「それよりアサト、私も凄すごく怒っているのだが」

　期待するような眼まな差ざしに一言。

「え？　俺エリコの頭はなでてないぞ？」

「……もういい」

　眉まゆを下げるエリコの心情が理解できず、俺は頭に疑問符を浮かべた。

「お前ら何遊んでんだよ、さっさと来い」

「おう悪い、すぐ行く」

　距離の空いてしまったアイシャを追いかけて俺、マイカ、エリコの三人は小走りになる。

「おやアイシャさん、罪人の世話とは大変ですねぇ」

「はいはい、よそ者のアタシにゃぴったりだよ、さっさと行っちまえ」

　すれ違った文官を追い払い、アイシャは『ったく』といまいましげに息を吐きだした。

「そういえばアイシャは俺の事避けないんだな。ファラが俺の処刑に反対だからか？」

　ナイラさんもそうだが、アイシャも俺を敵視はしているものの他ほかの人ひと達たちとは何か違う。

「何言ってんだか。ガキの頃ころからぬくぬく育ってきた苦労知らずの日本人なんて嫌いだね」

　バッサリと言ってくるが俺は気にしない。

「でも他の奴やつみたいに死刑にしろとか言わないし」

　アイシャは振り返り、眉み間けんに薄くしわをよせた。

「別に死んで欲しいほど嫌いでもねーよ、てかアタシをなんだと思ってんだよ」

「え？　でもラーバ教の教えで」

「アタシゃラーバ教徒じゃねえぞ」

「まじか!?」

　思わず声を大にしてしまう俺。アイシャは頭をぼりぼりとかきながら答える。

「この世に神なんているわけねえだろ。だいいちあれだ、本当にこの世の流れ全すべてが神様のおぼしめしとやらならこの戦争で人が死にまくってんのもスラムでガキ共が腹空かせてんのも神様とやらの意思か？　そんなの邪神じゃねえか」

　たまたま周囲に人がいないからいいが、宗教国家でトンデモない事を言う娘である。

　監視カメラなどで録音されていないか心配する俺の前で、アイシャはなおも饒じよう舌ぜつに語る。

「あいにくアタシの育ったスラムに信仰なんてないね。生きるための水と食糧集めにまる一日使っても腹はふくれねぇ。一部のハッピーな新人戦争孤児も手に入れた飯を大人に盗られて歯の二、三本も失えば聖典は焚火の燃料だ。喰くえない紙束も寒い日は役に立ったな」

　だから自分は神なんて信じない、と加えて、アイシャの声が落ち着く。

「アタシが信じるのは、女王様とファラ、それにナイラ隊長だけだ」

　その声には、今までの彼女にはない親しみやすさがあった。

「ナイラ隊長が軍に拾ってくれたから腹空かさなくてよくなった。ファラと女王様が拾ってくれたから今もこうして生きていられる。ナイラ隊長はアタシの姉さんでファラと女王様がアタシの神様だよ」

　その顔があまりに年相応の少女らしくて、俺は初めてこの子の気持ちに触れた気がした。

「お前、ナイラさんとファラが大好きなんだな」

　アイシャの頬ほおが緩み、赤みが差す。それを隠すように顔を伏せて両手の指を絡ませる。

「す、好きに決まってるだろ、スラムじゃアタシが一番年上で、誰も頼れなくて……」

「でもファラってお姫様でしょ？　あんたの嫌いなお金持ちじゃないの？」

「ファラはそんなんじゃない！」

　マイカの一言にアイシャは声を荒立てる。

「ファラは他の金持ち連中とは違う。ちゃんと下の連中の事考えてくれるし、現に中立国としての立場が悪くなるリスクを覚悟でアタシと隊長を拾ってくれたんだ！　ファラは」

　俺はアイシャの頭に手を置き、小さい子をあやすようになでる。

「そうだな。だから俺は今回の軍事演習を成功させるつもりだぞ。俺の為ためじゃなくて、ファラの為にな。だからお前も俺に協力してくれよ、ファラが次期女王になる為にさ」

　アイシャは毒気を抜かれたような顔で驚いてから、すぐに首を振って我を取り戻す。

「ば、ばっかじゃねえの、そんなの当たり前じゃねえか！　まぁそっちがその気ならせいぜいファラの為に利用させてもらうぜ。でもなぁ、これだけは言っとくぞ、てめぇらお幸せな金持ち日本人共の偽善に感謝なんか」

「お、あそこ休憩スペースか」

「聞けぇえええ!!」

　俺はバルコニーに用意された白いテーブルとイスを見つけると座り、テーブルをつつく。

「お前も座れよ」

「どうしたんだよ急に……」

　警戒しながらも俺の真向かいに座るアイシャ。マイカとエリコは俺の両隣に座る。

「いや、ただお前偉いなぁ、って思ってさ」

「えっ、偉……お前バカにしてんのか!?」

「違うよ……ただ、さっきの言葉はスラムでも自分を見失わなかった奴やつの台詞せりふだ」

　アイシャの息が止まり、ゆっくりと俺を見直す。

「それにお前は助けてくれたファラに尽くしている。恩義を感じる。恩を返す。一見当たり前のようで、でも実行するのは凄すごく難しい。恩を返す為に尽くす。そんな、当たり前の事を当たり前のようにできるお前は凄く偉くて、凄くいい奴なんだと俺は思う、だからさ」

　言葉を失い、体を硬くするアイシャの頭に俺は手を置いて、また優しくなでた。

「ファラの事頼む。あいつは俺の事を勇者なんて言ってくれるけど、俺は演習が終わったらいなくなる。でも、あの子には支えが必要だ。俺の事は嫌いでもいい、どう思ってくれてもいい。でもあの子が女王になったらジャーミアが色々してくるだろ？　だから」

「うるさい！」

　熱を帯びた怒鳴り声と同時に俺の腕を払い、アイシャの目に熱い涙が浮かぶ。

「お前に言われなくたってなぁ、アタシはファラ親衛隊だぞ！　バカにすんなバカ!!」

　隠すように涙を手でぬぐい続ける姿から、この子がどれだけファラが好きかがわかる。

「悪い悪い、じゃあこれお詫びな」

　テーブルに手をつき、身を乗り出し抗議をする姿が可愛かわいくて、俺はＬＬＧからクレープを再構築してアイシャの口を塞ふさいだ。

「んぐっ!?」

　アイシャの目が電流が走ったように開き、俺からクレープをひったくる。

「おいこれなんだ!?　もぐもぐ、めちゃくちゃうまいぞ!!　もぐもぐ」

　まるでリスやウサギのようにせわしなく、クレープを一瞬で食べつくして手についたクリームまで舐なめるアイシャ。よほど気に入ったらしい。

「日本のクレープってお菓子だ。食べた事ないのか？」

「ふーん、お前は嫌いだけどこれは好きになってやるよ。ぺろぺろ」

「はは、そいつはありが」

「アホトぉー!!」

　マイカの中指一本拳こぶしが俺のこめかみを打ち抜いた。しかもいい感じに。

「ちょ、マイカ急にどうし」

「うるさいうるさい、あたしには一回もあーんしてくれないのに何でアイシャだけ!!」

「え、なに？　お前もクレープ食べたかったのか？　って、うわ、おいエリコなんとかし」

　涙ながらに腕を振り回し、頭や顔を叩たたいてくるマイカ。俺はエリコに助けを求めるが、

「アサト！　これは差別だ弾圧だ迫害だ！　君に平等な扱いを要求する!!」

　何な故ぜかエリコも涙目で俺を叩き続ける。左右からの連続攻撃に俺は二人の手が痛まないよう弾くので精一杯だ。

「ああもう二人して急にどうし」

「そこにいるのは、アサトではないか！」

　聞き覚えのある声が俺の耳を叩き、体内を臨戦態勢に入れながら素早く立ち上がる。

　そこにはナイラさんとは対照的に、見る者全すべての視線を熱くしてしまう、血が燃え尽きそうな美女が立っていた。

「桐き生りゆうアサト、私を覚えているか？」

　日の光を反射し輝く黄金のロングヘアー。サファイアのような瞳ひとみ。ヨーロッパ人特有の透き通るような白い肌の美しさはエリコですら一歩譲らずにはいられないだろう。

　その上、ただ美しいだけでなく、軍服の上からでも女性的な膨らみや曲線をはっきりと確認できる、メリハリのついたボディラインは佐さ久く間ま教官といい勝負だ。

　加えて、高潔な気品と迫力を帯びた彼女と目が合えば、何重もの意味で多くの人が気後れしてしまうに違いない。

「マーベル……」

　ヨーロッパ最強の軍事国家、アルタニアのエースパイロット、無敗の戦乙女という二つ名を持つ装甲戦姫ブリユンヒルデマーベル・ヴォルナードがそこにいた。

　仕立ての良いスーツに身を包んだ女性の周囲を五人の軍人が囲み、マーベルはその右側に立っている。俺はマーベルに歩み寄り、距離を詰める。

「覚えていてくれて嬉うれしいぞ、日本の宿ト敵モよ」

「お前と友達になった覚えはないぞ」

　忘れもしない先月のあの事件。突如学園を襲い、多くの日本軍人を殺した部隊との戦いの中、彼女と繰り広げた死闘。アルタニア軍の内部事情は知らないが、大佐という地位を考えてもマーベルがあの作戦の中核を担っていたのは間違いないだろう。

「日本では宿敵と書いてトモと読むのだろう？　貴公は真っ向から戦い、この私を退けた初めての人間だ。好敵手には敬意を払うのが騎士というもの。それは武士も同じはずだ」

「まだ未熟な子供たちの学び舎に奇襲をかける奴やつを俺は友とは呼ばない」

　俺の怒りが膨れ上がるにつれて、マイカ達たちやアルタニアの連中が俺から離れ下がる。

　その中でただ一人、俺の視線を真正面から受けて退かないマーベルはまばたきの際にやや長く目を閉じ、開いた時には今まで以上のオーラをまとって対たい峙じする。

「ここは中立国だ。殺気を治めたまえ。それに貴公とは一度腰を据えて話がしたかった。中立国での邂かい逅こうは何かの運命だろう、これから時間を頂けるかな？」

「ダメだ」

　スーツ姿の女性がそう言った。世界が止まる事一〇秒、時は動きだす。

「で、ですがイレーナ外務大臣」

「ファラ氏との不可侵条約の再締結は終わったが、この後も予定が立てこんでいる。君は私の護衛を放棄するつもりかね？」

　マーベルオーラがみるみる小さくなり、

「……………………………………………………………………御意」

　長!?　どんだけ不服なんだよ!?　と俺は心の中でツッコむ。

「では参りましょう……………………桐き生りゆうアサト、では我々はこれで」

　彼女の言う運命とはなんだったのか。今となっては迷宮入りだ。

「これは独り言だが私は三日月館の五階、アルタイルの間に宿泊している」

　去り際にそう残されて、俺は他にも宿泊している来賓がいることを思い出した。

　結局、だんだん小さくなっていく背中は見えなくなるまで三度も振り返り、そのたびにマーベルと目があった。

　その目がおもちゃを取り上げられた子供のようで、憎むべき敵への怒りがプスンプスンと音を立てて鎮火する。

　　　◆

「はぁ、極楽極楽……ってなんで言っちまうんだろうなぁ、日本人だからか？」

　その夜。また俺は屋敷の大浴場にいた。

　大浴場は貸し切り状態で、今は快適なバスタイムを満喫中だ。

「マイカ達たちはアロマルームで盛り上がっているし、今この空間に女はゼロ……おぉそうだ」

　お湯の出るライオンの口に近づき、小さな滝を頭から被って遊ぶ。マイカ達がいるととてもではないができないことだ。

　そしてこんな豪華な場所では無いが、大浴場というとどうしても千年前の大浴場を思い出す。寮の風ふ呂ろは一部へ屋やごとに割り当てられた時間に入らねばならず、次の分隊が来るまでに上がらなければならない厳しい時間制限の中で俺は仲間達とバカ騒ぎをしたものだ。

「あーあ、マイカ達とじゃなくて、またあいつらと風呂に入りたいなぁ」

　ドアの開く音で氷の槍やりが脊せき髄ずいを貫通した。

「馬ば鹿かな!?　マイカ!?　エリコ!?　とにかく弁明を！」

　俺は慌てて立ち上がる。

「今のは違うんだマイカ！」

　一糸まとわぬ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女が立っていた。脊髄を貫通する槍が燃え尽きる。

「よし、メイドの言う通りいたな、これでアサトと話ができる」

　ドアを閉め、バストとヒップを弾ませ振り返るマーベルが何か言っているが耳が熱くて聞こえない。俺の脳内に燃料気化弾頭が降り注ぐ。

　マーベルは、今まで見た全ての女性の中で一番綺き麗れいだった。

　一流の映画女優ですら剃かみ刀そり入りの封筒を送りつけたくなるような美び貌ぼうは、戦乙女というよりも女神の域にある。

　長いまつげに縁取りされた切れ長の大きな瞳ひとみも、筋の通った鼻も、少女のように小さな口も、顔のパーツ一つ一つが芸術品のようだ。

　それだけでなく、細くしなやかな腕や首筋。繊細な指や足先。スポーツマンのように洗練されたウエストとは相反する豊満過ぎるバストは大きく揺れていたが、マーベルの歩みが止まるとそれも治まり、ブラに頼らずとも重力に負けず、見事な張りと弾力と一緒に女神の曲線を誇示している。

　先程会った時は佐さ久く間ま教官並みのプロポーションだと思ったが、検討し直してしまうかもしれない。

　人種の違いからか、程良い太さのセクシーなフトモモや引き締まったウエストと一体化する大き過ぎない程度に量感溢あふれるヒップ、そのフトモモから腰にかけてのラインには、アジア人には出せない美が詰まっていた。

　神は俺をどうしたいんだ！　むしろ悪魔に魅入られてんのか俺!?　と誰かに問い叫ぶ。

「アサ……アサト…………それが男の」

　俺は滾たぎり狂くるったもう一人の自分の存在に気付き、悲鳴を上げた。

「ノォオオオオオオオオオオオ!!」

「待ってくれアサト！」

　マーベルの品のある面持ちからにじみ出る興奮を感じ取り、俺は慌ててしゃがんで湯の中に沈む。するとマーベルは走り、これまで会ったどの女子よりも積極的に迫ってくる。

「頼むアサト、もっと男の体を見せてくれ！」

「どんな痴女だ!?　訴えるぞ!!」

「そしたら私が風ふ呂ろ場ばで男に襲われたと言うぞ！」

「どんだけ食い下がってんだよ！」

「もう君は私に男の体を見せるしかないんだ！　おとなしくしろ！」

「お前最低だな！」

　広い浴槽を逃げ回るが、股こ間かんを隠し背後を気にしながらでは距離が徐々に詰まり、ついに捕まってしまう。

「私だって本当ならこんな事はしたくない！　だが裸を見せてくれない君が悪いのだ！　もう人体図鑑や写真ではなく本物をナマで見たいんだ!!」

「中学生か!?　この会話だけ切り取ってお前に聞かせてやりてーよ!!」

「頼む、でないと本当に君に襲われたと言うぞ！」

　背後から腕を伸ばしマーベルは局部を隠す俺の手を引きはがしにかかる。

　埋められない筋力差に負けじと、マーベルが体を密着させてさらに腕に力をいれてきた。

「ノアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　俺の背中に女性の神秘が衝突。あまりの量感に、背中を肺ごと抉えぐり取とられた気さえした。

　今まで押しつけられたバストが走馬灯のように頭を駆け巡る。マイカやナイラさん、エリコよりすごい、いや、このボリュームはまさか、まさか佐さ久く間ま教官よりも!?

「分かった！　見せるから！　見せるから離れてくれ！　その代わり上半身、上半身だけで勘弁してくれ」

　嗚あ呼あ、何な故ぜ自分は憎むべき敵からこんなに嬉うれしい屈辱を味わっているのか、俺は世界に問いながら、これなら千年前に受けた拷問のほうがはるかにましだと思った。

　これも全部この時代が悪いんだ。敵といえば普通はごついムキムキマッチョオヤジやキレた顔したバトルジャンキーと相場が決まっている。

　なのにこの時代の軍人ときたら綺き麗れいな肌にいい匂においのする髪で、丸くて柔らかくてすべすべのツルツルのむちむちのぷるんぷるんのバインバインで、どいつもこいつも無駄に美人で可愛かわいくて、本当に体の全てが素敵過ぎて攻撃していい箇所が見当たらない。

　敵の顔面を潰つぶし手足をへし折っていた時代がなつかしい。

「上半身だけか……分かった、それでいいから見せてくれ」

「うぅ、なんという恥辱……」

　マーベルは湯船の中で俺と向き合い、体をまじまじと眺めた。

「……やはり、男の体は逞たくましいのだな」

　俺の筋肉質な軍人ボディに、マーベルの声が熱を帯びる。

　やはり、マーベルの様子はおかしい。敵なら敵らしくふるまってくれればどんなに美人でも憎めるし、裸にも無反応でいられる。

　なのに、これではまるで想おもい人にアプローチする少女ではないか。マーベルの経歴と目の前のマーベルが合致しなくて混乱してしまう。

「これは傷痕か？　こんなに……」

　上半身を湯から出して向かい合っている為ため、マーベルのバストが眼めと鼻の先にある。

　天井を見上げるなり目をつぶるなりしたいのに、青い血管が浮かぶほど白くまぶしいバストから視線を外せない自分の無力感に絶望しそうだった。鼻の奥が痛み始める。

「俺の時代は今ほど医療が進歩していないからな、大きな傷は痕あとが残るんだよ」

　白い巨星の引力はブラックホール並みだ。白いがブラックだ。むしろブラックホールは谷間の引力だろうか？

「大きな傷とは？」

「そりゃ、銃で撃たれたり、銃剣が突き刺さったり、あと爆発に巻き込まれたりだな」

「そんなケガをこんなに!?　よく生還できたな!?」

　マーベルが迫り胸板にバストを押しつけて来て、驚く顔が間近にあった。

　その心地ここちよい重量感とツンとした色鮮やかな桜色の頂きの感触、そして人間離れした美び貌ぼうに思わず歯は噛がみした。

「なな、慣れてるからな、傷もだんだん治るの早くなってくるし」

「ケガを理由に何な故ぜ退役しなかった？　平穏な生活を送りたいと思わなかったのか!?」

　マーベルの言うそれは、兵士の誰もが思う事だった。

　俺は多くの兵達たちを見送って来た。その大半が自信に溢あふれ、勇ましい顔つきで戦地に行ったが、生き残り帰って来た兵の大半は精神が壊れ、かつての面影はなかった。それでも、

「自分が抜ければ戦力に穴が空く。自分が戦わないと仲間が犠牲になるの分かってて平穏な生活なんて送れるわけないだろ？　帰るなら戦争が終わってからみんなで一緒にだ」

　マーベルは目を大きく見開いたまま固まり、かと思えば嬉うれしそうに頬ほおを緩める。

「本当に……君は悔しいほどに男子おのこだな……憎らしくなってくる」

「ハッ！　何が憎らしいだよ、先月」

「なぁアサト、これはどうしたんだ？」

　言葉を遮るマーベルの視線は手に取った俺の拳こぶしに釘くぎ付づけだ。

　この時代に来てからもう何度聞かれたか。学校に包帯をしていったら会う人ひとりひとりに怪け我がのいきさつを説明しなくてはいけないあの面倒臭さを思い出す。

　でも気持ちは分かる。傷痕に傷痕を重ねた分厚い手。その甲は裏拳の打ち過ぎで硬い皮膚に覆われ、指の付け根は硬物を殴り過ぎて爪つめのように硬質化し、人差し指と中指のソレは凶器すら連想させる。

　気にするなと言うのが土台無理なのだと俺は諦あきらめた。

「石や鉄殴ってたらこうなった。俺がいた特殊部隊コースは二次大戦中の武術専門学校の練習法を取り入れて拳こぶし強化の為ために鉄の塊ぶん殴るんだよ。ただ俺と一部の生徒は鉄のほうが変形するようになったから戦車の装甲板殴ってたけどな」

「アサト！」

　感極まったように震え抱き付いてきた。胸が潰つぶれる程押し当てられ、全身の血液が沸騰して心臓が破裂しそうだ。

「君は最高だ！　私は君のような敵と巡めぐり合う事をずっと待っていた！　これは恋だ！」

「はいぃ!?」

　内なる男の欲望が理性の鎖をブチブチと千切る感覚に戦せん慄りつする。

「私は君ともっと戦いたい。寝ても覚めても君と再戦することで頭がいっぱいなのだ！　だからアサト、次もまた戦場で相見まみえよう！　そして私と戦え！」

　恋する少女のように頬ほおを赤らめながら少年のように目を輝かせるマーベルに、俺はもう色んな意味でいっぱいいっぱいである。俺の男の魂ヤマトが限界出力フルバーストだ。

「とりあえず落ち着け、そして離れろ!!」

　言われて、途端にマーベルは腕の力を緩めて目じりを落とした。

「す、すまん、私とした事が熱くなってしまった。だが初めてだったのだ……その、私と真っ向勝負で互角に戦える相手は……君と戦った時、初めて仕事に張り合いを感じたのだ」

「お前どんだけ強いんだよ……」

　申し訳なさそうに語るマーベルに俺は呆あきれるばかりだ。彼女も佐さ久く間ま教官やエリコ側の人間らしい……いや、おっぱい的な意味でなくな。と心の中で付けくわえる。

　おそらくだが、マーベルは騎士と騎士の熱くも感動的なナイト・ミーツ・ナイトを期待しているのだろう。

　彼女は武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんのような関係を俺と築きたいのだと思う。

　しかし、宿敵と書いてトモと読むなど何で知った知識かは知らないが、マーベルは信玄ではなく信のぶ長ながだ。

「だがアサト、離れろと言うが、君は私が嫌いか？」

　俺は先月の学園襲撃事件を思い出し、口調をあらためる。まだ胸は押し当てられているが、もう何も感じない。

「嫌いだね。俺も兵隊だ。戦争がどういうものか分かっている。けど、子供の通う学校を襲うのは違うだろ？」

　もっともここは中立国。ここで争う気は無いが、かといって仲良くする気は起きない。

　それでも俺の語気が強くなる。

「ベースキャンプを夜襲したり、戦場で人を殺すなら俺も文句は言わねえよ。俺だって数えきれない人間を奇襲で殺してきたし、お前らが戦場に変えたあの学園でお前の部下達たちを散々殺したしな。それで俺を恨みたいなら恨んでいいぞ」

「……二九三人死んだよ。けれど私は君を恨むつもりはない」

　それは静かな声だった。

「私はあの戦いで多くの部下を失った。親族は皆悲しんでいた。だがあれはこちらから仕掛けた戦いだ。返り討ちに遭ったからといって恨むのは筋違いだろう。全ては貴公らの戦力を侮った私のミスだ。悔むとすれば、それは己の愚かさだ」

　悲嘆の色を感じる声音に、俺は複雑な気持ちになって怒りが成長しない。

　戦争とはお互いにお互いを殺し合うもの。善悪や怒り、憎しみの所在は困難を極める。

　自分が仲間の分まで戦い、全ての憎しみを背負うと誓った俺だったが、あらためて自分が殺した人の家族の事を思うと、素直に怒れない。

『先に手を出したのはそっちなんだから殺されても文句言うんじゃねえ！』とは言い切れない辺り、カナデ所長の言う通り、まだ自分も迷っているのかと落胆した。

「だがアサト、前回の戦いで君に言われて思ったよ。確かに学び舎を襲うのは騎士らしくないとな。君と戦えるかもしれないと興奮して、学園を襲う意味を考えもしなかった。私もまだ子供だな。だから上層部に今後軍事学校への襲撃をやめるよう進言したのだが、そうしたらこのザマだ。戦場を外され一ヶ月の要人警護任務を宛あてがわれてしまった」

　それでか……と俺は納得した。

　大部隊の指揮をまかされるマーベルが外務大臣の警護任務に来ている事に得心して、そして思いだす。

　兵とは上の命令に従うだけの駒こま。俺も千年前、上の命令でやりたくもない作戦で何度も敵を殺した。仮にマーベルがあの作戦を辞退しても、別のアルタニア軍幹部が学園を襲撃しただろう。

　むしろ、俺との決闘を望むマーベル以外の人。いわゆる、敵を殺す気満々の奴やつが学園を襲撃していたらと思うとゾッとする。

　学園襲撃は軍の上層部が決めた事。マーベルは上の命令通り動いただけで、しかもマーベル自身は俺としか戦っておらず、学園の誰だれ一ひと人りとして傷つけていない。

　つまりマーベルを恨むのは筋違いだ。実際、中立地帯や休戦時間は敵兵同士でも挨あい拶さつをかわし、時には仲良く酒やタバコをたしなむ事も珍しく無い。

　マーベルに再会し芽生えた敵意は、ただ個人的に自分の通う学園を襲ってきた事に対する醜い私し怨えんでしかなかったのだ。

　彼女を見なおすと、マーベルは視線を自分と俺の腕の間で何度も往復させていた。

「なぁアサト、嫌いだと言う相手にこんな事を言うのはなんだが頼みがある」

「……なんだよ？」

　嫌いだ、と言った事を後悔しながら尋ねると、マーベルは俺の腕を取ってくるりと回る。

「マーベル？」

　それは、俺がマーベルをうしろから抱き締める形だった。

　太い筋肉質の腕が、彼女の細い肩と腰を抱く。

　マーベルは背が高く鍛えこまれているが、女性らしさを失わない黄金比の体は俺と比べるのも馬ば鹿からしい程に華きや奢しやで頼りない。俺より立派なのは湯に浮かぶ大きな胸ぐらいだ。

「ずっとこうするのが夢だったんだ」

「ずっとって、俺とお前会ったばかりだろ」

「そういう意味では無い。こういうシチュエーションに子供の頃ころから憧あこがれていたのだ。私は軍の孤児院で幼い頃から親のいない生活だったからな。毎日軍事訓練ばかりで、こうして誰かに包んでもらえるような事はなかった。知り合いには恋人にこうしてもらえる者がいたが、私は見ての通りの体格だ。気がつけば皆私よりも小さくなっていた。だから、大きな人に、太い腕で抱きしめてもらう事なんてもう無理だと思っていた」

　警戒心の無い、安あん堵どしきった声に、なんだか変な気持ちになってしまう。

「騎士が、敵にこんな弱みを見せていいのかよ？」

「駄目だろうな、部下にもこんなことは言えない、だから内緒だぞ？」

「だから敵ならもっと駄目だろっての、お前なんか変だぞ？」

「そう、変なのだ。鋼の意志で君との再戦を願い続けたのに、気丈な振る舞いで君との好敵手関係を結ぶためにこうしてやってきたのに……君はすごくいい匂においがするんだ」

　マーベルの手に力が入る。俺の腕がますます彼女の体に食い込む。彼女の肩を抱く左腕の前腕が豊満過ぎる胸に沈み込む。

「肌を合わせてからどんどん君に近づきたくなる。無論、再戦したいという気持ちは変わらない。次の戦場では私が勝つ、そして君を私の前に這はいつくばらせてやる、だが」

　首を回し、振り返った青い瞳ひとみと視線が交差する。

「今だけはこうして、太古の戦士を感じていたい」

「っ」

「なぁアサト」

　上目遣いに告げる、マーベルの殺人的な魅力が襲い掛かる。

「先月、なぜ私にトドメを刺さなかった……君の実力なら、私を仕留められたはずだ」

　俺の胸板に押しつけられるマーベルの背。肩越しに見えるバストはお湯に浮かびながら俺の左腕に潰つぶされ、マーベルに握られる俺の右腕は腰を抱き、手の平は彼女の下腹に触れている。手首を曲げれば、いつでも彼女のデリケートな部分に触れるほどきわどい部分だ。

「そりゃ……男の力はみんなを守る為ためで殺す為じゃない。だから、逃げる敵は殺さない」

　嘘うそいつわりの無い真実を告げて、そこでやめればいいのに、俺の口は止まらなかった。

　俺を見上げる、マーベルの長いまつげに縁取りされた大きく青い、サファイアのように輝く瞳ひとみ。筋の通った鼻は高く、あごのラインはシャープで形の良い艶あでやかで小さな唇は上品であり、そして最高のチャームポイントだった。

「それによ、その……」

　普段は太陽の光を反射し、黄金に輝くサラサラのロングヘアーはお湯に濡ぬれて、金糸に宝石をちりばめたようにすら見えた。

　抜けるように白くきめ細かい肌は全身がほんのりと綺き麗れいな桜色に染まり、彼女を抱きしめているせいで、そのなめらか過ぎる肌触りが俺を刺激してくる。

　マーベルの体はどこもかしこもやわらかくて、特別に豊かなヒップとバストのやわらかさは底なしだ。今すぐ力いっぱい抱きしめて、そのやわらかさに身をうずめたくなる。

　そして、そう思う程度の力ですでに抱いているから分かる。軍事国家アルタニア最強だとか、無敗の戦乙女だとかという肩書を持つ彼女のもろさを。

















　細く美しい、女神がそのまま地上に生まれ変わったような手足や腰は俺が強く抱きしめれば壊れてしまいそうなほど頼り無い。

　同じく俺と戦ったエリコや、俺に抱きついてくるマイカにも同じ事を思った。彼女は、彼女達たちは違う。千年前の戦場を埋め尽くした、鋼の肉体に巌いわおの拳こぶしを持つ殺人猛獣兵士とは違う。

　綺き麗れいで細くてやわらかくて可愛かわいくてもろくて儚はかなげで華きや奢しやではなやかな彼女達は、大事に大切に愛めでて可愛がって優しくていねいにていちょうに守ってあげなくてはならない。

「お前ぐらい、きれいなやつを、殺せるわけないだろ……だから、俺がつけた傷、治ってて良かった」

　俺が右手でマーベルの左わき腹をなでて言う。マーベルは一瞬驚いた顔になって、それから、戦場で見た彼女からは信じられないような柔和な笑みを浮かべた。

「本当にふしぎだ。キレイだ、なんて聞きあきるほど言われてきたのに、君に言われると嬉うれしくてしょうがない」

　見上げるマーベルと視線が交わる。

「マー……ベル……」

　上気した彼女の肌に浮かぶ汗の甘い匂においと弱々しい声に頭がぼんやりとしてくる。

　声が聞こえて来たのは、俺の方からマーベルを抱く腕に力を入れた時だった。

「待てマイカ君、抜け駆けは許さないぞ！」

「うるさいわね、世の中なんでも早い者イズジャスティスって、タオル忘れてた！」

「しまった。バスタオルはどこだ！」

　俺の戦場で培った第六感が全力で悲鳴をあげる。

「マーベル、ちょっと隠れてくれ」

「む、何な故ぜだ？」

　俺が「いいから！」と強い口調で言うとマーベルは俺を振り返り、湯船から立ヽちヽ上ヽがヽっヽたヽ。

　ド派手に弾む特盛りバストが下から迫り、俺の顔を挟んだ。あごから頬ほお、そして頭へと左右からなで上げる。その乳圧で鼻の奥の毛細血管がビキビキと限界まで拡張。マーベルの白い肌、キレイなおヘソ、そしてそのさらに下が俺の前にさらされ、視界を覆った。

「ッッッッ！！！！？？？」

　目の前のモノにとうとう鼻血が噴き出し、自分の胸板とお湯を真っ赤に染めていく。

　数秒後。なんとか視線を逸そらそうと見上げると、規格外の爆乳の谷間から覗のぞくマーベルの顔が、気付いたようにハッとし、桜色の肌が一気に赤く染まった。

　浴場に来た時は平然と俺に全てを見せていたのに、ゆっくりと手で隠すと、はにかみ、

「あまり見るな……」

「ご、ごめん」

　俺も慌てて立ち上がると、またマーベルが俺を上目づかいに見てきて一言。

「アサトはスケベだな……」

　形の良いバストが左右から腕で挟み込まれ、むちむちっ、とさらにサイズアップしながら俺を見上げる。

　圧倒されて俺は一歩下がる。マーベルは羞しゆう恥ちに染まった顔で視線を俺から逃がすようにうつむき、顔が硬直した。

　転校初日、マイカとお風ふ呂ろ場ばで遭遇してしまった時の事がデジャヴする。俺が視線を追って見下ろすと、マーベルが浴場に入って来た時とは比べ物にならないほど、男の魂は猛たけり狂っていた。

　マイカに見られた時以上の絶望感と喪失感に襲われながら、脱衣所のほうから聞こえる足音に俺は慌ててマーベルを湯船から上がらせ、近くの柱の陰まで手を引き隠した。

「待ってくれアサト、今のをもっとじっくり」

「マーベルの助すけ平べえ！　いいからそこに隠れてろ！」

　俺は近くのタオルを腰にまくと急いで壁際のシャワーまで走り、体育座りで全身に冷水をかけて何度も自分に「鎮まれ」と言い聞かせた。

「アサト、背中流してあげるわ！」

「いやアサト、君の背中はこの私が！」

「おう、お前らも来たのか」

　安全装置が完かん璧ぺきでない下半身を体育座りで誤魔化しながら愛想笑いで隠いん蔽ぺいする。

　破壊力抜群過ぎるマーベルのカラダを恨みながら腰のタオルを見下ろす。なんとか誤魔化せそうだ。

　流石さすがにマイカとエリコのバスタオル姿には免疫がついてきたのか、心臓は治まらないが安全装置はもうすぐかけ終わる。

「じゃあ俺もう上がるから」

　バスタオル女子と一緒に風呂など御免こうむる。俺は体も洗わずに立ち上がろうとするが、途端にマイカとエリコに肩を押さえられる。

「だめよ、たまには一緒に入りなさい！　あたしまだあんたと一度もお風呂にちゃんと入れてないんだから」

「そうだアサト、君はいつも大浴場に来ないし無理矢理連れてきてもすぐ逃げるか気絶してばかりじゃないか、付き合いが悪いぞ」

「でも、いくらバスタオルで隠しててもさ、その」

　薄い布切れ一枚の下は全裸なわけで、どうしても色々と想像してしまうし、制服の時より強調された胸のラインが目に悪い。

　なのにマイカとエリコの豊かな胸が作る深い谷間から目が離れない。健全な育成への毒性が強いのにやめられない、解わかっているのにやめられない、そして見れば見るほどもっと近くで、もっと間近で拝みたいと欲望が膨らむ。まるで麻薬のようなおっぱいだ。

　せっかく冷ました体がまた熱くなるのを感じて、俺は二人から視線を逸そらす。

「てかお前らは恥ずかしくないのかよ。俺の時代じゃ女は男に裸見られるの恥ずかしがるんだぞ」

　男の絶滅した時代に何を馬ば鹿かな事を、と自分でも思うがそう言わずにはいられない。

「恥ずかしいに決まってるでしょ！」

「恥ずかしいに決まってるじゃないか！」

　二人とも真っ赤な顔で怒鳴る。

「じゃあなんで一緒に入りたがるんだよ？」

　エリコが自分の胸を抱きながら視線を逸らす。

「そ、それはだな」

　マイカが両手の指をからませながら目を伏せる。

「バ、バスタオル巻いてるから平気だもん」

「「とにかく！　背中を流させろ！」」

　迫る二人の顔と胸の谷間の圧迫感で断りきれる状態ではなく、二人の顔と胸で何度も視線が往復してしまう。すると、流石さすがに二人は俺の視線に気付いたのかハタとする。

　俺はバレたか、と赤い顔で青ざめるが、突然エリコが行動にでた。

「アサト、私に背中を流させてくれるな？」

　エリコがさらに顔を赤らめながら腕で胸を持ちあげ、谷間を強調する。

「っ！　アサト、普通背中を流すのは家族の役目よね!?」

　マイカが首筋や耳まで真っ赤にしてバスタオルをゆるめ、さらに胸の谷間を見せる。

「「さぁアサト!!」」

　首から下の肌がピンク色になる二人が、鬼気迫る勢いで脅迫するように問い詰めて来る。

　ぐおおお、この国、お風ふ呂ろパニック多過ぎるだろ!!　と俺は心の中で叫ぶ。

　本人たちは気付いていないようだが、マイカの胸はタオルをゆるめ過ぎて、エリコの胸は持ちあげ過ぎてタオルからこぼれそうになって、二人とも禁断の頂、ピンクゾーンがわずかにハミ出している。

　どっちもダメだ、なんて言える空気では無い。誰かに助けを求めたいが今も柱の陰に隠れるマーベルの助けは期待できない、というか余計こじれる。そこへ、

「お前らドアが開けっぱなし、ってまたお前らは」

　佐さ久く間ま教官の言葉にマイカとエリコの首が横を向くがそこに教官はおらず、

「兵隊がタオルなど巻くな!!」

　ババサッ！　と、俺の目の前で、マイカとエリコのバスタオルが背後に引き抜かれた。

　大きく跳ね弾む四つのおっぱいとまる見えのピンクゾーンに、俺の目はまばたきを忘れた。マイカとエリコの体が桃色から一気に赤しやく銅どうに変わる。

「「見るなぁあああああああああああああ！！！」」

　ダブル回転膝蹴りが両こめかみを直撃。サンドイッチにされた脳のう味み噌そが活動を停止した。

　興奮し過ぎて視界がレッドアウトする中、俺は思う。助けてマーベル。

　　　◆

「それでナイラ、明日の軍事演習で男を処刑する手て筈はずは整っているな？」

「はい」

　大臣執務室でジャーミアに問われ、ナイラは表情を変えず、機械的に説明を始める。

「明日、Ｃ―８エリアの荒野で我ヽがヽイラハスタン軍を仮想敵軍とした演習で使う全戦力を以もって男を駆逐。投入する自律兵器は拘束用兵器コカドリーユ七〇〇体。それを改良したバジリコックは四〇〇体。対甲かつ冑ちゆう用戦闘兵器にパズズ一〇〇〇体。マンティコア六〇〇体。そしてイラハスタン製量産型軍事甲冑ラスール三〇〇機に高機動型軍事甲冑マラーク五機。さらにアラウビア製量産型軍事甲冑のジェンニ、二一〇〇機。高機動型軍事甲冑ラウフ一機を用意しました。当然、搭乗するのは全すべてイラハスタン軍の優秀な兵達たちです」

「合計五一〇六機の包囲網か、これで男も終わりだな。男専用機のスサノオがどれほどの性能かは知らんが、ナイラ、君の専用機でもこの戦力には勝てないのではないか？」

「……おっしゃる通りでございます」

　返答に僅わずかな間があったことに気付かず、法ほう悦えつ顔がおのジャーミアにナイラは口を開く。

「これほどの戦力を調えられたのも、全てはジャーミア大臣の手引きがあればこそです」

「ふふ、簡単だよ。各省庁は全て私の息がかかっているし、カーノーン元帥も私の支持者だ。イラハスタンから兵器の大量密輸など簡単に誤魔化せる。あの世間知らずの馬ば鹿かな御お姫ひめ様さまは気付くまい」

「おかげで男が包囲網を突破した時の為ため、第二、第三の秘策も用意できました」

　ナイラの視線が壁際に立つアイシャに向けられた。アイシャは辛つらそうな顔でうつむいているが気に留めず、ナイラはジャーミアとの密談に戻る。

「密輸した兵器の残りはそちらで使うのだろう？」

「はい、演習で全ての機体を使ってしまいますと包囲網を突破された際のリスクが高くなりますので。男は確実に我々の手で仕留めなければなりません」

「世界最強と謳うたわれる軍事大国アルタニア。そのエースパイロット、マーベルが率いる部隊を実質一人で退けた男を戦場で討ち取れば、イラハスタンの発言権も強くなるからな」

「その通りです」

　戦争最後の戦いは戦後処理にある。

　勝利国同士による報償の取り合い。その会議で発言権を高める為にはできるだけ多くの戦果を上げ、そして他国の顔を潰つぶす必要がある。

　アラウビアに入った時点でアサトを殺す事はいつでもできるが、それではただの暗殺だ。

　あくまでも五国軍事連合でもっとも強い発言権を持つアルタニアに泥をつけた日本最強の兵器、男は武力を以もって討ち取らなければ強いカードにはならない。

　アルタニアのエースパイロットにして男に退けられた張本人であるマーベルが国内にいるこの時期に男を殺し、その首を突きつければ、今後アルタニアとの共同戦線でもイラハスタン軍は強気に出られるだろう。

　メンツにこだわる軍隊組織ならもしかすると、主力であるマーベルを今後も前線からはずすかもしれない。そうなればさらにイラハスタンの独壇場だ。

「ふふふ、これで、これで私は女王になれる」

　映画に出て来る悪役の手本のように邪悪に笑うジャーミア。彼女は妹を蹴け落おとす事など、枝の木の実をハサミで切り落とす程度にしか思っていないだろう。

「それでナイラ、例の件だが」

「ご安心を、戦後アラウビアへの技術提供と物資支援、それに中東におけるラーバ教保護は全すべて承認済みです。そしてジャーミア大臣、貴殿への支持も」

　ナイラの返答に満足し、ジャーミアは顔を歪ゆがめる。

「よしよし、あのような小娘に国など任せられんからな」

「我が大国イラハスタンを後ろ盾にすれば分裂しかけた他ほかの中立国群もジャーミア様を支持する事は確実。そうなればこの国は名実ともに貴殿のものとなりましょう」

「ははは、ここまで計画通りに事が運ぶと笑いが止まらん。中立国群が男を処刑するよう騒いだ時は計画が失敗するかと思ったが、ピンチをチャンスに変えるとはこの事だな」

「はい」

　つまりはこういうことだ。国連に敵対する五国軍事連合の一つであり、中東最強の軍事大国であるイラハスタンはこの第十次世界大戦において、中東攻略が役目である。

　そのため、イラハスタンは中東を手早く支配するために中立国群を抱き込みたかった。

　そこでリーダー国であるアラウビアにスパイを送り込んだ。

　本職のスパイではなく、戦場で活躍するエースパイロット、神罰の執行者ナイラを誰がスパイだと思うだろうか？　地位も名誉もある、多くの兵から尊敬される有名人の堂々とした寝返りに王室は誰も疑わず、そして近づけた。

　まんまと王族に取り入った他国の優秀で有能な有名人ナイラに女王はなんでも話した。

　忠臣を演じながらナイラはアラウビアの内部情勢を把握。多くの人脈を作り、自己顕示欲に塗まみれたジャーミアに政権奪取の計画を持ちかけたのだ。

　本来は病床の女王が死ぬか意識を失った後、ジャーミアが実権を握るだけの予定だったが、男の復活に中立国群が騒ぎだした。このままではイラハスタンの計画は潰つぶれるはずだったが、逆にナイラはこれを利用しようとした。

　ファラに取り入っていたナイラはアサトを国内に招き入れるよう進言。そして軍事演習中に男が暴れ出しそれを駆逐したとなれば処刑反対派のファラの支持率は落ち、処刑賛成派トップのジャーミア教王の支持率は上がる。

　要望通り男を殺したアラウビアは中立国群のリーダー国としての地位を確固たるものにし、そこに君臨するのはイラハスタンと繋つながったジャーミアだ。

「では、これにて失礼致します」

　断りを入れ、ナイラはアイシャと共に執務室を出た。

「あの、隊長」

　執務室では一言も話さなかったアイシャが、ようやく口を開く。

「この計画のあと……ファラは」

　うつむくアイシャに、ナイラは出来の悪い子供に言い聞かせるように語りかける。

「安心しろアイシャ。ジャーミア教王が女王を兼任するようになってもファラは王族だ。国の象徴として大切に保護される。ジャーミア様が不出来な妹を守る優しき姉という印象を国民に与える為ために長く生きていてもらわねばならないからな。もう誰もファラに手は出せんさ。それともお前はあの小さな少女に女王という重責を背負わせる気か？　考えてもみろ、あの少女が女王の器か？　人を疑う事を知らない王は国を滅ぼすだけだ」

　あくまでもファラの為、ファラを守る為、このほうがファラも幸せだと強調するナイラに、アイシャは長い沈黙の後、確認するように尋ねる。

「これは……ファラを守るため……なんですよね？」

「ああそうだ。そしてお前の家族を守る為でもある」

　凍りつくアイシャに顔を近づけ、ナイラは悪魔のように告げる。

「アイシャ、お前がファラに情が移っているのは知っている。だが任務が遂行できなければお前の妹達たちは全員スラムに逆戻りだ。お前は我われの可愛かわいい部下だが、いくら我われでもお前が裏切ればかばいきれん。上層部は妹達を孤児院から追い出すだろう」

　スラムでの生活を思い出して、アイシャは青ざめ体が震えた。

　ネズミやトカゲ、果ては虫まで食べ残飯を漁あさり、そんな物を取り合ってグループ同士で殺し合いの抗争を繰り広げる毎日。あんな地獄に幼い妹達を住まわせるわけにはいかない。

「……だいじょうぶ、わかっています」

「ならいい。安心しろ、計画が成功すれば誰も死なずに済む。死ぬのは……」

　ナイラの声に、かすかな愉悦が混じる。

「男だけだ」

「それはどうかな？」

　水を差すのは、二時間前までアサトと大浴場にいた無敗の戦乙女、マーベルだった。

　その顔は乙女のソレではなく、青き双そう眸ぼうに紅ぐ蓮れんの炎を湛えた一人の戦士のものだ。

「マーベルか、どうしてここに？」

「貴公の企たくらみに気付かぬほど私は愚鈍ではない。ここには忠告に来ただけだ」

「忠告？　貴殿はこの我われがアサトを討ち漏らすとでも？」

「数に頼る貴公ごときに勝てる相手なら苦労はしない。覚えておけ、桐き生りゆうアサトは我が二五〇〇の軍勢を退けた本物の英傑だ。小細工など真正面から叩たたき潰つぶされるぞ」

「我が軍勢はその倍、さらに二重三重の策と我われがいる」

　強気なナイラ。マーベルの目に力が入る。

「甲かつ冑ちゆうの素人でありながらアサトはこの私に勝利した。時が経たった今、彼はさらに強くなっている」

　ナイラの視線に僅わずかな嘲ちよう笑しようがこもる。

「イラハスタンとの合同演習で我に負けた貴殿に勝利したのがなんだと言うのだ」

「黙れペテン師が。それに二年も前線を離れているロートルでは説得力が無いな……いや」

　マーベルは一度目を閉じると覇気を鎮め、旧友にでも接するように穏やかな表情を取る。

「男を知らぬ貴公には何を言っても無駄か」

　ナイラの横を素通りして、背中越しに呟つぶやく。

「一度アサトとヤれば分かる。男を知ると人生が変わるぞ」

　それでも、ナイラの表情は変わらない。

「ふん……負け犬が」

　　　◆

「人類の三大禁忌って知ってるか？」

　千年前の乾いた砂の大地で凪なぎ本もと怜れ央おが聞いてくる。

　特殊作戦分隊群、第一一分隊のメンバーは死体の転がる敵ベースキャンプの中を歩き、生存者と食糧捜索作業の最中だ。何せ今月に入ってからトカゲや虫、水みず苔ごけしか食べていないし、それすら一週間前までの話である。他の部隊は別の場所を見て回っていた。

「人殺し、人喰い、強ごう姦かん。前聞いた話なんだけどよ、何な故ぜか人種も国も時代も関係無くこの三つが人間が絶対に犯しちゃいけねえ最大の禁忌に指定されてるらしい、それで質問だ」

　中学時代、最強の喧けん嘩か番長として恐れられた怜央らしからぬ道徳の話かと、皆血に濡ぬれた土の上を歩く。

「なんで全部日常化してんだ？」

　この一週間、泥水しか口にしていない朝あさ徒と達たちは思いだす。昨日、地元民を強姦する敵兵を撃ち殺した時の事と、自分達が最後に食べたモノを。

「戦争だからだろ？」

　朝徒が静かに答える。

「戦争だから祖国を守るために相手を殺す。いつ死ぬか分からない身だから犯す。そんで食べる物が無いから喰える物はなんでも喰う」

「……ぼく、もう殺したくない」

　後ろを歩く広ひろ見みが立ち止まり、皆振り返った。

「なんで殺さなきゃいけないの!?　ぼく達人間でしょ!?　なのになんで!?」

「涙を流すな、水分がもったいない」

　冷静な小こ鉄てつに広見が食いつく。

「なにさ!?　小鉄なんて普段から正義正義って言ってたのに平気で三大禁忌犯すじゃない！　何が正義だよ！　結局ぼくらがやってるのってただの人殺しじゃない!!」

　広見の熱い言葉に、正義バカの天てん道どう小鉄はやはり冷静に言う。

「ならば無抵抗を貫くか？　こちらが殺されるぞ。敵を殺すのは悪で仲間が殺されるのを見過ごすのが正義か？」

「でも割り切れないよ！　ぼく機械じゃないもん！　人を助ける為ために別の人を殺すなんてわかんないよ！」

　広見は幼い顔を歪ゆがめ、泣き崩れる。

「なら君は殺さず殺されればいい。私は生きて皆を守る為に戦う道を選ぶ。たとえ死後地獄に落ちたとしてもな。だが自らが高潔なままでいたいという我が身可愛かわいさに、戦いから逃げる奴やつに偉そうな事を言われる筋合いは無い」

「そんな、ぼくはそんなつもりじゃ」

　広見は弱々しく頭を振り、視線を落として口をつぐんでしまう。

　その小さな頭をなでたのは朝あさ徒とだ。

「広見……俺はお前を助ける為なら敵を殺すぞ」

「え？」

　驚き見上げる広見に、朝徒は続けて質問する。

「広見は俺が敵兵に殺されようとしていたらどうする？」

「敵兵を撃……」

　言葉を呑のみこみ、広見はうつむいた。

「俺はさ、お前がいない世界で生きるなら、俺が人殺しになった世界で生きたほうがいい。ようはそういう事だ。俺だって人殺しが好きなわけじゃない。でも俺が人殺しになるのと仲間が死ぬのを天てん秤びんにかけて、日本が侵略されるのと天秤にかけて、日本に残してきた連中が苦しむのと天秤にかけたらさ」

　広見の両ほほをつかみ、顔を上げさせる。

「人殺しなんてなんでもねぇよ」

「朝徒……」

「それに小鉄、お前も言う事あるんだろ？」

　話を振られて、広ひろ見みを否定した小こ鉄てつは鼻を鳴らす。

「さっきの話だが、広見の言う事はそう間違ってはいない……私は、私わたし達たちは悪の敵で、正義の味方かもしれないが、正義ではない」

「で、でも小鉄いつも正義正義って」

　一年生の時から正義馬鹿として通っていた天てん道どう小鉄の信じられないような言葉に、広見は動揺する。

「私の目指す真の正義とは敵も味方も全てを救う事だ。正義の頂点、救世主とは全てを救う者の事。決して他を助ける為ために他を切り捨てる者の事ではない。だから私は自国の利益の為にこの戦争を仕掛けた者達と戦う『悪の敵』であり、罪と力無き弱き民衆を助ける為に戦う『正義の味方』だが、『正義』そのものにはなれないんだ。人殺しという罪を犯さなければ人を救えないからな」

　そして朝あさ徒とが続く。

「でも、こんなの俺らが勝手に思っている事で他人に押し付けることじゃない。人を傷つけたくない。その気持ちは人として正しい。だから広見、この遠征が終わるまでに決めるんだ。俺達と同じ道を歩くかどうかを」

　そう言って振り返り、再び朝徒は歩きだす。残りの分隊メンバーも無言でそれに続いた。

　乾いた静寂を破り、大人の声がしたのは、その時だ。

「朝徒ぉ！」

　別の日本軍部隊だ。はっきりと区画分けされているわけではなく、捜索作業をしていればこういうこともあるが、三〇人ほどの大人達はただの挨あい拶さつというわけではなく、小銃を左手に保持すると年下の朝徒に右手で敬礼をした。

「さっきの戦いでは命を助けられた。感謝する」

「君が先頭きって敵陣へ斬きり込こんでくれたおかげでこれだけの兵が生き残れた」

「君は勇敢な兵士だよ、ありがとう」

　大人達の惜しみない感謝に、朝徒は鋼のような表情で敬礼を返す。

「いえ、自分は任務を全まつとうしただけです。皆様には生き残って頂き感謝します」

「君のお爺じいさんの事は都市伝説かと思っていたけど、君を見れば本当だと思ってしまう」

「……いえ、自分など祖父に比べれば未熟者ですが、ありがとうございます」

　短い会話の後に大人達は笑い、手を振りながら去っていく。朝徒達は歩みを進め、その姿に広見は叫んだ。

「戦う!!」

　背後の声に、朝徒はまた振り向く。

「茨いばらの道だぞ、死んでも天国には行けないぞ」

「それでもいいよ、だってぼくは」

　軍服の袖そでで涙を拭ふき、広ひろ見みは顔を上げる。

「自分の意志でこの軍服を着たんだから！　それに、朝あさ徒と達たちの隣がぼくの居場所だよ」

　広見は自身の胸に拳こぶしを当て、確かな決意を心に刻んで朝徒の横に並んで歩く。

　これが日本史上最強と謳うたわれた少年兵分隊、第一一分隊。別名朝徒分隊。彼らがまだ『通り名』で呼ばれる前の姿である。

　　　◆

　徐々に意識が覚かく醒せいすると、あまりの寝心地の良さにうとうとして、また眠くなってしまった。体は普通だが、頭の座りがよくて、枕まくらの弾力が気持ち良い。

　そういえば俺って今アラウビアのお屋敷に泊まってるんだっけ。流石さすがはセレブ、こんな最高級枕でいつも寝ているなんて贅ぜい沢たく過ぎるぞ、と思って頭を動かし違和感に気づく。

　なにやら妙に温かい。頭をまわし、枕に頬ほおがふれるとそのぬくもりに気づく。人肌に温められた暖房枕だろうかと思って触ると、何やらすべすべしている。

　だがタイルみたいに硬いわけではない。すべすべという擬態語を使っているがそういうのではない。そして何やらむちむちとおモチのように柔らかくて、けどゼリーのようにぷるんぷるんでもある。なんだこの不思議素材は、となでまわしほおずりをすると、頭上から可愛かわいらしい悶もだえ声ごえが聞こえた。その声と同時に、俺はこの肌触りを思い出す。これは、

「マイ……カ？」

「あ、起きたアサト？」

　目を開けると、マイカが胸越しに俺を見下ろしていた。

　どうやら俺はベッドの上に、マイカのヒザ枕で寝ているようだ。

　不思議素材の正体はマイカのふとももだったらしい。どうりでキモチイイはずだ。

　そうなると急に恥ずかしくなってくる。後頭部はマイカのふとももに、頭頂部はお腹なかに密着していて、首から上がマイカのいい匂においに包まれて俺の鼻び腔こうをくすぐる。

「さっきはごめんねアサト。佐さ久く間ま先生が急にバスタオル引っ張るもんだからさ、はは」

　気まずそうにそう笑うが、俺に返答する余裕は無い。

　マイカと同じ部屋で暮らし、同じベッドで寝て、いつもこの香りにほわんとしてしまうが、なんだかいつも以上にコーフンしてしまう。

　マイカのぬくもりと匂いだけで、十分ヤラれてしまうが、さらに目の前にマイカの見事な巨乳がそびえている。その双子山の間からマイカが俺を見下ろしほほ笑む。

　身長差でいつもは谷間を見下ろしている胸を下から見上げると凄すごい迫力だ。

　千年ぶりのヒザ枕は視覚触覚嗅きゆう覚かくの全てを総攻撃してくる。耐えきれなくなった俺はギブアップして頭を上げ──

「あ、まって」

　俺を押さえようとマイカが前かがみになり、俺の頭がマイカの胸をなであげてしまった。

　頭ず蓋がい骨こつがトロけそうな感覚と、『ぁん』というマイカの小さな声。俺は耳まで熱くなり、マイカを振り向けなくなってしまう。

　視界に映る時計を見ると深夜一時。お風ふ呂ろ場ばで気を失ってからそれなりに経たっていた。すると、背後からマイカが一言。

「ねぇ、アサトってさ……おっぱい好きなの？」

「ぶふぅっ!!　ななな、なんて事を聞いてやがりますかこの娘はぁああああああ!!」

　振り返ると、自分の胸を抱き、恥ずかしそうに俺を見上げるマイカの姿があった。

「いいから……答えてよ」

「答えてって言われても」

　その時、俺は頭の中でシミュレートしてみる。

　大好きです→アサトのエッチ！　脳内マイカが蹴けってきた。

　興味無いよ→あたしに魅力がないって言うの!?　脳内マイカが殴ってきた。

　どっちにしてもマイカが体を痛めるが、手より足のほうが丈夫だろうと俺は、

「すす、好き……だよ……」

「へぇ……そうなんだ、えへへ」

　殴りも蹴りもしなかった。マイカはまるであたらしい玩がん具ぐを手に入れた子供か、でなければ思いがけない拾い物をしたように笑う。その反応を不思議に思ったが、俺は流した。

「まぁいい、とにかく明日は軍事演習らしいし、俺はもう着替えて寝るよ」

「じゃああたしも今日はここで寝るから」

「って、遠征先でぐらいよそで寝ろよ」

「むぅ、なによアサト、家族が一緒に寝ようって言ってんのに断るの？」

「わ、わかったよ、ここで寝ろよ」

　頬ほおを軽く膨らませて怒るマイカに負けて、俺がそう言うと、マイカは途端に笑顔になり制服を脱ぎだした。

　細かい刺し繍しゆうの入ったピンク色のブラと深い谷間が俺の視線を惹ひき付つける。たまらず、俺は慌てて背を向けながら振り向きたい衝動と闘うのだった。あぁ、千年前に帰りたい。

　　　◆

　アラウビア王国滞在三日目、五月四日の午前。俺は軍事演習地の広い荒野に立っていた。

　アラウビア製量産型軍事甲かつ冑ちゆうジェンニの黄色の機体二一〇〇機が正方形になるよう並ぶ中、中央に立つ赤いスサノオは上から見ると日の丸弁当の梅干しぐらい目立つだろう。

　ちなみにマイカ達たちは王宮の三日月館で待機。あくまでもこの軍事演習は俺が邪悪か否かを判断するために行うもの。味方のフォローが一切ない、俺だけの状態で何も問題が起きなければ否とする、というのがジャーミア教王の言い分だった。

『ではアサト上等兵、内容を簡単に確認する』

　通信機越しに聞こえるアラウビア軍幹部の声に俺も答える。

「はい、お願いします」

『本日午前〇マル九キユウ〇マル〇マル時にイラハスタン軍の自律兵器が国境警備隊を壊滅させ国内に侵入。我々は味方増援部隊の準備が整うまで敵イラハスタン軍をこの荒野にとどめておく』

「了解しました。ですが何な故ぜ演習なのに実弾を使うのですか？」

『これは貴様が安全な存在かどうかを見定める為ための実験だ。模擬弾ではなく危険な実弾を持たせ、それでなお問題が起きず無事演習が終われば貴様は無罪放免というわけだ。安心しろ、どうせ敵は全すべて自律兵器。どんなに壊しても問題はない』

　地平線の彼方から近づく戦闘ロボの群れに、俺が顔をしかめる。

「お金がかかってそうですね。それともあれは模擬専用に用意したダミーロボですか？」

『いや、全てイラハスタンから輸入した本物だ』

「本物!?　あの、確認しますが本当に撃っていいんですか？」

『ああ構わん。何せ貴ヽ様ヽをヽ殺ヽすヽ為にわざわざ用意したのだからな。少しは抵抗して貰もらわねば用意した甲か斐いが無い』

　俺の脳が一気に冷えた。そういう事かよ…………

　周囲の軍事甲かつ冑ちゆうが一斉にこちらを振り向き、銃を構え、そして引き金を引く。

「スサノオ、ＳＡＳスーパー・アクセラレイシヨン・システム起動」












第四話　おい女、お前ら温室育ちと男じゃモノが違うんだよ！



「男の人って恥ずかしがり屋なんですね」

「もおそうなんですよ、裸見られるのが恥ずかしいなら分かるけど見るのが恥ずかしいなんてどんだけウブなんだって話ですよ、でもそこが可愛かわいくって」

　その頃ころ。マイカ達たちとファラは屋敷の部屋で紅茶を飲みアサトの話で盛り上がっていた。お姫様と言っても話せば普通の女の子で、マイカ達は安心する。

　お姫様相手に最初は気後れしたマイカ達だが、ファラの親しみやすさと友達になって欲しいという頼みから、敬語は使うがノリは随分と軽い。

「それでわたしが頬ほおにキスしたら赤くなってたんですね。確かにあれは可愛かったです」

　マイカの乙女アンテナがぴこんと反応する。

「キス？　っていつですか？」

「はい、大浴場で一緒にお風ふ呂ろに入っている時に」

「「大浴場で!?」」

　マイカとエリコが思わず声を大にしてしまう。

　大浴場、つまり裸で、しかもキスまで。マイカは思春期特有のたくましい妄想力で色々と考えてしまう。

「すいません、姫って何歳ですか？」

「一〇歳です」

　小学校高学年。恋愛対象外のチャイルドかレディかと問われれば微妙な年齢である。

　悩んだマイカは、さらに質問をした。

「でもあいつと一緒に入って恥ずかしくなかったですか？」

　ファラは頬ほおを染めながら、

「実はちょっと恥ずかしかったです。いつも親衛隊達たちと一緒に入っているのに変ですよね」

　さらに頬に手を当て、

「でも恥ずかしいのになぜか嫌じゃなくて、あれ？　わたし何を言っているんでしょう？」

　そして嬉うれしそうに、

「その後、体を洗ってもらったのですがアサトに体を触られると、その、言えません！」

　ファラが両手で顔を隠し、マイカは確信した。こいつクロだ、と。

　アサトの転校初日のお風ふ呂ろ場ばや、ゴールデンウィーク前、アサトに胸を揉もまれた時の不思議な感覚。男の特異性は、普通お風呂場でなら裸を見られても平気なのに、男に見られると羞しゆう恥ちが爆発するだけではない。

　女の子同士ならふざけあって『マイカ、あんたまたおっぱい大きくなったんじゃない？』などと言われて胸を揉まれても少しは恥ずかしいが『もう、ちょっとやめてよ』とふざけ返す余裕がある。

　なのにアサトに胸を揉まれるとやはり信じられないくらい恥ずかしくて、早く離して欲しいのに、同時に、とてもキモチいいのだ。それこそ胸を中心に電流が走り、その未知の感覚に頭がパニックになって、冷静な思考ができなくなる。

　エリコが口をキュッと結び、自分の胸を見下ろしている。おそらくエリコも先月、アサトに胸を揉まれた時、似たような経験をしたのだろう。

　だが流石さすがのファラも唇にキスはしていないだろうと、マイカはファラを見ながらまだ自分の勝ちだと心を落ち着かせる。

　そうやってアサトの事で盛り上がっていると、ようやくサオリも口を開いた。

「あの腑ふ抜ぬけ古代人が。裸が恥ずかしくて兵士が務まるか」

　いらだちをあらわにサオリが紅茶を飲む。

「これは矯正する必要があるな、今度私かカナデの部屋に泊まらせよう」

「何をするつもりですか教官!?」

　エリコの激しい問い。サオリはきょとんとする。

「うむ、すでに訓練後はいつも私の背中を流させているが、それ以外の風呂も私の部屋で一緒に入れば浴場と違い逃げられないだろう？　それにカナデは寝る時基本全裸だからな。一緒に寝れば他人の裸に免疫ができるだろう」

「だめです先生！　そんなのあたしの家族が先生の迷惑になります！　って今なんて言いました!?　訓練の後一緒にシャワー入ってるんですか!?」

「そうです。その役目は是非クラス委員長であるこの桜さくら庭ばエリコに！　クラスメイトの体質改善の為ために尽力致します！」

　三人集まり姦かしましい防ぼう衛えい学がく園えん三人娘（一人成人女性）に無視されファラが困惑する。

　そんな中、不意にサオリが席を立った。

「ど、どうしましたサオリ大尉？」

「いえ、物音が」

　ドアを開けた途端、廊下の衛兵が部屋に倒れ込んできた。衛兵の血が絨じゆう毯たんを汚すのに目を奪われず、サオリは目の前の敵の銃口をつかんで逸そらしながらヒザで蹴けり飛とばす。

　あまりの威力に敵は宙に浮いて廊下の壁にぶつかったが、間髪いれず部屋には武装した兵士がなだれ込む。計八人の兵士がライフルを手に脅してきた。

「おとなしくしろ！」

「抵抗しなければ楽に殺してやる」

「ちょっとこれどういう事!?　なんなのよ急に！」

　当然ファラの差し金では無い。

　もしそうならファラが退室してから敵が来る筈はずだからだ。

　敵の狙ねらいにファラも含まれている。つまりこれは自分達たちを殺す目的だけではなく。

「まさかクーデター？」

　マイカが叫ぶと、武装した兵士達の喉のどから笑い声が漏れる。

「その通りだ。軍はすでにジャーミア教王様の手中にある」

「黙って死にな」

　こちらの戦力はファラを戦力外と考えて非武装の軍人三人。対して敵は武装した兵士八人。廊下にはまだ仲間がいるだろう。

　マイカは中学時代から培ってきた喧けん嘩かの本能に訴えかける。

　踏んだ場数には自信がある。先月、アルタニアが攻めて来た時は『敵の奇襲』に母が死んだ時の事を思い出し、アサトがどこか遠くに行ってしまう気がして震えてしまった。だが、最強を宣言するアサトのおかげでもうそんな事はない。

　やってやる！　と、マイカは腹を据え、握りこぶしを作った。

　　　◆

「な、なんだ!?」

　部屋から吐き出された仲間に廊下の兵士達が飛び下がる。

　勢いよく投げだされた仲間の後から出て来たのは、両手に仲間の頭を一つずつつかみ、引きずる東洋人だ。その鋭い眼光には抜き身の剣にも似た迫力があった。

「この私に銃を向けてどうなるか……分かっているのかぁ!!」

　悪魔の咆ほう哮こうに兵士達たちが竦すくむ。戦場の悪魔、日本の英雄佐さ久く間まサオリは一瞬で敵兵との距離を詰め片っ端から柔道の動きで投げ飛ばしていく。

　銃口を見れば弾道は読める。後は引き金を引くタイミングに合わせて動けば銃は怖く無い。敵の動きを見ると防弾防刃防打効果を持った簡易強化スーツを着ているのが分かるがどんな物にも弱点はある。一定の衝撃を受けた部位が瞬間的に硬化する現代の防御スーツはあらゆる攻撃を通さないが、物理法則により衝撃だけは軽減できても無効にはできない。

　つまり、鋭い拳こぶしや蹴りではなく、敵の全体重を利用してやる柔道の投げ技で敵を床に叩たたきつければ、その衝撃で敵は呼吸困難に陥る。

　背中から思い切り床に叩きつけられた敵の口から肺の中の空気が一気に吐き出され、無傷にも拘かかわらずもがき苦しむ。

　柔道五段、学生時代は全国チャンプとも渡り合った経験のあるサオリに敵兵は受け身も取れずに倒れていく。

　佐久間サオリ、日本国内ならば、およそ闘争にかけて彼女の右に出るものはいない、生まれながらのバトルマシーンである。簡易強化スーツのおかげで単純な筋力や瞬発力はサオリより上のはずの敵は、誰だれ一ひと人りとして彼女に対抗できない。もっとも、

「この程度で我々をどうにかしようと思ったのかい？」

　反対方向の廊下では敵が銃を撃つ前に距離を詰め、綺き麗れいな一本背負いで必倒するエリコに敵が警戒を強めた。

　才能一点に関して言えば、天才桜さくら庭ばエリコはサオリ以上だろう。

　アサトという例外がいなければあらゆるジャンルにおいて生涯無敗。体力測定全種目が全国高校記録の一歩手前、加えて抜群の戦闘センスは神童と呼ぶに相応ふさわしい。千年前の不良男子が束になってもエリコは彼らを蹂じゆう躙りんできるだろう。

　サオリ程の経験値が無くとも、エリコの頭脳は元々のポテンシャルだけで敵の銃口から弾道を自動予測。引き金を引く指を自動捕捉。そして反射で敵を次々倒す。

「エリコ伏せて！」

　指示通りエリコが伏せたのを見計らって、マイカが倒れた敵から奪った二丁のライフルのうち一丁を宙に放ほうった。

　銃は撃つものである。それを何な故ぜ投げるのか、きっと敵は全員疑問に思ったことだろう。

　その隙すきをついてマイカがもう一丁のライフルをフルオートで発砲。前方の敵は次々に倒れ、防弾スーツのおかげで死にはしないがアバラと内臓の痛みに苦しんでいる。

「マイカ君、投げ剣ならぬ投げ銃なんてどこで覚えたんだい？」

「自然にね。喧けん嘩かじゃ相手の意表を突くのは基本中の基本よ。木刀や竹刀をそれっぽく構えてから投げるとみんな馬鹿みたいな顔して隙すきだらけになるのよね。あとはそいつら全員ぶちのめせばいいってわけよ」

　エリコが呆あきれた顔をすると、突然部屋からガラスの割れる音がした。

「姫！」

　サオリに続きマイカ達たちも部屋に戻る。窓から三人の兵が飛びこんで来た。サオリが拾ったライフルの引き金を三度引き、寸分たがわず三人の喉のどに直撃。意識を失った。

「訓練が足らんな。よし、ライフルを拾っておけ。廊下では逃げ場が無く軍事甲かつ冑ちゆうを持ってこられたら終わりだ。カナデの整備室にセンゴクがある。窓からそこまで逃げるぞ」

「待って下さいサオリ教官。アシガルではなくセンゴクを持って来たのですか？」

　エリコの質問はもっともだ。

　高機動型軍事甲冑センゴクはスサノオのような専用機を除けば日本最強の甲冑。ごく一部の隊長やエリートパイロット、装甲戦士ワルキユーレしか乗る事ができないはずだ。

「念の為ためにな、一機は量子化して今も持っている。お前らも今日はセンゴクに乗れ。安心しろ、無理にセンゴクの限界出力を使う必要は無い。無理そうならアシガル程度の出力に抑えて使えばいい。だが最大スペックは高いに越した事は無い」

　マイカ達が頷うなずくと、サオリは軍服を脱ぎ量子化。軍服の下にパイロットスーツを着ていたサオリはＬＬＧの画面を展開。登録しておいた量子情報を再構築する。

　空間から光が溢あふれ、サオリを包みこんでセンゴクの形を成して装着が完了する。

「こいつのレーダーで敵を避けて行くぞ。ステルス機能を使えばこちらは見つからんしな。私が先導する、全員ついてこい！」

『はい！』

　いつの間にか指揮を執るサオリを先頭に、一行は屋敷の整備室を目指した。

　　　◆

『なんなんだこの有り様はっ！！！？』

　アラウビアに手引きしていたナイラの部下が叫んだ。

　王宮にいるナイラに代わり、アサト討伐を任されていたが部下との交信が途絶え、軍事甲冑に乗り急いで様子を見にきてみれば、Ｃ―８エリアの荒野は見渡す限り鉄クズの草原と化している。

　どの自律兵器も原形をとどめず、完膚なきまでに破壊し尽くされていた。

『七〇〇体のコカドリーユと四〇〇体のバジリコックは!?　パズズ一〇〇〇体は!?　マンティコアだって六〇〇体もいたはずだ！　我が精鋭は一体何をして、うっ!?』

　バラバラになったイラハスタン製軍事甲冑。それにイラハスタン兵を乗せたアラウビア製軍事甲冑の残ざん骸がいに、女は言葉を失った。

　彼女も戦場を経験した兵士、死体は見慣れている。だが、ここまでの数は見た事が無かった。投入した軍事甲かつ冑ちゆう二四〇六機、おそらくその大半がここで果てているだろう。

　甲冑はアラウビア製の物が明らかに多い。おそらくここは演習での自陣、つまりアサトを取り囲んでいた場所だ。

　女は想像した。アラウビア軍所属という設定で始まった演習。

　アラウビアの甲冑に囲まれた男はまず全方向からの一斉襲撃を受けたはず。

　だが全方向から襲い掛かる全ての敵を斬きり伏ふせ、鉄クズと肉塊に変え、上空へ脱出。

　その後、眼下の敵に向かってフルオート射撃で撃退。

　しかるのちに敵軍という設定だったイラハスタン軍と交戦…………

『した結果がこれか？　一人で、全戦力を？』

　男専用機のマシンスペックのデータはアルタニアから知らされていたが、それでもここまでの惨状を作れるものだろうか？

　そう思った時、残ざん骸がいの中に味方機の反応を見つけ、女は慌てて残骸をどかした。

『生きてるか!?』

　残骸から引きずり出した軽傷の軍事甲冑。だが相手の返事は無い、通信にも答えない。

『くそ！』

　ハッチを高周波ナイフで切り裂さき、こじ開ける。

「おい、返事をしろ！」

　クリアモードで自らの顔を見せ、部下に問いかける。

　すると甲冑の中では、憔しよう悴すいしきった部下が全身を震わせ、宙を見ていた。

「私が分からないのか!?　おい、返事をしろ！」

　呼び掛けに、ようやく部下は目の焦点が合ったが、今度は狼ろう狽ばいの色をあらわに涙を流す。

「中隊長!!」

　あまりの大声に中隊長が驚くと、部下は甲冑の中から這はい出だし飛び付いて来た。

「中隊長！　中隊長！　中隊長！　中隊長！」

「なんだ、なにがあった!?　どうしたんだ!?」

「私わたしは！　私はぁ！　……ああああああああああああ！！！」

　思い出して、何かが切れたように絶叫した。半狂乱状態で暴れる部下に中隊長は戸惑い、どうしていいかわからない。

「大丈夫だ、安心しろ！　私はここにいる、もう安全だ！　敵はいない危機は去った！　繰り返す、危機は去った!!」

「悪魔です！」

「悪魔？」

「悪魔……悪魔です。男は、あれは人間じゃありません……あれは、あれは…………うっ」

　嘔おう吐とし、肩を震わせる部下を抱きしめるが部下の混乱は治まらない。

　それからはもう答えず、壊れたロボットのように全身を痙けい攣れんさせながら『男が来る、悪魔が来る』と繰り返し続けた。

「一体どうしたというんだ……男？　人間のオス個体ではないのか……？」

　　　◆

「カナデ！　甲かつ冑ちゆうの準備はできているか！」

　屋敷の整備室へサオリ達たちが飛びこむと、小こ宮みやカナデはスクラップに囲まれながら無傷で投影キーボード二枚を高速で操作していた。

「私の想像より二五秒早かったわねサオリちゃん」

「昨日より今日の私の方が強いからな。それで甲冑だが」

「もちろん準備万端よ。いつでも乗れるわ」

　カナデの安否確認をしないサオリ。そんなサオリに文句も言わず笑顔で接するカナデ。マイカはそんな二人に違和感を覚えながら部屋の床を見渡した。

「小宮所長、このスクラップ」

「ああグールの残ざん骸がいよ。急に部屋に来たからこの子達にお願いしたわ」

　グール。中東で広く使われる対人用の多目的用人型自律兵器だが、五体ほどのグールは全すべて黒い装甲が引き裂さけ、部品や手足を床にぶちまけていた。

　犯人はカナデが視線で示した方向に座る三体の犬型ロボットだろう。

「お前また新しいの作ったのか？」

「うふふ、今度のコマイヌちゃんにはプラズマ加工の高周波クローを装備させちゃった♪」

　さすがは日本最年少の技術研究所所長、天才小宮カナデである。コマイヌにも傷は一つもついていない。サオリはきっとカナデなら無事だと信頼し切っていたのだろう。

「じゃあサイズ合わせにフィッティングしちゃうから、みんな乗って」

　カナデのキーボード操作で整備室に置かれた二つのコンテナが開き、中から灰色の軍事甲冑、高機動機センゴクがスライドしながらコックピットを広げた。

「ついにこれに乗る日が来たわね」

「まさかこんな形で乗る日が来るとはね」

　マイカ、エリコは制服を脱ぎ去り、コックピットの中に収納されていたパイロットスーツに着替える。パイロットスーツの下はブラジャーやショーツも着けない為ため、着替えるとなると一度完全な全裸になる必要がある。

　周囲にはエリコだけでなく、知り合って間もないファラもいて、だけどこの非常時を考えればお風ふ呂ろ場ばでなくとも特に恥ずかしいとは思わない。

　景気良く、制服に続きマイカはブラとショーツも脱ぎすてる。一糸まとわぬ姿になり裸体を晒さらすとパイロットスーツに手をかけ思う。

　きっとこの場にアサトがいたら、こんな非常時でも自分は恥ずかしく思うのだろう。

　そして見られる側ではなく、見る側なのに顔を真まっ赤かにするアサトを見て可愛かわいいと思い、視線を背けながらもチラチラとこちらを見て、自分の裸に興味津々な様子を嬉うれしく思ってしまうだろう。

　本当に、男は不思議だ。恥ずかしいけど嬉しくて。嫌なのにもっと、と思って。アサトとエッチなハプニングが起こった後は、いつも複雑な気分になる。

　そこで、自分はこの非常時に何を考えているんだと自らの頬ほおを叩たたき、気合いを入れた。

「よし、行くわよ！」

　センゴクに乗り、フィッティングが終わると頭部パーツが下りて兜かぶとのように被かぶさった。

『クリアモード起動』

　続いて体にフィットした胴体部と顔部分の装甲が透明になり、マイカ達たちは機械の手足と鋼の翼を持った機械天使のような姿になる。

　お互いの顔を確かめ合い、二人は一歩を踏み出す。

「乗り心地は量産型のアシガルとあんまり変わらないわね」

「まぁ通常出力クルーズのスペックは同じだからね。でも武装は違うよ」

　肩のハードポイントから荷電粒子砲を抜き、構えるエリコ。アシガルでは作戦に必要な時しか持たせて貰もらえないソレが、センゴクでは基本装備だ。

「あれ、なんで先生降りてるんですか？」

　マイカにつられてエリコも同じ方を向くと、そこにはセンゴクから降りて量子化するサオリが立っている。

「私はセンゴクには乗らん」

　マイカ達が疑問符を頭に浮かべると、そこで三つ目のコンテナが開いた。

「素晴らしい出来だな」

「ええ、これがサオリちゃんだけのオンリーワン、広域殲せん滅めつ特化型機体ノブナガよ」

　マイカ達が絶句した。

　センゴクよりゴツくも洗練されたフォルム。闇やみよりなお深い漆黒の装甲。巨大で禍まが々まがしささえ感じる見た事も無い銃を両肩に、身の丈ほどもある大刀を尾翼と一緒に背負うその甲かつ冑ちゆうは、なにもかもがマイカ達の常識を超えていた。

「小こ宮みや所長、その広域殲滅特化型機体というのは？」

　唖あ然ぜんとしてしまうエリコに、カナデは眼鏡の位置を直しながら胸を張る。

「アサト君専用機のスサノオはスピードをメインにした全機能特化型機体だったけど、それじゃパイロットが機体のスピードに耐えられないからね。今度は多対一に特化した武装とそれを使う為ためのシステムを積んだ機体を作ってみたの」

「ようするに私専用機だ」

「いいんですか先生、そんなの作って？」

　やや牽けん制せい気ぎ味みなマイカの口調に取り合わず、サオリはノブナガに乗りこむ。

「機体性能が限界ならば、特殊武装を積む事で戦力強化をしようというのがカナデの考えでな。世界の専用機業界も性能向上から特殊武装特殊システム搭載へと移っている。それにスサノオ同様実績を作れば認められるだろう」

「アサト君はもうスサノオのパイロットだから、今度はサオリちゃんに乗ってもらうの」

　ハッチが閉じてフィッティング。そしてクリアモードを使い、サオリは機械悪魔と化す。

「装甲戦姫ブリユンヒルデが味方とは頼もしいですね」

「あ、ファラも甲かつ冑ちゆうに乗ってるんだ」

　マイカが整備室のドアを振り返ると、そこには砂色の甲冑に乗ったファラの姿があった。

「となりの整備室に保管していたのを着てきたんです。屋敷には要人護衛用の防御特化型カスタム・ラウフがあるから。プラズマアーマーの強度は通常ラウフの二倍。今や軍事甲冑は動くシェルターですよ」

「じゃあ私も」

　と言って、いつのまにかパイロットスーツに着替えたカナデはもう一つのコンテナを開け、マイカ達たちのセンゴクに外部装甲をさらに取りつけたような姿のセンゴクに乗りこむ。

　きっとファラのと同じ、防御特化型のカスタム・センゴクだろう。

『ここだ！　グールの反応が消えて、な、貴様ら！』

















『大変です、あいつら軍事甲かつ冑ちゆうに！』

『大丈夫だ、まだ数ではこちらが上！』

『生きていればいい、どんな手を使っても姫の身柄を確保しろ！』

　廊下に続々と詰めかけるカーキ色の機体はイラハスタン製量産型軍事甲冑、ラスールに相違ない。対して、サオリは背中の大刀を抜き放ち、瞬時の踏み込みと横よこ薙なぎの一撃でラスール達たちの胴体を両断。広い廊下に飛び出すと右肩の荷電粒子砲を左手につかみ構える。

「第六天、発射！」

　荷電粒子砲はその性質上、エネルギーの充じゆう填てん時間が長いほど威力が高まるが、サオリの銃口から放たれた破壊の光は廊下のラスール全すべてを一瞬で加熱し、消滅させた。

　廊下の壁や天井は飴あめのように溶けてひしゃげ、床には断面が液化しかけた甲冑の足や尾翼パーツの一部が転がっていた。

　軍事甲冑でも楽に通れる広い屋敷の廊下とはいえ、建物の中での荷電粒子砲の使用を予期していなかったのだろう。

　イラハスタン軍はあっさりと全滅してしまった。

　一方的な戦いにサオリは無感動に粒子砲を肩に戻すが、その背後でファラが一歩下がる。

「……彼女達は……死んだのですか？」

　血の気の失うせた顔だった。目を見開き、震える唇に手を当て、また一歩下がる。

　死体はないが、死体すら残らず消えているからこそ、彼女達がどうなったかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　無理も無い。人こそ殺した事はないが、昔は喧けん嘩か番長、などという肩書を背負い荒事に慣れているマイカですら顔をしかめ、その眉み間けんにはシワが寄っている。

「そうです、死にました」

　サオリがあっさりと答える。

「次期女王であるファラ様を狙ねらいましたので殺しました。倒すべき敵ですから」

「でも何もころさなくても！」

「そして」

　振り返り、サオリはファラと向き合う。

「貴方を女王にするべく、今アサトがしている事です」

「アサトが……」

　信じられない。目でそう語るファラへサオリは告げる。

「カーノーン元帥の話ではアサトの参加する軍事演習に投入された戦力は五一〇六機。今いま頃ごろその全てがアサトを包囲し、そしてアサトは彼女達を殺しているでしょう」

　息を呑のんで言葉に詰まるファラ。背後からマイカが歩み寄る。

「驚いた？　でもねファラ、それがあんたの憧あこがれた勇者の姿で、アサトが選んだ道。誰かを守るって事は誰かと戦うって事。味方を守るって事は、敵を殺すって事。学園襲撃事件も話だけ聞けばカッコイイ武勇伝だけど、あの戦いでアサトは何百って人を殺したわ」

　マイカの話に、エリコとサオリは拳こぶしを強く握る。そしてマイカは告げた。

「でもあいつは言ったの、自分は兵士だから、みんなを守る為ために全ての罪を背負うって。それがアサトの覚悟。みんなを守る為に、目的を果たす為に人殺しの罪を被り続けるの」

　今アサトがジャーミア派の兵達たちと殺し合っている。それも自分の為に。その事実がファラに重くのしかかる。

　確かにファラは母の為に立派な女王になろうと思った。けれど、その過程で反対派を殺すなんて考えてもいなかった。

　でも反対派はそうは思ってくれない。現にジャーミア派の兵達はこうして武力行使に訴えてきている。

　なんとか話し合いで……そんな事をしている間にマイカ達が殺されたらと考えて、ファラはよろめいた。

「姫」

　エリコに支えられて、ファラはなんとか姿勢を直す。

「わかりました。とにかく、まずはこの場を脱出します。ですがこれがジャーミア教王の仕業ならば王宮はおろか軍部も既に向こうの手にあります。甲かつ冑ちゆうに乗る前に親衛隊と連絡を取ろうとしましたが繋つながりません。きっと全員どこかに監禁されているのでしょう。サオリ大尉、わたしはどうすればいいですか？」

「国がジャーミアに乗っ取られている以上、日本へ亡命するのが得策でしょう。ですが我々の船、シロスザクも包囲されていると思われます。国外へ逃げる方法はありますか？」

「それなら前にナイラが教えてくれました。親衛隊がいない時の緊急時対応という事で。我々の王族専用高速艦ブラークも敵の手にあるでしょうから、まずは王宮を脱出します。それからお金で動く人間を買収してなんとかしましょう」

「ま、待ってファラ、買収ってどうやって？」

　国をジャーミアに乗っ取られれば後で相手にお金が振り込まれるなんてことはない。それともこれから金庫まで行き大量の現金を持ってくるとでも言うのか？

「マイカ、お前はどうして貴族や王族が高い装飾品を身に着けているか知らないのか？」

　呆あきれ声ごえのサオリにマイカは首を傾かしげる。

「え、えーっと、趣味？　あ、税金対策で高い物買うって聞いたことあるけど」

「彼女達が肌身離さず宝石や貴金属を持つのは、いつでも身一つで逃亡出来るようにだ。装飾品なら誰にも怪しまれず自然に逃亡資金を持ち歩ける。まぁファラの場合、その耳飾りの一つも渡す人に渡せば喜んで亡命の手配をするだろう」

「な、成金趣味にそんな秘密が……恐れ入ったわ」

「でもこのままではアサトが……」

　不安げな声を漏らすファラを見て、マイカはカナデへ視線を投げる。

「所長、アサトが敵を片付けてからあたし達と合流することはできますか？」

「そうねぇ、演習前に通信機能にロックかけさせられちゃったから連絡は取れないけど、アサト君はレーダーで私わたし達たちの乗る日本機の位置は解わかるし、一度包囲を突破して逃げに徹すればスサノオのスピードに追いつける甲かつ冑ちゆうはこの世に存在しないから可能だけど……」

「なら大丈夫ですね」

「いや、マイカ君、姫様はアサトが死なないかの心配をしているんだが」

「は？　何言ってるのよエリコ、アサトが死ぬわけないでしょ？」

　さも当然のようにマイカは語るが、エリコは声を硬くする。

「マイカ君……私もアサトの強さは知っているが今度の敵は五千機以上。いくらなんでも戦力が違い過ぎる」

「先月アサトが撃墜したのは、千機と少しだ……」

　サオリでさえ声を落とすが、マイカは黙らない。

「先生まで何を言ってるんですか、あいつは絶対に戻ってきます！　だってあいつは」

　マイカは胸を叩たたき、言ってやる。

「世界最強だから！　『行ってきます』って言ったら、絶対に『ただいま』って言いに帰ってくるんです！　家族であるあたしが保証します、アサトは帰ってきます！」

　曇りないマイカの眼まな差ざしに、エリコとサオリはしばし無言になり、だが首を縦に振った。

「そうだな。姫様、まずは街へ逃げましょう。道案内を頼みます」

「は、はい……」

　頷うなずきながら、ファラはマイカ達の言動が信じられなかった。

　五千対一。そんな状況で仲間の勝利を信じるマイカ達。そしてマイカ達に勝利を信じさせてしまうアサト。ファラはアサトを一人でアルタニア軍を退けた日本最強の専用機乗りブリユンヒルデだとは思っていたが、マイカ達の信頼はそれ以上に見えた。

　　　◆

「散れ！」

　エリコの荷電粒子砲が犬のような頭の自律兵器パズズを、エントランスへの扉ごと撃ち抜いた。整備室からエントランスまで五度も戦闘があったが、どれも自律兵器だけだ。

「敵の軍人が見えませんね、何か理由があるのでしょうか？」

「元からイラハスタンは自律兵器を使う割合の高い国だからな、こちらには割いた人員が少ないのだろう」

「何な故ぜですか？」

「アサト討伐に人員を使っているに違いない。逆に我々は自律兵器で充分だと」

「我々もなめられたものですね」

　エリコが不満げに息をつくと風穴の開いた扉が倒れ、エントランスの様子が実によく見えてしまった。

　蛇型兵器バジリスク、トカゲ型兵器コカドリーユ、羽の生えた人狼型兵器パズズが数十体ずつ。そして授業で習ったイラハスタン軍の高性能自律兵器、ライオン型兵器マンティコアが八体、エントランスにてこちらをロックしている。

「良かったなエリコ、敵は正当な評価をくれたらしい」

「この程度で、ですか？」

　敵の砲門全すべてが同時に吠ほえた。

「カナデは姫を頼む！」

　サオリは正面に巨大なプラズマウォールを形成し、全ての攻撃を防御する。

「凄すごいプラズマ出力だな。さすがはカナデ製専用機、行くぞお前ら」

「待って下さいサオリ大尉、あの数では」

　サオリは素早く飛び上がり敵に向かう。後ろに続くのは当然マイカとエリコだ。

「心配ご無用です姫！　行くぞ、サオリ班戦闘開始エンゲージ！」

「「はい！」」

　三人はクイックブーストで散開。一見多対一は不利に思える。だが狭い室内では同士討ちの可能性のある多は、必ずしも有利とは言えない。

　マイカ達たちは多くの自律兵器相手に奮戦。三人を無視してファラに襲い掛かる敵はカナデのカスタム・センゴクの肩に搭載された自動迎撃ランチャーに撃墜された。

「ほらほらどんどん掛かって来なさいよ！」

　マイカは電磁投射小銃をフルオートで撃ち続けながら右手で荷電粒子砲を撃ち、敵が弾幕をかいくぐると荷電粒子砲を一瞬で高周波ヴアイブロブレードに持ち替え斬きり伏ふせた。

「その程度かい？　なんて、機械人形に言っても無駄か」

　エリコは右手に電離分子小銃、左手に高周波ブレードを持ったままの姿勢を崩さない。

　射程の敵を危険度の高い順に早撃ちガンマンのように一発必中で撃ち抜きながら、同時に刀道家もうなるような体捌さばき、重心移動で体重を乗せた一刀にて敵を斬り抜く。

　一切無駄の無い、計算し、デザインし尽くされたような精確無比の戦闘だった。

「すごい……でも彼女達はまだ学生では……」

「その通りですよ姫様。でも、サオリちゃんの教え子ですから」

　カナデとファラの視線の先で、サオリはその異常性を存分に発揮。攻撃範囲の広すぎる射撃武器は使わず、あえてブレードだけで戦うがそれでも広域型である。

　身の丈ほどもある長大な高周波ブレード『クニシゲ』を左手に、四メートルはあろうかという電離分子剣『サモンジ』を右手に、サオリは精密機械のように敵機を狩り取っていく。両手の一振り一振りで二、三体、場合によっては五体以上同時に撃破しているのではないだろうか。その活躍ぶりにはマイカも舌を巻いてしまう。

　パイロットレベル七。日本が誇る最強の英雄、戦場の悪魔にして究極の生物兵器となりうる男の監督を任された人物である。

　マイカは知らないことだが、サオリがアサトの教育役に抜ばつ擢てきされたのは、パイロットとしても一人の戦士としても法外な実力を持つサオリでなければ男が暴走した際、教育役の命が危険と上層部が判断したからだった。

「先生」

「教官！」

　最後に残ったマンティコア四体のうち二体をマイカとエリコが荷電粒子砲で撃ち壊す。巻き込まれ隙すきができた残り二体をサオリのブレードが両断。マンティコアは両機共ジェネレーターを爆発させて機能を停止した。

「これで全部だな。では先を急ぐぞ……いや」

　サオリが勝利の余韻も無く先を急ごうとするが、すぐに止まる。

　理由は単純。マイカがレーダーを見ると新たな敵機の反応が近づいてきて、エントランスの天井中央が崩落。瓦が礫れきと共に白銀の軍事甲かつ冑ちゆうが落ちてきた。

「構えろ！」

　サオリの合図でマイカ達たちは荷電粒子砲をチャージしながらその軍事甲冑に向ける。

『…………』

　無言の軍事甲冑は、見た事の無いタイプだった。

　アラウビア製の量産機ジェンニでも高機動機ラウフでもなければ、イラハスタン製の量産機ラスールや高機動機マラークでもない。

　頭には牛のようなツノが生え、甲冑でありながら野生の獣のような、強きよう靭じんかつしなやかな洗練された美しいフォルムだ。

　そして彼女の周囲だけ天井の瓦礫が落ちずに、否いな、宙に浮かぶ瓦礫かと思ったそれは、一つ一つが肉厚な刃を持った金属パーツだった。

　ならば考えられる事は一つ。イラハスタンの新型機、それも先月マーベルが乗って来たアキレスのような専用機かもしれない。

　先月アサトと繰り広げられた激戦の苛か烈れつさを思い出して、マイカ達は誰もが身構える。

　その時、突然白銀の軍事甲冑がクリアモードを起動。顔から胴体の装甲が透明になり、マイカ達はそのパイロットの姿に我が目を疑った。

『アイシャ!?』

　褐色の肌、左右それぞれ縛ったウエーブヘアー、けれど野性味を帯びた吊り目が今は垂れて、謝罪するような表情を浮かべていた。

「大変よアイシャ、ジャーミアの奴やつが反乱を起こしたの！」

　叫ぶマイカに対し、アイシャは眉まゆひとつ動かさない。

「アイシャ、それは君の専用機かい？　君が装甲戦姫だったとは知らなかったな」

　エリコの問いに答えず、アイシャは一言。

「みんな……ごめんな」

　白銀の甲かつ冑ちゆうが閃ひらめいた。その速度は明らかにフルバーストのものである。

　女性の体では負担が大き過ぎて、サオリでさえ三〇分ともたない高機動機や専用機の最大出力。そのいきなりの使用に不意を突かれて、反応できたのはサオリ一人だった。

「ぐぅ！」

　アイシャが従える金属パーツが瞬時に組み上がり大剣を形成。振り下ろされた一撃をサオリはノブナガの大刀クニシゲで受け止める。だが鍔つば迫ぜり合あいは長く続かず、サオリは押し切られ、薙なぎ飛とばされてエントランスの壁に叩たたきつけられる。

「ノブナガが負けた!?」

　壁から這はい出だしながらサオリが驚く。

　ノブナガは広域殲せん滅めつ特化型だが、生産ラインを整える事を考えず、カナデがサオリのためだけに作った手製。特殊武装以外の性能も従来の甲冑を超えるハイスペックなものだ。なのにアイシャが乗る白銀の甲冑はそのノブナガと真っ向からぶつかり、圧倒した。

「どういうつもりよアイシャ!?」

　自分を無視し、アイシャの視線がファラに向いた事に気付いたマイカはすぐに飛び出す。

　アイシャはまたクイックブーストだろう。一瞬の加速でファラのいる二階渡り廊下へと飛び、エリコの放ったプラズマ弾に阻まれた。

「どういうことだいアイシャ、説明しろ！」

「大丈夫、ファラは傷つけないから。ジャーミアが女王になっても、ファラは無事だから」

「ふざけてんじゃないわよ！　フルバースト!!」

　高機動型甲冑、センゴクを限界出力で機動させ、マイカは渡り廊下を滑走。高周波ヴアイブロブレードでアイシャに斬りかかる。このタイミングとスピード、そしてアイシャの剣速ならばタッチの差でマイカの刃が先に届くはずだった。だが、

「抵抗しないでくれ！」

　アイシャの大剣が急加速。マイカはブレードごと薙ぎ飛ばされ、そして見た。アイシャの大剣が短くなっているのを。元よりブレードパーツを組み合わせて形成される剣。その長さ、重さ、取り回しやすさは変幻自在らしい。

　そしてブレード同士の近接戦闘でアイシャの機体は常に有利な位置を占めていた。

　鍔迫り合いになればかならず薙ぎ倒す。それこそ、大人と子供が組み合ったように。

「姫様、こちらへ」

　カナデがファラを連れて逃げる。

　エリコがファラとアイシャの間に割って入るが、アイシャにブレードを掴つかまれると一振りで投げ飛ばされ、ドアを突き破って廊下の奥までぶっ飛んだ。

「ファラを渡してもらうよ」

　アイシャの弾丸のような跳躍の衝撃で二階渡り廊下が崩壊。ファラを連れたカナデに迫るが近接戦闘でかなわないのは実証済みだ。

　仕方ないとカナデは己が身を盾にファラを守り、そして床に叩たたき落おとされる。

「カナデ！」

　反射的にサオリはカナデの名を呼び安否を確認する。防御特化型の電離分子プラズマアーマーと物理アーマーのおかげでカナデ自身は大丈夫そうだ。

「来てくれ、ファラ」

　マイカ達たちには目もくれず、アイシャは一階に下りるとファラに手を差し伸べ、その手をエリコの弾丸が弾いた。

「その手をのけろ！」

　防御型軍事甲かつ冑ちゆうに乗っているとはいえ、ファラを巻き込まないよう荷電粒子砲ではなく電磁投射小銃を構えるエリコを一いち瞥べつし、アイシャは表情を崩さず駆けた。

　速い、だが反応できないわけではない。

　鍔つば迫ぜり合あいは避けてマイカ達は荷電粒子砲と電磁投射小銃を手に距離を取って射撃包囲戦を展開。サオリも加わり、三人で三方を囲み常に一定の距離を保ちながら休みなく撃ち続ける。対してアイシャは大剣を分解。浮遊するブレードパーツ達を操りまとい、盾にして防ぎながら距離を詰めようとする。

「ちょっと答えなさいよアイシャ。あんたどういうつもりよ!?　あんたファラの味方じゃなかったの!?」

　マイカの言葉で、ようやくアイシャの表情が変わる。

「そうだよ！　アタシはファラの味方だよ！　でも、だからこんな事してんだよ！」

「どういうことだ！」

　エリコの問いにアイシャは叫ぶ。

「全部全部芝居だったんだよ！　アタシとナイラ隊長がこの国に来た時からな！」

「うそ……」

　ファラの目が凍りつき、人形のように表情が固まる。

「考えてもみろよ！　遭難したアタシと隊長が都合よく女王と姫の海外視察の進路途中に倒れてるわけねーだろ！　国のエースが親衛隊隊長なんてやっててイラハスタンの情報部が気付かないわけないだろ！　全部そういう事なんだよ！」

　叫びながら、その告白は徐々に熱を帯びる。

「中東統一が狙ねらいのイラハスタンは中東中立国群を味方につけるためにアタシらを使ったんだよ！　誰も国のエースパイロットがスパイになるなんて思わねーもんな！　堂々と王室に潜入できたしおかげでジャーミアに近づけた！　イラハスタンの力をチラつかせればジャーミアは簡単に動いたよ！　男が軍事演習中に暴れてアラウビア軍がそれを殲せん滅めつ。男の味方のお前らは姫を人質に国外逃亡を図ろうとしてそれをアタシと隊長が喰いとめるって筋書きだ！　男を殺して中東中立国群はアラウビアの元まとまる。これでイラハスタンに寝返ったジャーミア政権は安泰。イラハスタンは一気に中東を統一できる！」

　ファラの目に涙が溢あふれ、流れ落ちる。それでも構わず狙いをファラに変え、まっすぐ駆けるアイシャにマイカ達たちが一斉射撃を行う。

　それでもプラズマアーマーを最大にし、全身を白銀の光とブレードシールドで守るアイシャは倒れなかった。

　しかし近接攻撃はアイシャに通じない、どうすればアイシャを止められる？

　この場にアイシャの機体を止められる者はいない。ならば止める方法はただ一つだ。

「ファラァアアアアアアアアアアア！」

　真紅の甲かつ冑ちゆうが正門を突き破り、アイシャを蹴りぶっとばした。

『アサトーッ！！！！』

　地球最強の生物兵器、日本のリーサルウエポンこと男の登場に誰もが歓喜し叫んだ。

　全身に充じゆう溢いつし香り立つ濃密な闘気。離れていても肌を叩たたく怒気。その五体から溢れ出る強大な覇気そのものにアイシャが目を丸くした。

「うそだろ…………」

　　　◆

　アイシャは壁に着地してから床に下りるが、すぐに後ずさって壁にぶつかる。

「アサト!?　そんな、お前あの包囲網をどうやって、演習に参加した全戦力がお前に襲い掛かったはずだ！　五千の軍勢をどうやって!?」

「んなもん全部まとめてぶっ潰つぶしてきたに決まってんだろうが！　五千の軍勢!?　俺を殺したけりゃその一〇〇倍持ってこい！！！」

　俺の怒声に言葉を失い、しばらくしてようやくアイシャは口を開く。

「ま、まぁいい。これも隊長の予想の範囲内だ。作戦をルートＢにシフト、五千機の包囲網を突破して消耗した男をアタシが殺す。この運動能力特化型機体、エンキドゥでな！」

「気をつけてアサト！　そいつと鍔つば迫ぜり合あいしたら」

　マイカが言い切る前にアイシャはパーツを組み上げ、大剣を形成し突っ込んでくる。

　俺は左手の高周波ヴアイブロブレード『フツシミ』、右手の電離分子剣『ハバキリ』で迎え撃ち、そして交差する瞬間、鍔迫り合いになることなくエンキドゥの肩を浅く斬きりつけた。

「!?」

　アイシャの表情が硬くなり、俺は言ってやる。

「運動能力特化型？　速すぎてパイロットが耐えられないから俺がスサノオに乗ってるんだ。ならパワーが並はずれてるんだろうけどよ、剣は筋力で振るもんじゃねえぞ」

「黙れ！」

　俺らの距離がゼロになり、エントランスの中央で音速の剣撃をぶつけ合う。アイシャは圧倒的な筋力に任せた破壊的な剣を振るい、俺は巧みに身をひねり、その攻撃を避け、上手く刃を当てて太刀筋を逸そらしてやる。それでも俺らの莫ばく大だいな運動エネルギーの余波でエントランスの壁にヒビが入り、床が割れた。

　俺のスサノオは全スペック特化型だが、ＳＡＳを搭載している事もあり、特にスピードに特化した機体と言える。アイシャのエンキドゥがパワー特化型なら俺のスサノオはスピード特化型。エンキドゥの剛剣が空気を抉えぐり、スサノオの瞬刃が空間を斬きり裂さく。

　俺らは互いの武器を存分に使い、互いを殺しにかかる。

「なるほどな、確かにパワーだけならスサノオ以上だ……けどな！」

　アイシャの戦い方を見切り始め、俺のスサノオが徐々にエンキドゥを押し始める。

「お前の仲間から全部聞いたよ。お前らファラからこの国奪うつもりなんだってな、お前ファラの友達じゃなかったのかよ!?　昨日ファラの事が好きだって言ってた時の言葉は、あの時の笑顔は嘘うそだったのかよ!?」

　俺の言葉で、アイシャの目に涙が浮かぶ。

「アタシだってこんなことしたくねーよ!!」

　灼熱の叫び声に誰もが瞠どう目もくし、アイシャの目から涙がこぼれる。

「そりゃ最初は騙だましてやるつもりだったさ。アタシはイラハスタン軍の兵士だ。軍の作戦行動に従うのは当たり前じゃねーか！　けどな、アタシらがスパイだって知らなくても、他国の、ましてスラム育ちのアタシに王族なのに優しくしてくれて、家族同然に扱ってくれて、そんな事されたら情の一つも湧いちまうじゃねえか！」

　感情をぶつけるようにアイシャの剣が激しさを増す。

「でもな！　アタシにだって守る家族がいるんだよ！」

「どういう事だ!?」

「どうもこうもねぇ。アタシがエンキドゥに乗れば妹達たちが軍の施設で飯が食えるそれだけだ！」

「だからってお前」

　エンキドゥの肩にランチャーパーツが展開し床に向けてミサイルを発射。爆炎の中からアイシャが奇襲する。

「『だからって』!?　てめぇら金持ち日本人にゃわからねーだろうな！　国内にスラムが無い世界唯一の国だとかフザけんな！」

　突然アイシャの剣が速度を増し、ギリギリのところで俺はそれを弾く。

「今のスピードは……」

「戦争で親を失ったアタシらが毎日どんな暮らしをしてたか分かるか!?　毎日飢えと暑さに苦しんで汚れた水と捨てられた飯を巡ってグループ同士で殺し合いだ！　おまけに勝ってもグループの中のボス達たちがみんな持ってっちまう！　アタシらガキがどうやって生きていたかなんて思い出したくもねぇ！」

　触れる剣から感情が流れ込んでくるほど叫び、アイシャは眼めを血走らせ、怨えん嗟さを込めて剣を振る。

「アタシらが何食ってたか分かるか!?　他のグループと殺し合わなきゃ殺すと言われ、それでも飯を貰もらえず虫やドブネズミに食らいつく日々さ！　その死し骸がいでも死に物狂いでむさぼったよ！」

　アイシャは語る間に剣の柄だけを新たに再構築し大剣に連結。刀身は左右に裂さけ片刃のロングソードを二本作りだす。だが、二刀流の攻撃は明らかに軽くなった分以上に速度を増し、ついにスサノオに限り無く近い速さで襲い掛かる。

「『たとえどんな理由があっても人を傷つけてはいけません』！　そんなのはなぁ、毎日腹いっぱい飯食ってあったけぇベッドとシャワーのある幸せ者の道楽なんだよ!!」

「っっ、お前、このスピード……」

「ハッ、気付いたかよ、言っただろ、エンキドゥは運動能力特化型機体。スピードも従来の高機動型の比じゃねえ！」

　ブレードの高速突きを避け、俺は焦る。当然、自分のピンチにではない。

「待てよ、こんな速度で動いたらお前の体が──」

「あいにくエンキドゥには痛覚遮断機能アルルがついててな。骨が折れて筋肉ブチ切れるまでは元気いっぱいなんだよ！」

「阿あ呆ほか！　そんなの自滅じゃねえか！　お前死ぬ気か！　戦場で動けなくなったら敵に殺されるだけだぞ！」

「だからだよ！　こんな捨すて駒ごま機体に乗りたがる奴やつなんざいねぇ！　だからスラムのガキ使ったのさ！　けどアタシはこれに八年も乗ってるぜ。何せアタシが死んだら妹達が飯食えねぇ。それどころかスラムに逆戻りだ！　だからアタシはいつだって瞬殺だ！　肉から血ぃ出ても！　骨にヒビ入っても！　完全にぶっ壊れなきゃアタシの勝ちだからな!!」

　こいつ……。アイシャという人間の在り方に俺の胸が痛む。

「だからそろそろ死ねや！」

　全ての攻撃を防ぎ、俺は自問する。なんでこんな子がこんな事してんだよ！　こいつまだ一六だろ!?　なのに、なのに何でこんな……。食いしばる歯に力が入り、俺は熱くなる涙るい腺せんを引き締め、スサノオの出力を上げながらアイシャの剣を真っ向から受け止めた。

「もうやめろ！　このままだとお前本当に」

「まだまだぁ！」

　アイシャの前蹴りが腹に命中。俺は吹っ飛ばされ、天井に着地し床に向かって跳躍する。

「いいから寝とけ!!」

　量子化された陽電子砲を再構築、左手の高周波ヴアイブロブレードと持ち替え、右手の電離分子剣を最大出力で振りおろす。案の定アイシャはそれを真っ向から受け止め静止。そこへすかさず左手の陽電子砲を至近距離から見舞ってやる。

　巨大な爆発が起こり、プラズマアーマーごとアイシャを焼き尽くす。

　それでも痛覚を遮断されている為ためだろう。アイシャは爆炎に巻き込まれながらブースターで無理矢理衝撃を振り切って襲い掛かってくる。

「アサトぉおおおおおおおおお!!」

「遅い！」

　痛みがなくとも衝撃は体と甲かつ冑ちゆうに伝わる。

　崩れた体勢で無理矢理斬りかかるアイシャの攻撃は単純で、俺は素早く斬きり伏ふせた。

「諦あきらめろ、お前じゃ俺に勝てねえよ」

「黙れ、アタシはまだ！」

　超音速で上がった右腕が停止、糸が切れたマリオネットのように垂れさがった。

「つっ、まだ！」

　駆けだした瞬間転倒。うつ伏せに倒れたアイシャのフトモモが不自然に痙けい攣れんしている。

　限界を突破したらしい。

「ちょっ、うそだろ！　まだだろ！　おい！　こんなの！　こんなの！」

　どんなに立ち上がろうとしても、アイシャの両足は動かない。両モモの筋肉が断裂したか、股こ関かん節せつがはずれたか、痛覚を遮断した彼女には分からないだろう。

「ちっくしょぉおおおおおおおおおおお！」

　涙を流し、ただ声を張り上げる事しかできない彼女を俺は憐れん憫びんの目で見下ろす。その時、

『やれやれ、貴様もとうとう消費期限切れか』

　それはナイラの声だった。しかし本人はいない。倒れたエンキドゥの頭部パーツから立体映像が投影され、俺達たちの前にナイラが現れる。

『搭乗者が戦闘不能になると作動するようにしておいたが、まさか本当に使うとはな。作戦はルートＣに移行する』

　死にかけの自分を見て無感動なナイラに、アイシャは怯おびえるように震え、唇を青くする。

「あ、あの隊長、アタシは」

『御苦労だったなアイシャ。五千機の戦力とエンキドゥとの戦闘を経た男なら最後の作戦、ルートＣで片がつきそうだ』

　アイシャの顔に希望が満ちる。

「じゃ、じゃあ施設の妹達たちは」

『そんな者はいない』

　アイシャの顔が、無機質な人形のソレになる。

「………………………………ぇ？」

　言っている意味が分からない、というように口をだらしなく開けるアイシャ。

　ナイラは、頭の悪い子供を諭すように語る。

『アイシャ、この八年間で一度でも妹達に会った事があるか？』

「だ、だってそれはずっと戦場に遠征したまま帰れなかったから」

『何な故ぜただの一度も帰して貰もらえなかったか考えなかったのか？』

「でもメールが、お姉ちゃん頑張ってって」

『字の読み書きができないからと本部の兵士が代わりに打った。そういうメールだったな』

「……じゃ、じゃあ」

『使い捨てのエンキドゥ搭乗者の家族の生活をいちいち保障するのは税金の無駄遣い。どうせすぐ死ぬのだバレやしない。それでも何年も会わないとさすがに疑われるからな。だから想像以上に生きる貴様に軍部は考えた。なぁアイシャ、国のエースパイロットというネームバリューを持った我さえいれば成立する今回の作戦に、どうして貴様までかりだされたと思う？』

「それは……」

　現実から逃避するように目を逸そらすアイシャ。ナイラの唇が、残酷な事実を紡ぐ。

『国外に出せば妹達に会えなくても疑問に思わないからだ……ではアイシャ、そこで男共と一緒に死んでくれ。国民には男と戦い死んだ名誉の死という事にしてやる』

「……そん、な」

　全ての希望を奪われ、壊れた人形のように涙を流して抜け殻同然になったアイシャを捨て、ナイラの視線は俺に移る。

『まさかルートＣに入るとは、見くびっていたぞ。貴様の強さを認めよう、地球唯一の男。だがこれからどうする？　屋敷は一万の自律兵器が既に包囲済み、大臣は全すべてジャーミア教王側につき、王宮は既にジャーミア政権が占拠した。カーノーン元帥の命令で城内のアラウビア兵には男を討伐するよう命令が下っているし、ファラの親衛隊は隊長である我の命令で待機ルームに集合させたまま閉じ込めている。仲間はおろか貴様一人とてこの国、いや、城から出る事など叶かなわん。その汚れ切った不浄な肉体の死に場所には過ぎた場所だが、まぁいい、では仲間と最期の時を過ごすがいい。それと姫様』

　最後に視線をファラに移す。

『ご安心を、貴方の身の安全は保障致します。貴方には国の象徴たる飾り物の役目がございますので。兵には貴方を邪悪な男の手から救出するよう命令してあります。現在玉座に座るジャーミア女王と共に貴方の御帰りを待たせてもらいます』

「そこにジャーミアはいるのですか！」

『いるぞ、ファラ』

　もう姫とも呼ばず、ファラの姉にしてラーバ教最高指導者、ジャーミア教王大臣の姿がナイラの隣に投影された。

「何な故ぜです!?　何故こんな事を!?」

『何故？　お前がそれを言うか!?』

　立体映像のジャーミアは激げつ昂こうし、怒鳴り散らす。

『お婆様が引退した時、教王を私が継ぐのに不満は無かったさ！　でもな、母が倒れたら長女である私が女王となり、次女のお前が教王をやればいいではないか！　なのに病に冒された母は自分が倒れたら女王は妹であるファラ、お前に継がせるなどと言いだした！　母にお前を補佐するよう言われた時の私の気持ちが分かるか!?　何故お前なんだ!?　私は長女で教王を立派に務めあげていた！　なのに！　お前が幼い頃ころからの私の夢を奪っていったんだ!!』

「そんな……わたしは……」

　ジャーミアの言い分は分かる。女王の長女、普通に考えれば次期女王はジャーミアだ。

　きっと、ジャーミアは幼い頃から自分が女王になると信じ生きて来たのだろう。教王になった時も、女王になる前の社会勉強、教王を経験するのも悪く無いとか、妹が大きくなるまでの代理と割り切っていたに違いない。

　なのに、母は突然女王は妹に譲ると宣言し、幼い頃信じていた女王への道を閉ざされたのだ。ジャーミアの怒りや苦しみは想像するに難く無い。

　だが、それは所しよ詮せんジャーミアの個人的な感情だ。ジャーミアとファラの母が王位に生まれた順は関係無いと思う人であれば長女かどうかなんて関係無い。それにジャーミアが教王経験を積み、教王業に慣れたならそのまま教王をやらせるのは悪く無い選択だ。

　むしろせっかく教王業に慣れた者を女王にして、教王業をした事のないファラを教王に据え、宗教国アラウビアの女王も教王も素人というほうが問題がある。

　ならば年若くともファラに女王を任せ、慣れた教王業をやりながら年長者のジャーミアがファラを補佐する、という判断は決して間違ったものではない。

　唯一の問題は、母親の真意、気持ちがジャーミアに伝わっていなかった、もしくは、母親があくまで女王になりたかったというジャーミアの気持ちを理解してあげられなかった事だろう。

『だがこれで私の勝ちだ。そうだ、私の勝ちなのだ！　はーはっはっはっ！　この国は私の物。アラウビアの女王はこの私だ!!』

　　　◆

　大笑しながら半透明になり、そのままジャーミアとナイラの姿が消えると、エントランスは葬式のような空気に包まれていた。

　アイシャだけでなくファラ、そしてマイカやエリコもその顔に希望は無く、奥歯を噛かみ締しめていた。

　戦場の悪魔と恐れられるサオリは、流石さすがに絶望こそしないが、どうにか今の戦力で逃げる方法は無いかと焦燥感に駆られていた。

　ファラは無事日本に亡命させねばならない。こちらは高機動型甲かつ冑ちゆう二機と専用機二機。これでは一万の自律兵器とその他大勢の軍事甲冑に乗っているであろうアラウビア兵の包囲網を突破するなど不可能だ。

　やはりこっそりと抜けだすしか……だがどうする、この屋敷に抜け道でもあれば別だが敵は身内。そんなものがあったとしても全すべて把握しているだろう。

　どうすればいい……

　敵地で孤立し、敵部隊に包囲された時。

　救援部隊が全滅したと知らされた時。

　残りの弾薬が少なくなってから補給路が断たれた時。

　かつて戦場で何度も味わった感覚だが、今回はその規模が違う。

　先月の戦いでアサトとスサノオの絶対的な戦力は知っているが、今回はその何倍もの敵がいるのだ。戦場の悪魔が『無理なのか』と自問した時、その声はした。

「なぁファラ、お前言ったよな？　お母さんが目を覚ました時、立派な女王になった姿を見せてあげたいって」

　姫様相手にあえて普通に話すアサト。その言葉にファラは「はい……でも……」とうなだれる。

「もう無理です。アサトもナイラの話は聞きましたよね……どんなにわたしが想おもっても、もうどうにもならないんです……この国は、ジャーミアの」

「そんな話は聞いていない!!」

　感情的な声で叫び、アサトは身を硬くするファラに歩み寄る。

「できるかどうかじゃない！　ファラ、お前はどうしたい!?　玉座に就くって願いはもう捨てたのか!?　お母さんの跡を継いで国民を守りたくなくなったのか!?」

「そんなわけない!!」

　涙を流し、ファラは握にぎり拳こぶしを作って肩を震わせる。

「なりたい……お母さんがわたしを選んでくれたんです。お母さんの跡を継いで、女王になって……お母さんみたいになりたい！　この国の王として国民の全てを守りたい!!」

　涙混じりの訴えを最後に沈黙が流れ、アサトが波紋を投げる。

「じゃあ、約束は守ってもらうぞ」

『約束』という単語に誰もが注目する中、アサトは胸を張って言い放つ。

「約束したよな、俺にお前を助けさせてくれるって！　だから俺にはお前を助ける権利がある!!」

　皆が目を見張ると、今度はアイシャへ歩み寄り、アサトはうつぶせに倒れる彼女を抱き起こして、やわらかく床に寝かせ直す。

「大丈夫だアイシャ、安心しろ、心配するな、全部俺が何とかする」

　アイシャの頭を優しく、慈しむようになでて、アサトは立ち上がる。

「この国はジャーミアのもの……か、なぁマイカ」

　五千機もの敵と戦い、エンキドゥと戦い、身も心も疲れきっているであろうアサトは、信じられないくらい穏やかな表情で佇たたずんでいた。

　自分に向けられているものではないのに、自然とサオリを満たしていた焦燥感が消えて、胸が軽くなる。

「俺、ちょっと女の子の為ために国一個滅ぼすわ」

　そしてファラ姫へ、

「安心しろって、おヽ前ヽのヽ国ヽはヽ俺が守るからさ」

　アサトは破壊されたエントランスの正門に向かい、マイカ達たちに背を見せた。

「ッ！！！？？」

　刹せつ那な、サオリの視界が地獄に変わった。いや、アサトから地獄が溢あふれだし、世界を塗ぬり潰つぶしている。視覚情報にまで訴えかける死の匂におい。サオリが見て来たどの兵士より、どの戦場より濃厚で濃密な、深しん淵えんなる深海よりなお重く、暗く、そして冷たいソレが、たかだか一七歳ごときの少年の形を成して歩く。

　一歩、また一歩進むごとに深くなる地獄。

　アサトが地獄に落ちるのではなく、地獄が移動していた。

　それになんだ、あの背中は……。サオリには、その背が一人で戦地に赴く兵士ではなく、仲間を引き連れる隊長の背に見えた。

　先月の事件同様、アサトはマイカ達を残して一人飛び立つ。

　他の者はアサトの地獄には気付いていないだろう。これは数多くの戦場を駆け抜けたサオリの並はずれた第六感だから体感できたことだ。

「アサト……」

　年若い少年が最後に見せた笑顔と、彼の背が語る地獄を思い出す。

「千年前に何があった…………」

　　　◆

　千年前、アサトは言った。

「俺ら一一分隊は今敵地奥深くで孤立、援軍は来ない。周囲は敵一個大隊に包囲されてこちらの弾薬はほぼゼロ。なぁみんな、こんな状態で帰ったらよ」

　世界一馬ば鹿かな男子達たちに、最高に馬鹿な男は満面の笑みで告げる。

「俺らヒーローだぜ」

　男達は円陣を組み、拳こぶしを突き出して声をそろえる。

『俺らが死ぬにはまだ早い、そして』

　拳と一緒に声を突きあげた。

『みんなで帰るぞ！』

　　　◆

「なんなんだアレはぁあああああああああああ！！！！？？」

「雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お雄お！！！！」

　アラウビア軍最高司令官、カーノーン元帥の絶叫も知らず、アサトは思う存分かつての自分に返っていた。

　眼めに映る全ての敵に容赦なくタングステン弾とプラズマ弾を撃ち込み、近づく全てをブレードで惨殺し、ハードポイントの陽電子砲のエネルギーが溜たまると敵機の固まった場所に撃ち込み一掃する。スサノオのＳＡＳについてこられる自律兵器など望むべくもなく、先月の事件の再現だった。

　両手に銃や剣を器用に持ち替え、全ての障害を駆逐しながら全ての攻撃をかわし、弾き、まさに万夫不当の戦神そのものだ。スサノオの名に恥じない殺さつ戮りくぶりは感情を持たない自律兵器でなければ即座に逃げ出していることだろう。

　戦闘開始から三分、既に千機以上の自律兵器が撃墜されている。あの男に数の利は効かない。熟練パイロットの判断力に劣る自律兵器では無理だと、男はまだ一七歳と聞いているが関係ないと、カーノーンは部下であるアラウビア兵達に出撃を促すが全員震えあがり、元帥の言う事すら聞かない有り様だ。

「てめぇら良く聞きな！」

　クリアモードで素顔を晒さらすアサトは、トドメとばかりにこの時代に来て初めて、意図的に殺意を解放した。先月マーベルを襲ったのは自然と全身から溢あふれだしたモノ。

　だが今度は威嚇の為ため、全力で殺意を放つ。

「戦場は女子禁制、破った奴やつは全員、皆殺し駄だ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖あ唖ああああああああああ！！！！」

　覇気、気迫。超能力やオカルトではなく、一流の武芸者同士が戦う時は当たり前のように行っている技であり、平成日本においては剣道の上位有段者などが使用していたが……が、である。

　二十一世紀のライオンが、太古のＴレックスが、神話のドラゴンが、時代最強の強者、三十一世紀の男が張り上げた咆ほう哮こうはもはや威嚇の枠にとどまらず、明確な殺傷力を伴い城中の全兵士の心臓を握りつぶした。

　叫ぶ直前にスサノオの兜かぶとを開放し、上空から直に叫んだ咆哮は軍事甲かつ冑ちゆうのマイク機能の限界よりも巨大過ぎて、爆音となり城中に響き渡る。

　人間スタングレネードと呼ばれ、音響兵器に類されるアサトの雄お叫たけび。そのあまりの迫力と圧力にアラウビア兵達たちは一人残らず腰を抜かして涙を流し、出撃していた兵士は我先にと飛んで逃げ、失禁する者すら少なく無い。気を失い倒れた者の数も三ケタに迫る勢いだ。そこへさらなる悪魔が襲来する。

　包囲していた屋敷から飛び出す漆黒の機体、搭乗者は当然。

「ここは任せろアサト。お前はナイラを討て！」

「了解しました！」

　戦場の悪魔たる自分以上の魔性ぶりで敵を駆逐したアサトを送り出し、サオリは叫ぶ。

「悪いな木偶人形共！　この数相手で空ならばノブナガの独壇場。私の生徒に手だしはさせん!!」

「「先生ー!!」」

　言った側から飛んできたのはマイカとエリコだ。

「あたしらも黙っていられません」

「私はアサトのクラス委員長ですから」

「ではお前ら、高度は一〇〇メートル以下に保てよ」

「「え？」」

「これが広域殲せん滅めつ特化型機体、ノブナガの力だ！　陽電子モード、第六天発射！」

　その手に持つ巨大な咆哮を天に掲げる。放たれた光の帯が上空の敵達を貫通、しばらくすると光が爆はぜた。

　あまりの轟ごう音おんにマイカ達が空中で体を硬直させる。

　半径数百メートルはある巨大な爆発を引き起こす。衝撃と爆風の応酬に装甲が震えるのを感じながらも、なんとか空を見上げれば、敵のいない空白地帯が広がっている。

「あの……先生……」

「巻き込まれたくなければ、分かるな？」

　マイカ達は黙って頷うなずいた。

　　　◆

　城内に配備された敵は怯おびえきり殺す必要も無い。ただ進むのに邪魔な自律兵器を片っ端から撃ち壊し、薙なぎ倒たおし、目的の部屋へ行く。

『玉座に座るジャーミアと共に待つ』ならばナイラも謁見の間にいるのだろう。

　俺が巨大な扉を蹴けり破やぶると、慌てて玉座から逃げようとするジャーミアの姿があった。

「ジャーミア！　ナイラはどこだ!?」

「ひぃ、くそ！　衛兵は何をやってるんだ。おいナイラ！　早くこい、男が来た！」

「ご安心を、何せ私こそがルートＣの要ですので」

　聞き覚えのある声と同時に、二階部分の衛兵配備用の廊下から黄金の軍事甲かつ冑ちゆうが舞い降りる。その甲冑は、あまりにも神々しかった。

　金色の燐りん光こうをまとい四枚の翼を広げ、全ての汚れを焼き尽くしそうなその佇たたずまいは、まるで太陽が擬人化したような不思議な力に溢あふれている。

　一目で『神』を連想するその機体が、ナイラの声で喋しやべる。

「ギルガメスの試作型を試すにはちょうどいい」

「エンキドゥの次はその親友ギルガメスかよ、でもなぁナイラ」

　俺の電磁投射小銃が吠ほえる。

「お前にアイシャの親友を名乗る資格はない！」

　タングステン弾を放つと同時にギルガメスの装甲が強い光に包まれ、弾丸が阻まれた。

「何!?」

　電離分子装甲ではなく、全身を覆う電離分子装甲から伸びた光が、弾丸を弾いたのだ。

「驚いたか？　これぞプラズマ操作特化機体ギルガメスが持つ最強の力、英雄王の神威バビロンだ」

　腕を組んだまま語り、クイックブーストでナイラは突然距離を詰めて来る。

「だったら！」

　素早く高周波ヴアイブロブレード・フツシミを構え、斬りかかるが光の手に遮られる。

　光の手は俺の刀を掴つかんで離さず、それどころか電離分子剣と鍔つば迫ぜり合あいをしているかのような手ごたえと火花に思わず退いてしまう。

「あの手、電離分子剣と同じものか」

　ギルガメスのクリアモードが起動。ナイラは恐ろしい程冷たい表情で俺を見据える。

「ご名答。これはプラズマアーマーのようにただ敵の攻撃を防ぐだけに非ず。触れる者全すべてを焼き尽くす神の権能だ」

　ナイラの冷たい声に合わせて、全身から触手が三本、四本と生え、その先端が手に、剣に、鎌かまに形状を変えていく。生き物のように蠢うごめき、俺を狙ねらう。

「なら！」

　素早く高威力の陽電子砲を撃つ。ナイラはまた光の手でガードするが、触れた途端に光線は爆発。謁見の間の最高級絨じゆう毯たんと床を粉こな微み塵じんにして、ギルガメスの黄金のボディを灼しやく熱ねつの業火と衝撃が包み込む。ジャーミアはとっくに廊下へと逃げ済みだ。

「下等な愚者め」

　爆炎から放たれた五つの閃ひらめきが俺を襲う。

　瞬時にかわすが、その変則的な未体験の攻撃をかわせたのは四つまで、残る一つが陽電子砲を真っ二つにした。

　閃ひらめきの正体はビームではない、これもギルガメスのプラズマアーム、英雄王の神威バビロンだ。

　爆煙が晴れると、光の球体に包まれたナイラが不敵な笑みを浮かべていた。

　プラズマアーマーどころかもはやプラズマボール。陽電子ポジトロン砲を喰らいなお無傷の神威を前に、並の兵なら戦意が挫くじけてしまいそうだ。

　俺はすかさず両手に電磁投射小銃と電離分子小銃を構えフルオートで撃ち続ける。

　効かずとも良い、ただ相手のエネルギーを消費させるために攻撃を続けた。

「弾丸が効かないのがまだわからないか。もっとも、我われには陽電子砲すら効かんがな。では、神に代わって我が貴様を裁こう」

　ナイラの言葉には惑わされない。確かにあの力はやっかいだがそれこそナイラは神ではなく、その力は有限だ。それにナイラは試作型と言っていた。攻撃を続け、エネルギーを消耗させ続ければ、何かしらのほころびが見えるかもしれない。

　バビロンをかわしながら、俺はあらゆる部位にタングステン弾とプラズマ弾を撃ち込んだ。正面、横、頭上、背後へ回って尾翼部分や腰。だが光の手をかいくぐっても、全身を包むプラズマアーマーは三六〇度、全てをカバーしてしまう。

「無駄だ。アルタニアからの報告は聞いている。貴様の甲かつ冑ちゆうはスピード特化型らしいな、だが我のギルガメスに速さは関係ない。我がバビロンは全ての空間を掌握できるのだ」

　それでも俺は諦あきらめず、あらゆる角度からライフルを撃ち続けた。

「まったく、これだから下げ賤せんな輩は、我には効かないということが解わからんのか」

　肩から四発のミサイルを発射。再びナイラを爆炎の渦に巻き込むが、俺の視界は爆炎ではなく光の波動に奪われた。

　　　◆

　轟ごう音おんと共にアラウビア宮殿の壁から極太の光が放たれる。それを城のバルコニーから見上げていた大臣達たちは歓喜に震えた。破壊光線の中から真紅の甲冑、スサノオが力なく落下し、それを追撃せんと宮殿の風穴から黄金の甲冑が飛び出す。

「おぉ、あれがナイラ殿の」

「男がまるでゴミのようじゃないか」

「流石さすがは中東一の軍事大国イラハスタン。その力で我らの国はさらなる飛躍を遂げるのだ」

　なんとか持ち直したスサノオが空中でギルガメスの光の腕と争う。

　両手に高周波ヴアイブロブレードと電離分子剣を持ち、二本の剣で八本の触手と戦うがギルガメスの触手は先端をあらゆる武器の形に変え、時には龍りゆうの口に変えて噛みかかる。

　変幻自在、縦横無尽に戦い、そして全身に金色の光をまとったナイラの姿はまさに人ならざる神々しさを放っていた。

　大臣達がその威光に見み惚とれた次の瞬間。ナイラの機体が強い光を放ち、全身から無数の光弾が放たれた。全方位攻撃を避けられず、アサトは前面にプラズマウォールを展開し防ぐが、その攻撃は地上にも降り注ぐ。

「うわぁっ！　ナナ、ナイラ殿！」

「宮殿を壊さないでください！」

「ここにいては巻き込まれ、なぁ!?」

　ギルガメスの機体が先程と同じ輝きを見せる。またあの全方位攻撃が来る。大臣達たちが腰を抜かした刹せつ那な、真紅の甲かつ冑ちゆうが突然急加速降下、こちらへ迫る。

「ひぃっ、男が来るぅ！」

　爆音に目を閉じ、音がやんでから大臣達は恐る恐る目を開け、そして言葉を失った。

「大丈夫ですか!?　誰も怪け我がはありませんか!?」

　男が自分達の前に立ちはだかり、守ってくれた。

「う、うむ」

「ケガはないぞ」

　男は爽やかな笑顔で、

「そうですか、それは良かったです、では」

　邪悪で醜悪な異教徒は敬礼をして、背を向けると飛び去る。

「行くぞナイラ、お前らが支配する国なんか俺がぶっ潰つぶしてやるよ！」

「下等民族が、神の鉄てつ槌ついを受けるがいい」

　アサトと空に立つナイラの間に、自律兵器パズズの群れが現れる。

　忘れてはいけない。今この宮殿には一万の自律兵器が配備され、その全てがアサト達の命を狙ねらっているのだ。

　だがアサトは少しも怖おじることなく機械仕掛けの怪物達を切り崩し、薙なぎ散らし、獅し子し奮ふん迅じんの暴れぶりを発揮してみるみるナイラに近づいて行く。

「卑ひ怯きようだぞナイラ！」

「何を勘違いしている。これは決闘ではない、処刑の儀だ。神に抗あらがいしケダモノは」

　ギルガメスの輝きが増し、触手が八つから一四に増える。

「神罰を受けるがいい!!」

　空で行われる戦闘は苛か烈れつさを増大させ、多くの触手を操るナイラと、剣で立ち向かうアサトの姿が神話の一ページのようにも見える。ただ、どちらが正義かは甚だ疑問だが……

「何な故ぜだ……何故男は我らを助けた？」

「男は神の意思に逆らう悪あしき存在ではないのか？」

「いや、きっとこれも私達の目を欺くための計略」

「そうだ、油断させて騙だますのが悪魔の常とう手段ではないか」

「しかし……先程のあれは、わからん……一体なにがどうなっている」

　その大臣達たちの様子に、歯を食いしばり、叫ぶ少女がいた。

「あんたたちそんな事も分からないの!?」

　大臣達の前に灰色の軍事甲かつ冑ちゆうに乗った少女が降り立つ。

　確か男と一緒に日本から来た、マイカとかいう少女だ。

「そんなのあいつが男だからに決まってるでしょ!!」

　まっすぐな瞳ひとみで、少女は権力者達を相手取って檄げきを飛ばす。

「あいつはね！　うちのバカは困っている人がいたら見過ごせない！　他人の危機には駆けつけずにはいられない！　その為ためなら自分の命も平気で投げ出す最低最悪の究極絶対超絶大馬ば鹿か野や郎ろうなのよ!!」

　マイカは知っている。人間離れした強さを持つ彼がどれ程人間らしいか。

　千年前の仲間達の死の記録を見て号泣し、がむしゃらに訓練に励む、悲しいまでに感情的なアサトの姿に、マイカは泣きたい気持ちでいっぱいだった。

　考えてみればすぐ分かる事だ。

　射撃訓練の事故で倒れ、気が付いたら千年後。マイカは子供の頃ころ、母を失ったが、アサトは家族全員に友達や部隊の仲間、自分が知る、自分を知る人全すべてを一瞬で失い天涯孤独。それだけでなくこんな、千年後という右も左も分からない世界に突然、身一つで放り出されてしまったのだ。

　その上、世界は自分を珍獣害獣扱いし、迫害してくる。

　それはどれほど不安なのだろう、どれほど怖いのだろう、どれほどの絶望や失望がアサトを襲ったのだろう。

「でもねぇ！　……でもねぇ！」

　アサトは立ち上がり、戦った。家族であるマイカの為だけではなく、学園の人々全員を守る為に、自分を迫害した人達なのに、出撃命令は出ていないのに、アサトははっきりと言ったのだ。

『俺は誰かが死にそうになっているのを見捨てられるほど大人じゃない』

　マイカとて、昔友人の為に強い奴やつとの無謀な喧けん嘩かをしたことがあるがそんなモノの比ではない。男の強さはみんなを守る為だと言って、アサトは自らの命を賭かけ殺し合いに身を投じた。そう……何な故ぜならアサトは……

「それが男ってもんなのよ!!」

　心臓が張り裂さけんばかりに叫ぶマイカに怖おぞ気けづきながらも、だが大臣達はまだ迷う。

「しかし男の絶滅は神のご意思、ならば男は滅ぶべき邪悪な存在で」

　マイカの中で、アサトへの想おもいが爆発した。

「自分の眼めで見なさい！　自分の耳で聞きなさい！　今戦っているのは誰!?　あたし達を守ろうと必死に！　死に物狂いで戦うあいつは誰!?　男じゃないの!?　あんたらがケダモノと、邪悪だと罵ののしり蔑さげすんできた男じゃないの!?　これだけの現実を前にまだあんたらあいつを否定できるの!?」

「我々を守るため？」

「そうよ、あいつはファラに、この国とあんた達のお姫様に言ったわ『お前の国は守る』って。そしてファラは言ったわ、あんたら大臣も『大切な国民の一人』だって。あいつはね、さんざん自分の事を迫害してきたあんたらの為ために戦ってるの！　なのになんであんたらはあいつの事を信じてあげられないの!?」

「だ、だが」

　マイカの柳りゆう眉びが逆立ち、血を吐き出さんばかりに叫ぶ。

「そんなに神が怖いの!?　命を賭かけてまで自分を守り戦ってくれる人を踏みつけにして迫害することが信仰なら！　そんな呪のろいは捨てなさい！　神に頼るな!!　自分の眼めで見たモノ!!　自分の耳で聞いたモノを信じて自分の頭で考えなさい!!　そうだ考えろ！　今自分達たちが何をすべきかを！！！」

『すぐ戻ってくれマイカ君、さすがに私一人では押さえきれない』

「エリコ!?　ちっ」

　大臣達を憎らしげに睨にらみ、舌打ちをするとマイカは再び空へと戻った。

「わ、われわれは……」

















「全軍に命令する」

「カーノーン殿!?」

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くす大臣達たちの中。ただ一人、軍の最高責任者、カーノーン元帥だけは自分の意志のこもった顔でＬＬＧを使い、部下達に告げた。

「いいか貴様ら!!　今日の命令は全部忘れろ!!　正義は日本軍にありっ！　イラハスタンの自律兵器を全部この宮殿から叩たたき出だせ!!」

　腹の底から叫ぶカーノーンに、大臣達は開いた口が塞ふさがらない。

「なな、なにを言っているカーノーン」

「第一敬虔なラーバ教信者である兵達が動くはずが」

　無視してカーノーンはＬＬＧにドスを利かせる。

「おい貴様ら、私と神、どっちが怖いか考えろ！　それでも悩む奴やつにはとびっきりの情報をくれてやる！」

　一拍置いて。

「男は今、その身を挺して私を救った！　貴様ら、仲間の条件はなんだ！　我ら軍人の基本はなんだ！　元帥の名において命ずる！　全軍、己の正義に従って戦え！　私は私をイラハスタンの弾丸から守った男の為ために戦う！　文句のある奴は私と戦争だ解わかったか!?」

　次の瞬間、宮殿がざわめいた。

　　　◆

「どうだ悪魔。少しは格の違いが解ったか？」

　人を見下した冷厳な眼まな差ざしと声を向けられて、俺は宙に立ち睨にらみ返かえす。

「そうだな、とりあえずお前がタコデビルフイツシユって事がな」

「この汚物めが」

「じゃあお前はその汚物に負けるんだ。見せてやるよ、俺の全力をな」

「なんだと……」

「マーベルと戦った時はすぐジェネレータが故障して使えなかったけどな」

　思いがけない強敵と遭った時に使うパイロット殺しの限界出力フルバースト。だが俺はアシガルどころか高機動型のセンゴクの限界出力すら無制限に使える。スサノオは基礎出力が高いため、限界出力の前、最高出力マキシマムでもアキレスと戦えたが、あれは俺の本気ではない。そう、五国軍事連合の奴らは、まだ誰も俺の全力のデータを持っていないのだ。

「よく見てな、これが俺の本気で、スサノオの全力だ!!　限界出力!!」

　スサノオが一いつ閃せんの光になった。

　最高出力以上のＧが体にかかり、内臓が押おし潰つぶされそうだが、それだけの価値は十分。

「なっ!?」

　両手にブレードを構え、俺はギルガメスの周囲を飛び回る。ナイラの冷厳な表情が崩れ、僅わずかな焦りが生まれた。

　俺を捕らえようと一〇本以上のプラズマアームが襲い掛かるが届かない。

　ナイラはさらにアームの数を増やして対応するが、俺もさらに出力を上げ、限界出力の中でもさらにトップ、最大出力で空を駆け廻まわる。

「まだだ、もっと速く、さらに速く、超音速のさらに先へ、超高速で、鬼速で、龍速で、神速のさらに先へ!!　行け!!　スサノオォオオオオオオオオオオオ！！！」

　スラスターが唸うなり声ごえを上げ、俺の声に応こたえてくれる。俺のわがままに付き合い、スサノオはジェネレータを限界以上に稼働し、俺の肉体も軋きしむが千年前の戦いに比べれば余裕だ。

　プラズマアームよりも、そしてナイラのアーム操作よりも俺は速く飛び、全てのアームを避け続ける。英雄王の神威バビロンは俺を自動追尾するわけではない。操作はあくまでナイラ自身。そして軍事甲かつ冑ちゆうは三六〇度全方位が見えるが、俺の機影を捉えるのはナイラの動体視力であり、対応するのは反射神経だ。

「貴様、なんだその速さは……超音速どころの話では無いぞ……」

　さらにカナデ所長が作った全世界最速を誇るスサノオは、ＳＡＳのおかげで空中でスピードを落とさず、零秒の直角カーブを可能にする。人が虫を見失うのは飛ぶのが速いからではなく、予想外の方向へ突然曲がるからで、スサノオはそれと同じ事ができる。

「この虫ケラが！」

　龍りゆうの形をしたアームが八本、八や岐またの大蛇おろちのように同時に襲い掛かる。俺はその隙すき間まを縫うようにくぐり、他のアームをブレードで弾き、ギルガメスに接近した。

　虫のような飛び方で戦い『虫ケラ』と呼ばれ、確かに俺は虫の孫だよ、と苦笑する。一瞬で電離分子剣を腰に戻して高周波刀『フツシミ』を両手で構える。

　ギルガメスがまとう極厚のプラズマアーマーは陽電子砲すら防ぎ、撃ちっ放しの弾丸ではかすり傷も付けられない。おそらくその防御力はアシガルのプラズマウォール以上だろう。だから俺はタングステン弾よりもはるかに重い高周波ヴアイブロブレードを両手でつかみ、両腕、肩、背中、腰、ブーストの力を総動員して重く、速く、力強い一撃を真横から叩たたき込こむ。

「破ぁ!!」

　フツシミの刃が火花を散らす。凄すさまじい斥力が刃を弾こうと抗あらがう。だが俺の刀はプラズマの守りを斬きり裂さき、そしてギルガメスの右肩、その黄金の装甲から火花が迸ほとばしった。

　ギルガメスの左手からプラズマアームが飛び出し、俺はＳＡＳによるバックブーストで緊急回避した。

　傷は浅い。だが俺の刃はナイラに届いた。あの鉄壁の守りも完かん璧ぺきではないのだ。

　ナイラの額から一筋の汗が流れたのを確認し、俺は再び襲い掛かる。正面から突っ込むと見せかけてＳＡＳを使い一瞬で左へ回り込み、かと思えば今度は真上から襲い掛かる。

　自慢のバビロンはどれもスサノオの最大速力に追いつけず、虚空を貫くばかりだ。

　かすり傷がつけられたなら勝機は十分。俺は諦あきらめない、諦められない、絶対に勝つ！

　俺の脳裏に千年前の記憶が蘇よみがえる。俺は弱い。俺には才能なんてない。非才で無能なできそこない。それでも俺は最強の男あの人の……。次の瞬間、防御の薄い角度を見つけ、プラズマアームを弾いてナイラの懐に飛び込む。

「ここだぁあああああ!!」

　フツシミを両手で構え、左手で弓を引くように体を引き絞った。

　先程と同じ運動エネルギーを、今度は線ではなく点、フツシミの先端部に集中し、俺はナイラの腹部を突き刺す。だがそれはナイラの策略だった。

　あえて俺を懐深く誘いこみ、そして触手にて逃げ道を断つ。

「愚かな」

　バビロンの出力を最大にされ、俺の『フツシミ』は防がれてしまう。一度離れようとするが周囲の触手が一斉に襲い掛かってきた。

「ッッ、がはっ！」

　俺は電離分子装甲プラズマ・アーマーを最大にする。さらに『ハバキリ』も使い剣で防げるだけ防いだが、背後の攻撃は防ぎきれず、背中に熱い痛みが走った。

　尾翼が斬きられ一時的にブーストも停止。無重力感に包まれるとナイラが遠ざかり、バビロンが殺到してきた。宮殿の屋根に墜落して、バビロンに襲われた俺の意識が遠のく。

　スサノオのＡＩがパイロットエラーを叫ぶ。機械に教えて貰もらわなくても体の状態ぐらいわかる。意識が途絶えて暗くら闇やみの中に沈むようだった。

　くっそ……寝てる場合じゃねえのに……アバラが五本は折れたな、あと内臓は……膵すい臓ぞうか……早く決着……つけ……ないと……

　本人の意思とは無関係に訪れる脳のバッテリー切れは戦場では珍しく無い。

　闘志に全身が燃えているのに、気がつけばベッドの上なんてのはよくある事だ。

　一番の問題は、その後で上官から聞かされる戦いのあらまし。自分が意識を失った後、どれほどの犠牲が出たかを聞く時、俺は自分の無力感に心臓が裂さけそうになる。

　駄目だ……今寝たら……絶対に後悔……

『ねぇアサト』

　誰かの声が聞こえる。

　……誰だよ、これまさか走馬灯じゃないだろうな？　と俺は自問する。

『ねぇアサト、何があっても』

　優しい声の主の姿がおぼろげながら見える。まるで夢を見ているような感覚、そして、

『ぜったいに死なないでね』

　顔ははっきりとは見えないが、それはよく知る家族に似ていた。死にそうになったらマイカの顔が目に浮かぶ……か。それから意識的に二十一世紀の仲間や家族の事を思い出す。

　みんな俺より先に死んだ。けど今の俺には新しい家族が、仲間がいるんだ。

　ここで寝たら、また全すべて失ってしまう。そう思った俺の意識が徐々にはっきりとしてきて、取り戻しつつある五感がとある声を拾った。

　　　◆

　城の中から、屋敷の中から、城内の基地から、待機していたアラウビア兵が次々現れ、声高らかに叫ぶ。そして己が正義に従ってイラハスタンの自律兵器を駆逐し始めた。

「こ、これは一体？」

　バルコニーの手すりをつかみ、身を乗り出す大臣達たちにカーノーンが得意げに告げる。

「兵を絶対の駒こまにすべく、自らを信仰させるは上官の務めですので」

　今まで見た事も無い、カーノーンのニヤリとした笑いに、他の大臣達は乾いた笑いしか出なかった。

　　　◆

「アラウビア兵が……イラハスタンの自律兵器と戦っている……？」

　俺の倒れる屋根に降り立ち、ナイラは顔をしかめた。

「兵士共め血迷ったか。まぁいい、今日ここで戦った者は全員処刑にして」

「それは無理だぞ、だって」

　立ち上がり、俺は握にぎり拳こぶしを作って見せる。

「ファラはそんな命令絶対出さないからな」

　体の底から力が湧わいてくる。

　みんなが必死に戦う姿を見れば寝ていられない。今なら明日の朝まで戦えそうだ。

「あんな小娘は関係ない。ジャーミアが反逆者は全員殺すよう言えばいい」

「残念だったなナイラ。お前がなんと言おうが、あの子達を泣かせたお前らにこの国はやらねぇ」

「何を言っている。すでにこの国は我らのモノだ。議会であの娘の意見が通らなくなってからどれほどの時間が経たっていると思う？」

「ああ、だから俺が滅ぼすんだよ、おヽ前ヽらヽのヽ国ヽをヽな！」

　俺のハバキリがギルガメスをかすめる。

「まだやるか、いいだろう、二度と生き返れんようその首を落としてやる」

　ギルガメスのプラズマアーマーから八本のプラズマアームが生え、一斉に襲い掛かる。

「ナイラ！　お前にアイシャが今までどれほど苦しんできたのか分かるか!?」

「何？」

　ひび割れた天井を駆け回り、俺らは光の腕と刃を交差する。

「あの子はお前を信じていたんだ。光の無い世界から救ってくれたお前を！　ファラだってそうだ。周りがみんな敵だらけで、お前ら親衛隊をどれだけ信頼していたと思ってやがる!?」

「そんなもの知るか！」

　バックジャンプで空に立ち、そのままナイラは空からバビロンを伸ばし攻撃を続ける。

　俺はその攻撃すべてを弾き、ただの一撃も喰くらってはやらない。

「我らが神の役に立って死ぬのだ。アイシャも死後は光に満ちた神の元へ行けるだろう」

　ナイラの言葉に、アイシャが最後にぶつけてきた訴えを思い出す。あの子が歩んできた人生を思えば、絶望に染まったスラムから救ってくれたナイラをどれだけ慕っていたか痛いほど分かる。そして情が深ければ深いほど、裏切りの刃は長く、鋭くなる。

　アイシャの心がどれほど抉えぐられたか、アイシャは神の愛なんていらなかった。あの子が欲しかったのは……なのにこの女は、

「安心しろ、貴様の国には信仰心というものが無いらしいな。ならば貴様の仲間もすぐに貴様と同じ地獄に落ちるだろう。我われが一足先に地獄へ落としてやる！」

「神様神様神様、なんでもかんでも神様かよ」

　尾翼が壊れ、満足な飛行すらできないが俺の闘志は衰えず、むしろこの胸にはさらに熱いものがこみあげる。

「おいナイラ、お前はネズミやトカゲを喰ったことがあるか？」

「は？」

「お前は草木をかじり泥をすすった事があるか？」

「貴様何を言っている？」

　千年前の記憶が鮮明に蘇よみがえる。

「お前は！　生きる為ために死んだ仲間の肉を喰らったことがあるか!?」

「……!?」

　ナイラの表情が変わる。

「何日も飲まず、喰わず、その果てに涙を流しながら死んだ仲間の肉を喰らった事はあるのかって聞いてるんだよ！！！」

「……あるわけがないだろう……この汚らわしい悪魔めが!!」

「その通りだ。マイカにも言ってない俺の秘密を教えてやるよ。千年前、二次大戦っていう地獄の戦場に君臨して米軍から昆虫の悪魔王ベルゼバブと恐れられた日本の殺さつ戮りく王おう、鬼き龍りゆう真しん羅らは俺の爺じいちゃんで、孫の俺の通り名は極東の殺戮魔王ヴオストーク・サタン!!　鬼龍を継ぐ男だ!!」

「貴様、本物の悪魔か!?」

「ああ俺は汚い悪魔だよ。戦場で人を殺して人を喰って生きてきた。お前みたいに人間足あし蹴げにして神様見上げて土踏んだ事の無い綺き麗れいな奴やつにゃ俺はさぞ薄汚ねぇクソ野郎に見えるだろうぜ！　でもな！」

　まだ動くブーストの出力を高め、クイックブーストを起動させながらハバキリとフツシミの柄を連結させる。

「お前みたいな温室育ちの三十一世紀野郎と俺じゃモノが違うんだよっ！！！！」

「ええい黙れぇ!!　ギルガメス、フルバースト!!　モード・ウルク！！！」

　ギルガメスを覆う全身のプラズマアーマーが爆発的に膨張。光の巨人を形成し、その心臓部でナイラは叫び、光の巨人は巨大な手を俺に突き出す。

　だが関係無い。俺は機能を回復したメインブーストの力で一気に上空へ飛ひ翔しよう。フツシミと連結させたハバキリのビームエッジが消失。逆にフツシミの高周波刃を赤い光が覆い、それは一瞬で破壊の塔を天に突き上げた。

「なに!?」

「防いでみろよ、これが俺の本気」

「くぅ、英雄王の神威バビロン！　全開!!」

「オロチノ──アラマサァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！！！」

　スサノオ専用電離分子剣『ハバキリ』、高周波ヴアイブロブレード『フツシミ』を連結し実現する最強の剣『アラマサモード』。全長四〇メートルを超える神剣の一撃は、日本神話最強の怪物、八岐大蛇をも殺す勢いで半神の英雄王ギルガメスの名を冠するナイラの機体に襲い掛かる。

　アラマサの光は巨人の腕を形成する程のプラズマを消し飛ばし、ギルガメスを直撃した。

「馬ば鹿かな、こんな……こんな下等民族に我われが……我のギルガメスが……」

「いっけぇえええええええええええええええええええええ！！！！」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああ！！！！」

　破滅の光がナイラを喰くらい尽つくす。

　ギルガメスを守る全てのプラズマが消滅し、だが、その金色の身を焼き殺す直前に俺はアラマサの光を納めた。

　死の運命から解放されたナイラのギルガメスは半壊状態だ。黄金色は鈍く無残にも手足を途中から失い、クリアモードが壊れても焼け焦げてバラバラのパズル状態の装甲のせいで、パイロットの顔やパイロットスーツを見てとれた。

「ぐぁ……き、貴様、殺さず……我をどうするつもりだ……」

　もがきながら、怨えん嗟さに満ちた眼光を浴びせるナイラへ俺はフツシミを突きつける。

「どうしてファラを殺さなかったんだ？」

　ナイラは瞳ひとみが固まり、息を呑のんだ。

「それは、王族は国の飾りに」

「王族ならジャーミアがいる。むしろ秘密を知るファラは殺して、それこそ俺に罪を着せたほうが手っ取り早いし確実だ」

「黙れ！　貴様ごとき蛮族に我の崇高な考えなど理解できん！」

「ファラに死んで欲しく無かったんだろ？」


















　家族同然に扱われれば情の一つも湧わいてしまう。これはアイシャの言葉だが、ならそれはナイラだって同じはず。部下にファラの救出命令を出したのがその証拠だ。

　沈黙を肯定と受け取り、俺は刃を引く。

「お前は殺さない。そのかわりファラとアイシャに謝れ！　そして償え!!　お前だって、本当はあの子達たちの事が大好きなんだろ!!」

「ッ…………」

　ナイラのアイシャの頭をなでる手つきや、ふとした時に見せる穏やかな表情やファラへの想おもいを語った時の言葉、どれ一つとして偽物は無かった。

　アイシャがそうであったように、本当はナイラも嫌々やっていたと俺は信じたい。

　だが次の瞬間、ナイラが狂ったように声を張り上げる。

「黙れ！　黙れ黙れ黙れ黙れぇえええええ！　男のくせに！　神を信じぬ邪悪で野蛮で凶暴な悪魔共が!!　我は知っているぞ、何な故ぜ男の生まれないウィルスのワクチン研究が禁止されているかを！　貴様らが絶滅した後に起こったあの八次大戦で何があったのかを！　ワクチン研究を、そして遺伝子操作で強い人間を生む事を禁じたあの事件をな!!」

　俺とナイラの間を、銃撃の嵐あらしが通り過ぎた。

　俺はバックステップで距離をとり、前面にプラズマウォールを展開。遠くから迫る自律兵器の軍勢からの銃撃を防ぐが、その間に宮殿の屋根を突き破り自律兵器達が真下から俺を襲う。

　周囲から千機近い自律兵器が一斉に俺を目指す。俺が襲い掛かるソレを斬きり倒たおす間に別の自律兵器達がナイラを運び駐機場の方角へと向かう。

「くっ、逃げるのか！」

「黙れ！　くそ、おのれ……何故だ、何故神を信じぬ外道にこの我が負ける？　我には神の加護が、奴やつには神罰が下る筈はずではないのか！！？」

「そんなの決まっているだろ」

　敵の数とナイラの移動速度から、俺は追跡を断念するがこれだけは言っておきたかった。

「俺はな、会った事も無い神様よりも、同じ日々を暮らす仲間や家族を、人間を信じているんだ。断言する。俺はみんなを守る為ためなら、神とだって戦争してやるぜ!!」

　開き切った目を震わせ、歯を食い縛り、ナイラは駐機場へ向かって運ばれて行った。

　襲い掛かるパズズやバジリコック、マンティコアを斬り伏せながら俺は思った。

　きっと自分の言葉はナイラに届いていないだろう。

　だがそれでもいい。彼女は宗教家。神より正しいものは無い、というのは彼女という人間を形作る根幹的な部分だ。

　だから神様の存在を信じるのも、神様を信仰するのもいい、だが、

「ナイラ、いつか必ず、お前に謝らせてやる」

　飛びかかるマンティコア二体を同時に斬きり倒たおす。

「ファラとアイシャにな!!」

　　　◆

「流石さすがだな、桐き生りゆうアサト。もういつ五連から懸賞金をかけられても不思議ではない」

　三日月館の屋上。そこには紺こん碧ぺきの専用機アキレスに搭乗したマーベルが立っていた。

　ここは中立国、ナイラの作戦に乗っかるつもりは無いしアサトとは尋常に騎士と武士の決着をつけたい。

　流れ弾や暴走した自律兵器が来たらイレーナ外務大臣を守る為ために戦おうと張っていたのだが、中東最強の軍事国家イラハスタン最強のエースパイロットを見事に討ち倒す姿を見て、マーベルは満ち足りた顔でアサトを見守った。

　　　◆

「カーノーン元帥」

　ナイラは逃亡、追撃を阻む自律兵器達たちも駆逐し終えて王宮の戦闘が終了すると、俺はバルコニーに集まる大臣達の元へと降り立った。

「アラウビア軍を動かしてくださり、感謝致します」

　一分の隙すきも無い、完かん璧ぺきな敬礼にカーノーンも敬礼を返し、頷うなずいた。

「気にするな、我らは我らの正義に従ったまで」

「アサト！」

　室内から駆け寄るのはマイカ達を引き連れたファラだ。

　ノブナガに乗る教官がパイロットスーツ姿のアイシャを抱き上げ運び、所長が乗る軍事甲かつ冑ちゆうの右手には手錠をかけられたジャーミアが観念したように力無くうなだれている。

「無事でしたか姫」

「アサト、本当にあなたには感謝してもしきれません。国を救って頂き、この国の姫として礼を言います」

「そう言ってもらえると嬉うれしいですが、これからどうするんですか？」

　俺は大臣達をジロリと睨にらむ。

「お前ら、ジャーミアにそそのかされてこの国売ろうとしたんだよな？」

　大臣達が一歩後ずさり、視線を泳がせる。目の前には最強の男、背後には軍事甲冑に乗ったマイカ達、そして頼みのアラウビア軍は最高責任者であるカーノーンが裏切りファラ側についてしまっている。完全に包囲された状態だ。

「そうですね、大臣全すべてが反逆罪を犯したとなれば議会の投票権を持つのはわたし一人。わたしの独断で彼女達を裁けます」

　ファラが振り向くと、皆怯おびえるように身を寄せ合うが、ファラはかぶりを振った。

「やめましょう、憎しみは新たな憎しみを生むだけ。それに反乱を起こされたのはわたしの不ふ甲が斐い無さの証拠です。ただし」

　と前置いて、ファラは優しげな瞳ひとみをあらため、強い語気で告げる。

「今回の事で、少なからずアラウビア兵に犠牲が出たのも事実。それに城の修繕には国民の血税を使いますし、何よりも賓客であるアサト達日本の方々に多大なる迷惑をかけました。よって、カーノーン以外の大臣は全員最低三年間の大臣特権の剥はく奪だつ。カーノーンも議会での投票権は剥奪。ただし他の大臣特権はそのままとします」

『ははーっ！』

　皆慌てて頭を下げて、安あん堵どに胸を撫なで下おろす。

　彼女達たちの罪を考えれば死刑や終身刑を想像していたのだろう。けれど、

「本当にいいんだなファラ？」

　俺の視線はジャーミアを射貫いて放さない。

「確かに……いくら姉とはいえジャーミアのした事は許されません、でも……」

　ジャーミアの方を向き、ファラは真剣な眼まな差ざしを送る。

「貴方には罰として中東中立国群の立て直しを命令します。具体的にはアサトの処刑を要求する各国の理解を求め、混乱を治め男が無害であることを中立国群に証明するのです。これができなければ、その時あらためて今回の罪を追及します」

　あえてどうするかを言わず、相手の想像に任せる。それこそ死刑でも想像したのだろうか、ジャーミアは褐色の肌を青くして頷うなずいた。だが、

「そして中立国群の立て直しが済んだら」

　ファラの顔に、綺き麗れいな花が咲いた。

「また、一緒に遊びましょうね、姉さん」

　教王でも、大臣でもなく、姉さんと呼ばれたジャーミアは、けれどすぐには心をほどかず、無言のままにうつむいた。それでも、俺はファラならばいつかジャーミアと分かりあえる、そんな気がした。立派な姫様だな、だけど。

　軍では飴あめと鞭むちの使い分けが重要。ファラは最高の飴だが、鞭も必要だ。

「おいお前ら、今回はファラに免じて許してやるけど」

　俺は戦闘時の万分の一くらいの殺気を放つ。

「次なんかしたら、日本からスサノオに乗って殺しに来るからな」

『はいいぃぃっ！！！』

　大臣全員が涙を流して腰を抜かした。大人の、それも一国の大臣を務める方々を泣かせる男子高校生の図であった。

　そして最後にもう一人……教官に抱えられるアイシャが泣きそうな顔で呟つぶやく。

「ファラ……アタシ……」

「教官」

　俺はスサノオから降りると、教官の腕からアイシャを抱き受けた。

「ちょ、アサトお前何して！」

　もうボロボロのアイシャを後ろから抱きかかえ、支えてあげると俺はファラの前に立たせる。ファラとアイシャは互いに視線を交わし、先に口を開いたのはファラだった。

「ねぇアイシャ」

　震えるアイシャは肩を強こわ張ばらせ、現実から逃避するように目を強くつぶる。

「気付いてあげられなくてごめんなさい。アイシャ、ずっと苦しかったんだよね」

　アイシャの体から緊張が抜けるのが解わかる。ファラは優しい笑みを浮かべた。

「ファラ……アタシのこと、ゆるしてくれるの？」

「当然じゃない。だってファラは、わたしの一番の友達で家族なんだから」

　アイシャの目から、堰せきを切ったようにとめどなく涙があふれ出した。顔を歪ゆがめ、それから子供のように声をあげて泣き叫び、ファラに力いっぱい抱きつく。

「ごめんなさい！　ごめんなさいファラぁ！　ファラ好きぃっ、大好きぃ!!」

「うん、わたしも大好きだよ、アイシャ」

　俺からアイシャの身を引き受けるとファラは優しく、慈しむようにその身を抱き、頭をなでて聖母のように包みこんだ。

　そうして二人はしばらくのあいだ抱き合い、再び教官がアイシャを受け取ると俺は、

「ではファラ姫様、何かあったら私をお呼びください」

「え、でもアサト、そんな迷惑じゃ、この国はあなたに」

「姫、私の時代じゃ姫を守る騎士は男の専売特許ですよ、だから」

　ソルジャースマイルで俺は、ファラの前でヒザを折り跪ひざまずく。

「姫のピンチにはすぐ駆けつけます。それに姫は女の子なんですから、神様じゃなくて、男を頼ってください」

　ファラは水で打たれた様な顔になってから、すぐに年相応の女の子らしい笑顔になる。

「はいっ」

　では、とファラは一歩進み、でも急に止まり「その前に」と言ってＬＬＧの画面を展開した。しばらく操作すると画面の『準備中』の文字が『ＯＫ』に変わり、王宮を覆う空にファラの顔が映った。

「皆さん、これから重大なお知らせをします」

　そう前置きをして、ファラはクーデターに参加した兵士を含め、王宮にいる全ての人達たちに語りかける。

「わたしは、今この場にいる全ての人の罪を許します」

　王宮中の兵士がざわめいた。無理も無い、最後の最後にカーノーンの命令で味方したとはいえ、ついさっきまではジャーミア派だったのだ。皆、なにかしらの処罰は覚悟していたのだろう。だがファラは言う。

「今回の事件の発端は、聖典の解釈を巡った悲しい争いでした。ですがそれはラーバ教の教えを守ろうとする敬けい虔けんさ故のもの。このアラウビアにおいて、尊い信仰心を裁くなど誰ができるでしょうか？　むしろ許せないのは、我々の信仰心を利用し、この国の乗っ取りを企てた五国軍事連合の一つ、イラハスタンです！」

　ファラには珍しい、力強い声だった。

「今日この国は死にました。でもだからこそ生まれ変わるべきなのです。わたしが愛する国民の皆さん、今こそ無用ないさかいをやめ、一つとなり悪へ立ち向かう時です。ご紹介します。彼女、いえ、彼こそはイラハスタン軍の本隊を叩たたき、首謀者を見事退けわたしの命を救った勇者。地球唯一の男、桐き生りゆうアサトです」

　ファラに手を引かれ、投影ウィンドウの前に立たされると、空に俺の姿も映る。

「先月から続く問題の答えは出ています。彼はアラウビア王国とそこに住む全ての民草の為ために自らの危険をも顧みず、血を流し戦い続けました。だからこそわたしは宣言します。男は邪悪などではないと！　そもそも聖典には『この世の流れは神の意思であり御導き』とあります。ならば、彼、桐生アサトがこの時代に生き返った事こそ神のご意思であるとわたしは考えます。よって、わたしはここに男性の存在を認めると同時に、彼をこの国を救った勇者として認定します。アサト」

　皆の前で俺に向き直るファラ。空気を読み俺はまたヒザを折り、跪ひざまずき直した。

「はい、姫」

　そして、

「この国を救っていただき、ありがとうございます。大好きです♪」

　ファラの唇が、俺の口を塞ふさいだ。甘くしびれるような感覚が口の中に広がって、城中から惜しみない拍手と『アサト』コールが響き渡る。

「ななな、何するんだよファラ急に!?」

「何ってそのままですが？」

「でもそんな、俺なんかにお姫様の」

「こんのアホトォ！　誰かれ構わずキスばっかして！　ほんと見境ないんだから!!」

「いやマイカ今のは俺に罪ないだろ!?　それにマーベルともだけど基本向こうから」

「マーベルとって何よあんた!?　まさかあいつとも！」

「ぎゃー、やぶへびだったー！　助けてくれエリコ！」

「わ、私でもまだ唇だけのドライキスなのに……アサト今すぐ私とキスをしろぉ！」

「なんかエリコが壊れたー！」

　城中を埋め尽くすアサトコール。その中心で俺は思った。

　勇者なんて目指すもんじゃないな。


















エピローグ



　あの事件の次の日。予定通り五月五日にファラは戴たい冠かん式しきを迎えてアラウビアの女王の座に就き、それと同時に中東中立国群全てに向け、王宮でしたのと同じ宣言をした。

　以来、中東中立国群では『戦争で荒れた世に神の御使い、桐き生りゆうアサト復活』の文字がニュースで駆け巡り、中立国群は処刑要請を取り下げた。ラーバ教発祥の地であり中立国群のリーダー格であるアラウビア王国の新女王、ファラの宣言だけでなく、おそらくその裏ではジャーミアが何かしらの行動を起こしているのだろう。

　あの手の人間は自分の野望を叶えるためにとにかく人脈が広い。それをいい方向に使えばこの通りというわけだ。

　そして俺の胸には、戴冠式の日、ファラが言った言葉が残っていた。

『愛する母が託してくれたこの国の為ため、尽力する所存です』

「愛する母……か」

　言いながら、俺は桶おけから柄ひ杓しやくで水をすくい、目の前の墓石にかける。

　マイカと二人で手を合わせ、桐生家の墓に線香を上げた。

「でもどうしたの急に、墓参りがしたいなんて」

「この時代に来ていろいろな。ていうか、この下に俺の子孫みーんな眠ってるんだよな」

「そうそう、てか本来ならあんただって千年前に墓入りよ」

「いやー、ほんと死ぬ順番間違えてるなんてもんじゃねえよ。みんなー、お前らの爺じいちゃんが墓参りに来ましたよと、はは……なぁマイカ、お前の母さんて……どんな人だった？」

「……優しい人だった、それに……すっごく強かった」

「……そうか」

「アサトのお母さんは？　あたしみたいな美人だったんでしょ？」

「……ああ、凄すごく綺き麗れいで、それで凄く優しかった」

　俺らの間に沈黙が流れて、マイカが止めてくれた。

「ねぇ、もっと教えてよ、あんたのお母さん……あたしの、四一代前のお婆ちゃんの事」

　らしくない、しとやかな口調に頷うなずいて、俺は息を漏らす。

「ああ、そのかわり、お前の母さん、俺の遠い姪孫の事も教えてくれよ」

「うん♪」

　はじけるような笑顔のマイカが可愛かわいくて、俺は彼女への感謝を思い出す。

「そういえばさマイカ、あの時、大臣達たちに怒鳴ってくれてありがとな」

「!?　き、聞いてたの？」

　マイカの顔に、ぱっと赤みが差して、俺は苦笑を漏らす。

「スサノオの無駄に凄い集音性能のおかげでな……本当に、お前いつも俺の為ために怒ってくれるよな」

「むぅ……だって、あんた全然怒らないんだもん」

　恥ずかしそうに視線を逸そらすマイカに、俺はつい顔がゆるんでしまう。

「なぁマイカ、解凍された時、なんで俺が腐らずにいられたか知ってるか？」

「え？」

「お前がいたからだよ」

　マイカが息を呑のみ込こむ。

「考えてもみろよ、気が付いたら家族も友達も仲間もみんな俺を残して死んで天涯孤独、おまけに右も左も分からない世界で珍獣害獣扱いときたもんだ」

「……うん」

「でもさ、俺の妹の四〇世代先の子孫とか遠すぎるけど、俺にはお前がいた」

　マイカの顔が、もっと赤くなる。

「天涯孤独かと思ったらちゃんと血の繋つながった家族がいて、右も左も分からないこの時代の事をお前が教えてくれて、お前は最初から俺を人間扱いしてくれて、俺の為に怒ってくれて、俺と一緒にいたがってくれて、俺が出撃しようとした時『危ない事しないで』って、そう言って俺の為に泣いてくれた。だからさマイカ」

　マイカとの日々を思い出して、俺は自然と笑顔になってしまう。

「これからもよろしくな」

「アサト……」

　嬉うれしそうに満開の笑みを浮かべ、マイカの大きな目には涙が溜たまる。

　子供のころに母親を亡くし、ずっと寂しい思いをしていたマイカの頭に手を伸ばした。

　僅わずかに青みがかった、俺の大好きな濡羽色の髪をなでて、心地ここちよい感触が手に伝わる。

「でも家族って言っても俺らおない年だし、姪めいでも妹でもないよな。うん、そうだ、なんていうかマイカは俺にとって家族の中の」

　マイカが期待に満ちた顔で俺を見上げる。

「従姉妹いとこの女の子だな」

　ビシッ、と亀き裂れつが入る音が聞こえた。

　尻尾しつぽがあれば千切れそうな程振っていそうなマイカの顔は凍りつき、頬ほおが痙けい攣れんし始める。

「いと……こ？」

「おう、俺千年前幼おさな馴な染じみで従姉妹のクラスメイトが隣に住んでてさ、あいつも朝起きれなくって俺が起こして、うんそうだ、あいつとの関係が一番近いな。はは、ってどうした？」

　死んだ魚のような目で頭上に暗雲をたちこめさせ、マイカはふらふらと俺に背を向けた。

「いや、なんでもない……あたし、先戻ってるから……はは、いとこ、いと……こ」

　マイカは一体どうしたのだろうか？　ちなみに今、俺達たちは前回の大慰霊碑に行った時同様、軍の護衛付きの飛空艇で来ている。当然、墓地は貸し切り状態だ。

　マイカの背中が見えなくなると、俺は墓石を見下ろして、ぽつりと呟つぶやく。

「母さん、あれが母さんのずーっとずーっと先の孫だよ。可愛いだろ？　きっと母さんに似て美人になるよ……ごめんな、俺だけこんなに長生きしちまって。でも大丈夫、俺母さんは守ってあげられなかったけど」

　ししおどしの音ねが響く。

「あいつだけは絶対に守るから、だからあと五〇年か六〇年くらい待ってくれな。それに……じいちゃんも」

　桐き生りゆう真しん羅ら……日本が敗北した、あの第二次世界大戦の裏で世界に勝ち、日本を救い、人類史上最も多くの人間を殺し、最も多くの国、権力者から恐れられた史上最強の男で……俺に才能が無いと言い続けた人だ。

　背中に強い衝撃を受けたのはその時だった。俺の胸に紅あかい大輪の花が咲く。

　金属が内臓を貫くなつかしい感触。狙そ撃げき。どこからかはわからない。気を抜き過ぎだと自身を責めると同時に、迸ほとばしる鮮血が桐生家の墓を染め上げ、俺は膝ひざをつき血を吐いた。

「ま……ぃ…………」

　マイカの名を口にしようとして、俺の意識はそこで途絶える。










あとがき



　お久しぶりです。皆様のおかげで二巻をお届けできた作家、鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　女だけの世界なのにハーレムは遠く、世界に『漢』を見せるお話はいかがでしたか？

　え？　それにしては毎巻エロハプニング起こってるし着実にアサトラバーズが増えてるって？　それは気のせいだよホントだよ♪　まぁ……本が売れなきゃ漢を見せる事もハーレムを作ることもなく終わるんですけどね……ホント……なんだよ……

　というシビアな話は置いといて、今回は初のロリッ娘ファラが書けて楽しかったです。

　今回もchocomori様のイラストにおんぶにだっこで美人過ぎるナイラとジャーミアや可愛かわいいアイシャには大満足です。特にファラのデザインが可愛過ぎてこんな子が泣いちゃったらそりゃ誰だって銃を手にしますよ。一国よりもファラの笑顔取りますよ。

　さらに二巻は専用機が三機も増えました。karamiso様とlnw様のデザインはカッコ良すぎて感謝が絶えません。全身が映る設定画を皆様にお見せできないのが残念です。

　それでは最後に謝辞へ移らせて頂きます。

　担当の神長様、今回も泥臭い話をライトノベルらしく方向修正ありがとうございました。

　そしてこの本の出版に関かかわってくださった全ての方々とこの本を手に取り読んでくださっている読者の皆様に感謝を捧ささげつつ、また会える日を夢見て。ありがとうございました！

鏡銀鉢


















　著者

　鏡銀鉢（かがみ・ぎんぱち）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　受賞作の『地球唯一の男』を改題した本作でデビュー。

　　メカとバトルと英雄と武器兵器への愛が止まらず

　　機体に英雄の名前をつけてしまう。



　　一巻では日本神話最強の戦神スサノオVSギリシャ神話随一の戦士アキレスでしたが、二巻も豪華な名前を拝借しました！



　イラスト

　chocomori（ちょこもり）

　　西東京市在住。最近旅した場所は長崎です。

　　とても素敵でした。



　メカデザイン

　karamiso/lnw（からみそ／エル・エヌ・ダブリュー）

　　メカ担当

　　花粉対策に防花粉メガネを購入。しかしマスクもするのでメガネが曇る。

　　花粉で目が痒くなるのを取るか、前が見えない危険を取るか…
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